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第一章　外の世界




　最初は、なんて馬鹿な奴だろうと思っていた。

　人間の少女に似た姿をしているとはいえ、頭には二本の角が生えているのだ。

　この世界にいる者なら、誰だってその存在を知っているだろう。

　魔王、であると。

　しかしあいつは、私の角を気にも留めない。

　なんて馬鹿な奴だろう。

　聞くところによると、世界は酸い物と苦い物と甘い物でできているという。

　苦みはもうさんざんだ。

　なにが酸いのかは、長く生きていてもよくわからない。

　必要なのは甘い思いをすること。

　そのために他者を利用する。

　すべての生き物が、そうしているように。

　あいつはなかなかの実力を備えている強者だ。

　利用すれば、少しばかり甘い思いもできようかと、私はそんな考えでいた。

　少しばかりの甘い思い。

　そこから野望を膨らませて、私は再び魔物の王へと返り咲く。

　ひとつ計算違いがあったとすれば、それはあいつがあまりにも甘すぎたこと。

　私が求めていたよりも、ずっと、ずっと――ソラという男は甘かった。







＊　　＊　　＊







　俺は兵士たちから助けた女の子を肩車して、遠く丘へと続く道を歩いていた。

　旅の仲間は、女の子も含めると七人と一匹。

　悪魔の森の大迷宮を出てから、たいした時間は経っていない。

「………………」

　女の子に、外の世界についていろいろ尋ねたいけれども、彼女自身のことも聞いておかなくてはならない。なにせ兵士に追われていたのだし――角も気になる。兵士に角はなかったから、外の世界の人間の特徴というわけではなさそうだ。しかし体のことでもあるし、率直に尋ねるには気が引ける。状況について説明してもらう方がよさそうだ。

「サレン。君はどうして、兵士に追われていたんだ？　お父さんやお母さんは？」

「……わからない」

　俺の肩の上で豆のパンを食べながら、おずおずといった様子で少女は答える。

「ソラ」

　呼んだのはエルダーリッチだ。黒い髪を風にそよがせて、何百年ぶりかの外を味わっている。

　彼女はかつて悪魔の森を巨大な迷宮で封印した、大魔法使いだ。俺が悪魔の森に法を敷いた今となっては、俺のよい師匠であり、仲間として旅を共にしてくれている。

「後でふたりきりで話がある」

「サレンのことでしょう？　今話せばいいじゃない」

　口を挟んだのはリュカ。彼女の正体は、悪魔の森を治めていた獄炎竜リンドヴルムだ。人間の形をとっている今も、その瞳には赤い炎が宿っているように見える。

「内緒話でこそこそなにかを決めるのは、陰険だわ」

「お前は直情すぎる」

　リュカに続いたのはフェリス。またの名を蒼そう氷ひょう狼ろうフェンリル。かつては悪魔の森の縄張りをリュカと争っていた。それでも今ではすっかり仲よく――。

「陰険だろうがなんだろうが、ソラにとって最善の策を採るべきだ」

「そうやってソラが自分のことばかり考えてたら、私たちはついてきてないでしょう？　大切なのはプライドを持つことよ」

　リュカの言葉を聞いて、フェリスはフンと鼻を鳴らす。

「そんなものを大事にして生きていけるほど、外の世界が甘いといいな」

　フェリスにそう言われると、リュカもだんだん熱が入ってくる。

「どんな世界であれ、生き方は貫くべきよ！」

　リュカが返すと、フェリスはまた小馬鹿にしたようにつぶやく。

「独りよがりは相変わらずか」

「なんですって!?　私はソラのことを考えて……！」

　――とまあ、多少の摩擦はある。

「それならわたくしも話がございますわ、お兄様」

　メガネをクイッと上げて言った彼女はフウカ。小さな女の子だが、その正体は雷を操る不死鳥だ。

「わたくしが考えるに、サレンは森の外で最初に出会った相手ではありますけれど、ほかの人間に追われている身でもあるようですし、かばい立てすればこちらに累が及ばないとも限りませんわ、ここは安全策を採って……」

　フウカの話は、基本的に終わらない。

「みんなお話するの好きだね～」

　このぽやぁっとした女の子はホエル。こう見えても世界最大の魔物である白はく鯨げいなのだ。

「ボク、サレン、タスケタ！　ダカラ、イッショニ、イク！」

　足もとでぽいんぽいんっと跳ねる小さな相棒、ミラクルスライムのミュウ。

　というわけで、全員で会議をするような感じになってしまった。

　サレンの目の前でできない話も出てくるだろう。俺はサレンを肩から下ろした。

「ほら、あそこにお花畑がある。ちょっと遊んでおいで。大事なお話があるからね」

　俺はこんな子供騙だましの言葉しか思いつかなかった。しかしサレンは、

「……わかった」

　素直に俺の言葉を受け入れて、花畑へと入っていった。

「迷子にならないようになー！」

　振り向くと、ミュウとホエルを除いた四人が深刻そうな顔で俺を見ていた。

　まずは、状況を整理することだ。

「今俺たちは、少しでも多く情報を仕入れないといけない。外の世界にどんな危険が潜んでいるのか。どうすれば生きていけるのか。エルダーリッチが知っている何百年も前とでは、状況も変わっているかもしれない」

「それはそうだが……ソラ。目の前のことにも注意を払いなさい」

　そう言ったのは、エルダーリッチだ。

「注意しておきたまえ。あの女の子は魔物だ」

「魔物に対して偏見があるみたいね」

　リュカが口を挟む。

「でも、エルダーリッチの言う通りだわ。においでわかる」

「あの子には俺たちをどうこうできる力はないよ」

　実はあの子を最初に見たとき、俺は《鑑定》を使っていたのだ。

「レベル１２の吸血鬼だ。こう言っちゃなんだけれど、敵じゃない」

「ソラ、レベルだけで敵を判断するな」

　フェリスが真っすぐ俺を見据える。フウカもそこに言葉を重ねた。

「そうですわお兄様。いくらレベルが低くても、策を弄する相手であれば、油断はできません。肩車からの絞殺、食事中の毒殺、さらには崖から突き落とす、ゆくゆくはお兄様を寝床に引き込んで閨けい房ぼう術じゅつを仕掛けてくるとも限らず、優しいお兄様はそんなことをつゆ知らず、魔の手に引き込まれてその揚げ句……」

　やっぱりフウカの話は終わらない。

「私はそもそも、外の世界に住んでいた人間だ。ある程度のことはわかる。しかし何百年も時が経過した今、その知識がどこまで通用するかは未知数だ。大切なのは、なにが危険で、なにが安全かを知ることだ。それは悪魔の森で生き抜いてきたソラにもわかることだろう」

　エルダーリッチの言うことはもっともだ。

「わたしはね～かわいいからいいんじゃないかと思うよ～」

　今この中で、ホエルだけが微笑みを浮かべていた。

「ソラ、ヤサシイ、アノコ、ツレテイク！」

　俺のすねにぽいんっと体をぶつけてくるのはミュウだ。そもそもサレンを助けたのはミュウだった。

　というわけで議論が紛糾してきた。

「こんな話を、いつまで続けるつもりだ」

　と言ったのはフェリスだ。

「私たちは〝原初の五柱〟としてソラを王と認めたのだ。決断すべきはソラだ」

「それはたしかに……そうね」

　リュカの言葉で、みんなの視線が俺に向く。

　国王から追放されるような、しがない転生者だった俺だが、今では彼女たちを率いる責任を持つべき立場にある。その上で、俺の答えは決まっていた。

「サレンを連れていく」

　もちろん理由はある。

「俺たちは、外の世界のことをまだなにも知らない。やはり案内役は必要だ。それに」

　俺は悪魔の森での生活を思い返しながら言った。

「ここでサレンを見捨てるような俺たちなら、今ここにいないはずだ」

　みんながうなずいた。

「ソラがそう決めたのなら、それでいいわ」

「しかし警戒は怠るなよ、ソラ」

「そんなことを言って、リュカさんもフェリスさんも、競争率が上がるのを怖れているのではありませんの？」

　フウカがニヤリと笑う。

「そんなわけないでしょ！」

「ゲスの勘ぐりだ」

　こんなときは、リュカとフェリスも息が合うらしい。俺たちは花畑に向かって歩き始めた。

「ソラ」

　エルダーリッチが言った。

「本来、吸血鬼という種族は角を持たない。サレンが特殊な存在であることは確かだ。フェリスの尻馬に乗るわけではないが、注意は怠らないように」

「わかってるよ。君たちに危険を冒させるようなことはしないつもりだ」

「ソラ～」

　ホエルが俺の首に腕を回して、きゅっと抱きしめる。大きくて柔らかいものが二の腕にあたる。これにはなかなか慣れない。

「ソラはね～そういう優しいところ大事にするといいよ～」

「その、なんだ、ありがとう……」

　そうしているうちに、サレンが花を摘んでいるところへとたどり着く。

「……なにか、決まったの？」

「ああ、決まったよ」

　俺はサレンに言った。

「君は、どこか行きたい場所があるのかな？」

「……べつにないわ」

「それなら、俺たちと一緒に来てほしい。俺たちは田舎者でね、あまりこの辺りのことに詳しくないんだ」

「……わかった。また豆のパンをくれるなら、いいよ」

「じゃあ、今日から俺たちは仲間だ。よろしくな」

　俺はサレンの、小さな手を握った。
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　あっという間に兵士を蹴散らしたあのスライムには驚いた。

　だが様子を見るに、ソラとかいう男もその取り巻きの女たちも、それ相応の実力を備えているらしい。

　これは思わぬ収穫だ。

　私が力を取り戻すのに、大いに役立ってくれるだろう。

　さっそくだが、私は小さくてもいいから拠点を築きたかった。

「ソラ、あの先に小さな村があるよ」

　私は声をかけてみる。

「そうなのか。食料の調達ができそうだな」

　やはりだ、ソラは村を襲う気だ。実力を見るいい機会が訪れたらしい。
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　俺は腕を組んで考え込んだ。

「さっき兵士を倒したばかりだ、争いは避けたいな。村の様子を知れたらいいんだが」

「マカセテ！」

　ミュウがぷるぷるっと震えると、ぽんっと黒くて丸いものが頭から飛び出した。

　黒くて小さいタピオカのようなものが、フワフワと宙に浮いている。

「ミュウ、これは？」

「テイサツ、スル！」

　黒いタピオカは、サレンが指さした方向へと飛んでいった。すると、俺たちのすぐ近くにスクリーンのようなものが現れて、映像を映し出した。これは、あのタピオカから見えているものらしい。俺はスクリーンに《鑑定》を使ってみる。

《遠隔透視魔法》

「どこでなにを食べたのやら……」

　我が相棒ながら、ミュウはほんとに不思議な奴だ。

　やがてスクリーンに、村が映し出された。中世を舞台にしたゲームで見るような、木の柵で囲われた素朴な村だ。しかし。

「若い人間が少ないな……」

　つぶやいたのはエルダーリッチだ。

　彼女の言う通り、村は老人と子供ばかりだった。老人たちは、暗い顔で畑で作物を収穫している。子供はその手伝いをしていた。老人も子供も、皆痩せていた。

　細い根菜を引き抜いては、カゴに入れていく。どう見ても豊作には見えない。

「なんで、働き盛りの人たちがいないんだろう……」

　俺のつぶやきに、エルダーリッチが答える。

「働き盛りだからこそ、いない、とは考えられないかね」

　俺はその言葉について、しばし考えた。

「誰かが連れ去った……ってことか」

「十分に考えられることだ。この村を支配する人間がいない、などということはないだろう。兵役、労役……人が人を搾取する方法は、いくらでもある」

　スクリーンをよく見れば、村はあちこちが崩壊の兆しを見せていた。

　痩せた作物が植わっている畑以外にも、耕された形跡のある土地はいくらかあるのだが、そこには雑草がはびこっている。家並みは傾き、道にも雑草が生えていた。

　若い人間がいないせいで、こんな状況に陥っているのだということは、容易に想像がつく。

「少なくとも、俺たちに食料を分けるような余裕はなさそうだな」

「そういうときこそ、錬金術の出番ではないかな」

　エルダーリッチは続ける。

「もちろんそれは君の力だ。使い道は君が決めるべきだろう」

「………………」

　仮に村の人々を助けるとして、俺たちは魔物の一行だ。受け入れてくれるだろうか。

　スクリーンには、変わらず痩せた老人と子供の暗い顔が映し出されている。彼らを俺の力で救えるのであれば、それ以上のことはない。

「悩んでいるのか？　ソラ」

　フェリスが言った。

「ソラには力がある。拒まれれば押し通せるし、敵対されれば跳ね飛ばせる。ソラはソラのやりたいことをやるべきだ」

「そうですわお兄様！　わからない相手にはガツーンと一発キメてさしあげれば、誰だって立場というものが理解できましてよ！」

　俺はフェリスとフウカの言葉に、苦笑いする。

「そんな乱暴なことをするつもりはないよ。ただ俺は……」

「あの村の人たちを～助けたいんだよね～？」

　ホエルが言った。その言葉を継ぐようにリュカが、

「そうよ、ソラは困っている相手を見捨てないもの！」

　悪魔の森での体験を、リュカは思い返しているのかもしれない。

「君は本当にわかりやすい男だ。そして根っからのお人好しだな」

　エルダーリッチが言った。

「君は、君の思うところをなせ」

「わかったよ。さあ、行こう！　……と、その前にだ」

　俺は近くの林にある、木の蔓つるを《分解》して《生成》した。

「サレン、これをかぶって」

　即席の麦わら帽子みたいなものだ。村の人々を少しでも怖れさせないためにも、角は隠した方がいいだろう。

「……わかった」

　サレンは素直に俺の作った帽子をかぶった。

　しばらく歩くと、ミュウがスクリーンに映し出していた村にたどり着いた。

　映像通り、ひどい有様だ。

　崩れかけた家、乾いた畑、村の人々のボロボロの服。

「みゅ！」

「ひいっ！」

　畑を耕していた老人や子供は、ミュウを見るなり、鋤すきを放り出して村の奥に逃げ込んだ。

「やはり歓迎は……されないか」

　村の入り口でしばらく考え込んでいると、さっきとはまた別の老人が現れた。

　おそるおそる、といった様子で近づいてくる。

「わしは……ここの村長じゃ……」

　恐怖をこらえるようにして、村長は言った。

「わしらのようなもんは、煮て食おうが焼いて食おうが構わん……しかし子供たちだけは……子供たちだけはどうか見逃してはくれまいか……」

　そう言って、村長は地面に手をついた。よほど、俺たちが凶悪に見えているらしい。ミュウを連れているだけでこの有様だから、よほど魔物というものが怖れられているのだろう。

「顔を上げてください」

　俺はなるべく村長を刺激しないように言った。

「この村がどういう状況か、ある程度は把握しています」

「わしらを襲いに来たわけでは……」

「俺たちは、あなたがたの力になりたいんです」

　その言葉をきっかけに、隠れていた村の人たちが次々と姿を現した。

「力になる……というと？」

「まずはそうですね、ご飯かな」

　俺は打ち捨てられたカゴからこぼれた、痩せた根菜を手に取った。

《鑑定》

〈ホクホクカブ〉

　俺はさらに《鑑定》を試みて、それがなにでできているか、どのような養分によって成長するのかを確かめた。

「必要なのは窒素、リン酸、カリウム……」

　無数の物質を、洗い出していく。

「そして光合成で生成されるデンプンにショ糖、それから水分……」

　俺はそれら必要な物質を大地から《抽出》し、痩せたホクホクカブの表面に定着させる。そして再び《合成》を行う。

　すると。

「おおっ……！」

　村の人たちからどよめきが起こった。ホクホクカブが、どんどん膨らんでいく。つややかでずっしりとした白い輝きを放ち始める。俺はそれを村長に手渡した。

「こんなホクホクカブを見たのは何年ぶりじゃろう……いったいどうやって……」

「俺は錬金術師です。これくらいのことはできます」

「そなたは錬金術師であったか……錬金術師がまさか、こんな村に来てくださるとは……！」

　村長は涙まで流し始める。

　そのままかぶりつこうとする村長を、俺は止めた。

「せっかくですから、消化のいいスープにしましょう」

　おそらく村の人々は、長いことまともな食事を取っていない。そこでいきなり生の野菜をたっぷり食べたら、消化不良を起こすかもしれない。

「この村で、一番大きい鍋はありますか？」

「祭りで使う大鍋がある……ここ何年も使っていないがのう」

　村長にボロボロの納屋に案内された。

　ふた抱えほどある大鍋が、埃をかぶっている。

　この大きさなら十分だろう。

「では、これをお借りしますね」

　よいしょ、と俺が鍋を持ち上げると、村の人々がどよめいた。

「な、なんという怪力じゃ……」

「若い男が五人おらねば持ち上がらぬ大鍋を……」

　たいして重たいとは思わないんだが――悪魔の森で鍛えられたおかげで、知らないうちに力がついていたらしい。

「ホエル、そこの土台を頼むよ」

　鍋を支える土台は、鍋の倍くらいはある。しかし力持ちのホエルなら、フラフープくらいにしか感じないだろう。

　それはかつて悪魔の森を統べてきた、ほかの仲間にしても同じかもしれないが。

「は～い」

　ホエルは予想通り、片手でひょいっと土台を持ち上げる。

　また村の人々がどよめく。

「あのおなご……まさか悪魔の類いでは……」

「そうに違いない……どうか子供たちだけは……」

「なにもしませんって」

　俺は苦笑いしながら村の中心まで鍋を持っていくと、ホエルが置いた土台の上に据えた。

　そしてホクホクカブをカゴごと持ってきて、さっきの要領で成長させる。

　村の人々に大きくなったホクホクカブを渡して、切ってもらう。

　その間に鍋の埃を、ボロ布を借りてきれいに拭った。そして、土台の下に大きめの石を積んでいく。

「フェリス、氷を鍋に敷きつめてくれ」

「任せろ」

　フェリスが片手を掲げると、氷の塊が次々と発生して、鍋に降り注いだ。村の人々は、あんぐりとその光景を見つめている。

「あとはこいつだな」

　リュックに入った干し肉を、全部鍋に放り込んだ。岩塩もいくつか。近くに森もあることだし、肉の調達はなんとかなるだろう。塩に関しては、エルダーリッチから学んだ《門》を使って、悪魔の森の洞窟に取りに行けばいい。

　村の人々もホクホクカブを切り終えて、おそるおそる鍋に入れていく。

「よし、仕上げはリュカ、頼んだ」

「わかったわ！」

　リュカが腕をひと振りすると、土台の下に炎が吹き上がった。それが消えると、先ほど積んだ石が赤熱している。この熱で調理するというわけだ。

「しばらく待てば、できあがりますよ」

　そのうちに、隠れていた子供たちも姿を見せ始める。みんな痩せこけていた。見るのがつらいほどだ。やはりスープにしておいてよかった。消化のいいものから、徐々に慣らしていく必要があるだろう。

「ソラ」

　サレンが話しかけてきた。

「どうした？」

「スープを作って、どうするの？」

「村の人たちに食べてもらうんだよ」

　サレンは不思議そうな顔をして、俺を見上げる。

「それをして、ソラにはどんな得があるの？」

「いろいろあるさ。後で説明する」

　俺はそう言って、サレンの帽子をポンと叩いた。

　そのうちに、鍋が煮えてきた。俺は鍋の土台を上ると、器にスープをすくって、少し味見をする。こんな量の調理をしたのは初めてだけれど、なかなかの出来だ。干し肉の旨うま味みがしっかり出ていて、ホクホクカブの滋味が舌に広がる。

「そろそろですよ、皆さん。器を持ってきてください。順番に並んで」

　村の人々は、おそるおそるといった様子で列をつくる。怖がってはいるようだけれど、やはりお腹なかを空かせているのだ。俺は老人と子供たちの器に、順番にスープを注いだ。

　反響は、すさまじかった。口の中をヤケドしそうな勢いで、みんなスープにがっついている。ホクホクカブは、柔らかいジャガイモみたいな食感で、根菜らしい風味がある。それが干し肉の旨味と相まって、ホッとするような味わいになっていた。

「こんなうまいものは……いつぶりじゃ……もう死んでもええわい……」

「ありがたや……ありがたや……」

　老人はひとりごとをこぼしながらスープをすすり、子供は無言で干し肉をかじっている。

　みんなどんどんお代わりをして、鍋はすっかりからっぽになった。

「相変わらずお兄様は料理の天才ですわ！」

「ありがとう、フウカ。サレン、外の世界の料理はよくわからないんだが、これで大丈夫かな？」

　文化の違いというものはあるはずだ。俺やフウカたちがおいしいと感じるからといって、外の人たちもそう感じるかどうかはわからない。村の人々はおいしいと言ってくれているけれど、それは飢えのためかもしれないのだ。

「うん……おいしいよ」

　サレンはこっくりとうなずいた。
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　ソラという男は、いったいどこから現れたのだろう。

　そしてなにが目的なのだろう。

　私を王国の兵どもから救い、今は村の者どもを救っている。

　行動原理がさっぱり理解できない。

　食事を終えると、ソラは村長に畑を案内させた。

「ひどく痩せてるように見えるな」

「昨今の水不足が原因じゃ。もちろん、それだけではない」

　村長は干からびた土を手ですくった。

「牛を税の代わりに取られてしまっての、放牧ができんのじゃ。そうなると土が痩せてこうなってしまう」

　聞いたことがある。人間は土を休ませるために牧草を植えて、それを牛に食べさせ、その糞を土の栄養にするという話だ。それなしに連作を続けていると、土が痩せて野菜が育ちにくくなるという。長く生きていれば、人間の知識に触れることもあるのだ。

「土を鍛える豆も、領主のダストン男爵の命令で植えることができんのじゃ。ホクホクカブだけを作り続けろとおっしゃっておる……いくら陳情しても無駄じゃった」

　村長は痩せたこぶしを握りしめて言った。

「しかし、死ぬ前にいい思いをさせてもろうた。おそらくあんたは死神かなにかじゃろう。わしら年寄りだけでよければ、喜んで生け贄にえになるわい」

「いや、だからそんなつもりはなくて……」

　私もてっきり、村の人間を食べるか、物資を奪うか、魔術に利用するかだと思っていた。

　ますますソラの思惑がわからない。







＊　　＊　　＊







　俺は村の人々を集めて、説明することにした。

　再び村の広場に集まる。

「いいですか、俺たちは悪魔の森から来たんです」

「みゅ！」

「悪魔の森？　聞いたことがないのう……」

「そこは……恐ろしい場所なのか？」

「ええ、少し前まではね」

　俺は村の人々に、今までの出来事を話した。

「俺は、こことは別の世界から来たんです。気がつくとお城にいて、それから国王に悪魔の森へと追放されました。いろんな魔物に殺されかけましたが、生き延びて……彼女たちに出会ったんです。彼女たちも魔物です」

　俺はリュカたちを紹介したが、村の人々はまだ訝いぶかしんでいる様子だ。

「国王様に……追放？」

「あのおなごたちが魔物……本当かのう……」

「しかしさっき鍋の土台を……」

「まどろっこしいわね、なら証明してあげる！」

　リュカがそう言った瞬間、彼女の体が炎をまとう。その炎が膨れ上がると、巨大な竜が現れた。獄炎竜リンドヴルムだ。

「おお……まさか本当に……」

「私もだ」

　フェリスが吹雪をまとう。蒼氷狼フェンリルが雄たけびを上げた。

「ならわたくしもですわ！」

　フウカがそう叫んだ瞬間、雷が鳴り響き、大雨が降り注いだ。

「おお、恵みの雨じゃ！」

「半年ぶりじゃ、雨じゃ！　雨じゃ！」

　雷雨を呼ぶ、大きな翼を広げた不死鳥。それがフウカの本当の姿だ。

「じゃあわたしも～」

　と、ホエルの体が光に包まれ――。

「ストップ！　ストップ！」

　俺は叫んだ。みんなも続く。

「ホエルだけは駄目！」

「やめておけホエル」

「いけませんわホエル！」

「ムラ、コワレル！」

「え～」

　ホエルはつまらなさそうに、光を収束させた。

　彼女の正体は白鯨。世界最大の生物だ。小さな村など、一瞬でぺしゃんこになってしまうだろう。

「そんなわけで、俺たちは外の世界のことをなにも知らないんです。俺たちはできる限り村の皆さんの助けになります。その代わりに、俺たちは皆さんから外の世界について教えていただく。これで納得してもらえますか」

　村長は、しばらく考えてから答えた。

「なるほど、国王様からの追放……あり得る話じゃ」

　ため息をついて、村長は続ける。

「今の国王様は、慈悲というものを持ち合わせておらぬ。若い者は皆労役に取られて、村はこんな有様じゃ。おまけに魔王討伐とやらで、税はどこまでも重くなる……」

　そう言って、俺の目を見た。

「あんた方のすさまじい力は見せてもろうた。それを村のために活かしてもらえるというなら、それよりありがたいことはない」

「話はまとまった、ということでいいですかね」

　俺は村長に手を差し出した。

「これからよろしくお願いします、村長！」

「こちらこそじゃ」

　村長は枯れ木のような手で、俺の手を握った。
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　まさか、まさかまさかまさか！

　ソラが、ただはべらせているだけだと思っていた女たちが、魔物だったとは。

　それもただの魔物ではない。

　魔王と呼ばれたこの私の、全盛期をはるかに超える実力を感じる。

　悪魔の森とやらには、こんな魔物たちが跋ばっ扈こしていたのか。

　恐ろしい場所もあったものだ。

　そして――なにより恐ろしいのは、それを従えているソラだ。

　あれだけの力を持った魔物が、力のない人間についていくはずがない。

　そしてその力を持ったソラが、脆ぜい弱じゃくな村の人間どもを助けようとしている。

　不可解だが――それがソラの性質なのだろう。

　利用しない手はない。

「どうした、サレン」

「ううん、なんでもないよ……」

　私はソラを利用する方法について、思いを巡らせていた。
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「若い者がいなければ、できないことばかりなんじゃ。畑の世話もそうじゃし、鍛冶仕事や大工仕事も、子供と年寄りではとても……」

　村長が言った。

「以前は行商の馬車が来ることもあった。しかし食料と引き替えにする家財道具もなくなり、とうとうそれも……」

　かつて行商が行き交ったであろう轍には、草が茂っている。もう長らく馬車は通っていないのがわかった。

「それに、どこの村も自分たちで手いっぱいで、助け合うこともできぬ……」

「なるほど」

　つまり俺たちは自力で、かつできる限り力仕事を省いて、村を再建することを考えなくてはいけない。

「ひとつ、お願いがあるんですが」

　俺は村長に言った。

「小屋をひとつ、建ててもいいですか？」

「それは構わんが……空いておる家はいくらでもある」

「ちょっと、特別なことに使うんでね」

　俺の言葉を聞くと、村長はリュカたちを見て言った。

「なるほど〝特別なこと〟じゃな！　あんたもお若いからそれは当然じゃ！　おまけに山ほどおなごを連れて……それは仕方ないことじゃ。ぜひ立派な〝小屋〟をお建てなさい」

　村長の笑顔はよくわからないが、とりあえず小屋を建てる許可はもらった。

　そのまますぐに空き地まで案内してくれる。

「ここにどーんと、じゃな！　英雄色を好む！　うむ！」

　村長は満足そうにその場を去っていった。

「なんか誤解されてる気がするな……まあ、いいか」

　俺はさっそく仕事に取りかかる。

　まずは土を《分解》して、大量の粘土を用意する。それを四角い小屋の形に盛り立てて《焼成》すれば完成だ。

　一連の作業を見て、村の人々は感嘆の声を上げた。

「錬金術師は、こんなことまでできるのか……」

「ソラは特別だ」

　エルダーリッチは、俺の肩を抱き寄せた。

「世界一の錬金術師だ。おまけに一流の魔法使いである私の弟子。できないことはない」

「言いすぎですよ、小屋を造っただけです」

「錬金術だけでそれができるのは、ソラくらいのものだよ」

　俺はリュカたちに言った。

「今日からここが、俺たちの本拠地だ」

「ちょっと、狭くない……？」

「あまり大きく土地を使うわけにはいかないし、用途を考えればこれで十分だよ」

「用途……」

　そうつぶやいた途端、リュカは真っ赤になった。

「そ、そうよね！　これだけあれば十分よね！」

　鼻息荒くリュカは言った。ほかのメンツも、なんだか目がギラギラしている。どういうことだろう。

「ともかく、中に入ろう」

　七人と一匹が入ると、かなり狭い。もう少し広く造ってもよかったかもしれないが、

「〝使う〟分には問題ないな」

　その瞬間、みんながそれぞれ顔を見合わせた。そして、頬をほんのり赤く染める。

「やっぱり私たちは群れだから……そういうコミュニケーションは大事よね……」

　リュカの言葉に、フェリスが応える。

「私はふたりきりでまぐわう方が好きだ」

「まぐわった経験があるみたいに言うじゃない！」

「経験がなくても好みくらいある」

「待って待って、まぐわう!?」

　とんでない誤解を生んでいる。

「実はこの部屋には目的があってだな」

「お兄様の目的でしたら、きちんと伝わっていましてよ。恥じらいがないわけではありませんけれど、それ以前に知的好奇心というものがありますわ！　僭越ながらわたくしからお先に」

　と服を脱ごうとするフウカを見て。

「そういう遊びをするのね～わたしはいいよ～」

　と、ボタンを外し始めるホエル。彼女の色気はちょっとシャレにならない。

「違う違う、そういうことじゃない！　見ててくれたらいいから！　服着て！」

　俺はさっそく、今使える唯一の魔法を使った。手を掲げて念じると、その指先が紫色に輝く。そして現れるのは、大きな黒い板――エルダーリッチから教わった超越魔法《門》だ。

「これで悪魔の森の城と行き来するんだよ。向こうには物資もあるし、いろいろと便利だから。この小屋はそれを隠すための……」

　みんなを見ると、なんだか露骨にがっかりした顔をしている。

「やっぱ、ソラだもんね……」

「ソラだから仕方ない……」

「お兄様ですから……」

　肩を落とす面々と、ニヤニヤと笑うエルダーリッチ。

「いずれ〝そういう〟部屋も必要なんじゃないか？　ひとりひとりを相手にするのも大変だろう」

　今度は俺が真っ赤になる番だ。俺も健全な男子であり、今俺を囲むのはあっちの世界にいた頃には考えられないような美少女ばかり、という状況で――いかんいかん。

「とにかくこれで、少なくとも俺たちは不自由しないってわけだ！」

「みゅ！」

　ミュウは俺に同意するようにぽいんっと跳ねる。こういうときに、ミュウの存在はとてもありがたい。

「そういえば、この小屋には戸がないな」

　エルダーリッチが言った。

「門が覗のぞかれる可能性があるぞ。村人が好奇心を起こして門をくぐれば、悪魔の森で魔物に狩られるかもしれん……そうだな、君に次の魔法を教えるいい機会だ。《門》ほどのものではないがね」

　そう言って指をかざすと、小屋の入り口が黒いもので塞がれた。しかし不思議なことに、部屋は暗くならない。

　次にエルダーリッチは、フェリスの肩に触れた。フェリスの体が一瞬、紫色に輝く。

「この壁を抜けてみろ」

「………………」

　フェリスが黒い壁に触れようとすると、手がすり抜けた。

「そういうことか」

　そう言ってフェリスは壁に向って足を踏み出す。そうして、壁の中に消えていった。

「次はフウカだ」

「わかりましたわ！」

　フウカがフェリスと同じように壁を抜けようとすると――。

「いった！」

　ゴンッと頭をぶつけた。

「なんですの!?」

「……というわけだ。術者によって許可されたものだけが、この壁を抜けることができる」

「口で説明すればよろしいじゃありませんの!?」

　フウカはひたいを両手で押さえて抗議するが、エルダーリッチはどこ吹く風だ。

「百聞は一見に如しかずだ。この壁は自然光は通すが、この通り視界は通らない。音も閉ざされる。仕組みはわかったな？」

　俺はうなずいた。

「ではやってみろ」

　俺はさっそく魔法を《鑑定》した。

『魔法《透過壁》』

　それを《分解》する。壁の向こうにはフェリスが立っていた。

「そろそろ中に入ってもいいか？」

「ごめんフェリス、心細かったよな」

「そんなこともない」

　ツンとした表情で、フェリスは答える。フェリスが部屋に入ると、俺は作業を続けた。

《構築》

　すると、再び壁が現れた。この一連の作業で、俺は再び魔法を習得したことになる。

　次はフェリスを《鑑定》する。

　膨大なステータスの最後に、【付加魔法《鍵》】とあった。これで《透過壁》を抜ける方法もわかった。そして六人と一匹に《鍵》の魔法をかけていく。

「これで、下準備は整ったな。俺はこれから畑に行ってくる。みんなは《門》で城に戻るなり、好きなことをしていてくれ」

「私は村の様子に興味があるわ。話を聞いていると、統治する者に問題がありそうだもの」

「私も、外をもう少し詳しく知りたい」

「お兄様、わたくしも見聞を広めたいですわ！」

「わたしはね～お散歩したいかな～」

「みゅ！」

　エルダーリッチに関しては、魔法の力を借りる可能性があるので来てもらわなければならない。

「サレンはどうする？」

　俺が尋ねると、大きな帽子がこっくりとうなずいた。

「ソラと、一緒に行く……」

　そういうわけで、俺はエルダーリッチとサレンと共に、畑に向かうことになった。

「そうだ、その前に用事があるんだ。ちょっと待っててくれ」

　俺はそう言って、《門》の向こうの悪魔の森へと戻った。
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　プライドを捨てることを、考えなくてはならないかもしれない。

　魔王と呼ばれてはいるが、私の種族は、吸血鬼だ。

　相手の血を吸うことで、その力を得ることができる。

　ソラの血を吸えば、私は以前よりはるかに強い力を手に入れることができるだろう。

　しかし。

　ソラはあまりに強力な錬金術師だ。おまけにそれに付き従う魔物たちも、すさまじい力を秘めている。とても隙は突けそうにない。

　と、なれば。

　私はプライドを捨て、自らの弱さを武器にするしかない。

　ソラを誘惑して――意のままに操るのだ。

　私は魔王だ。

　世界を統べるために手段は選ばない。
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　俺は悪魔の森から村へ戻ると、エルダーリッチとサレンと共に、畑に行こうとした。と、そのとき。小屋にミュウが入ってきた。

「どうしたミュウ、散歩は終わりか？」

　尋ねると、ミュウはなんだか落ち込んでいる様子だった。

「どうした？」

「ミュウ、ミンナニ、コワガラレル……」

　なるほど。たしかに魔物丸出しで行動しているのはミュウだけだ。人々からすれば、村を魔物が我が物顔で闊歩しているわけだから、それは怖がられて当然かもしれない。

「ミュウ、俺たちと行こうか」

「……ウン」

　俺はミュウたちを連れて、村長の家に行った。

「畑を、見せてもらってもいいですか？」

「もちろんじゃ。といっても、見せるのも恥ずかしいほどの荒れようじゃがの。先ほどの雨で水だけは足りておるが、それだけじゃ……」

「任せてください、考えがあります」

「おお、さすが錬金術師どのじゃ！」

　それからみんなで畑に向かった。相変わらず荒れ果てている。

「ソラ、策があるんだな」

　エルダーリッチは腕を組んでいる。師匠って感じだ。

「ああ。さっきのホクホクカブと土を分析してわかったんだが、この土からはほとんどの養分が流失してる。おまけにだいぶ酸性に傾いてるみたいだ」

　そう、俺が悪魔の森に帰ったのは、それら不足している養分を収集するためだ。もちろん悪魔の森の生態系を壊すわけにはいかないから、方々から少しずつ集めて回った。

　これらは、いわば化学肥料だ。

　俺は皮袋からその混合物を取り出すと、ホエルのスキル《天てん衣い無む縫ほう》で、畑の土を浮かせ、丹念に混ぜ合わせた。【不断の契り】を交わした相手のスキルを自由に使えるのが〈誓約の首輪〉の力だ。

「おお、まるで竜巻じゃ！」

　村長が驚きの声を上げる。村の人々が集まってきた。

「しかしこれで終わりってわけにはいかないらしい。養分が微生物の働きで定着しないと、作物を植えることはできない」

　先ほどの《鑑定》でわかったことだ。しかし。

「時間がかかる……」

　それを待っていられるほど、村の食糧の備蓄は多くない。

「ふむ」

　エルダーリッチが言った。

「魔法の出番、というわけか」

「できるのか？」

「私は不可能なことは口にしない」

　そう言って、畑に手のひらを向けた。畑全体が、紫色に輝き始める。

「超越魔法《時間推進》だ。その名の通り、時間を進める魔法だ。畑の土中に展開している」

　手のひらを掲げたまま、エルダーリッチは言った。

「ソラ、畑の土を《鑑定》しろ。いい状態になったら魔法を止める。ただし手を突っ込むなよ。血流が狂って気絶する可能性がある」

「わかった」

　ここで俺は初めて《鑑定》をふたつ同時に使った。片方は土の状態を確かめるため、そしてもう片方はエルダーリッチの《時間推進》を習得するためだ。

　頭の中にすさまじい情報量が入ってきて、クラクラしそうになるのをグッとこらえる。微生物の数、働き、養分の変化、魔法の構造、魔力の流れ――。

「……よし、止めてくれ」

　紫色の輝きが、治まった。土を触ってみると、少しだけ温かい。微生物の働きの成果だ。

「村長」

「……ん、あ、ああ」

　呆然と立ち尽くしていた村長は、我に返ったように返事をした。

「村に、マメ類の備蓄はありますか？」

　マメ類は、土壌を安定させる効果がある。

「ダストン男爵の許可が下りればすぐ植えられるよう、コロコロマメを保管しておる。しかしそれも、もう食べるしかない状況じゃ」

「今すぐ植えましょう」

　俺は倉庫に案内された。

　箱に詰まっているコロコロマメを《鑑定》してみると、緑色のステータス画面に詳細が表示された。

『〈コロコロマメ〉保存性に優れ、栄養も豊富』

　これが、ダストン男爵とやらは気に入らないらしい。

　俺は再び《天衣無縫》で豆を浮かせ、畑まで運んだ。そしてひと粒ひと粒を、土に埋めていく。けっこう神経を使う作業だ。そして豆の蔓が巻きつくための枝を差した。

　それらの作業を終えると、俺は手を掲げて《時間推進》を使った。畑が再び紫色に輝く。

「おおお……！」
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　村の人々がどよめく。土から芽が出て、それが蔓となって枝に巻きついていく。まるで早送りの映像を見ているような感じだ。そうして徐々にさやが膨らんで――そこで魔法を止める。

「もう、収穫できますよ！」

　俺がそう言うと、歓声が上がった。

「よし、皆の者、仕事にかかるんじゃ！」

　さすがに《天衣無縫》では、そこまで繊細な作業はできない。老人と子供たちが集まって、豆のさやをもいでいく。もちろん村を歩き回っていたリュカたちも、それを手伝った。

「ノーサギョーって、楽しいのね！」

　俺も含めてだが、悪魔の森から来たメンバーは、基本的に疲れというものを知らない。エルダーリッチは例外かもしれないが、彼女は豆のさやに軽く指を触れるだけで、それが宙に浮いてカゴに収まっていった。あの魔法もいつか使えるようになりたいものだ。

「やはり錬金術と魔法の相性は素晴らしいな。学習意欲が旺盛な弟子は、見ていて気持ちがいい。それに覚えた魔法を即座に応用する実行力も評価しておこう」

　こう言われると、なんだか照れくさい。

　収穫が終わる頃には、日も暮れかかっていた。俺はくたびれ果てた村の人々に、昨日の大鍋を使って、コロコロマメとホクホクカブ、モモイノシシのポトフを振る舞った。モモイノシシは、城の冷凍庫で保管していたものだ。みんなで大鍋を囲み、ポトフを味わう。コロコロマメは水に漬けて《時間推進》をかけ、ひと晩寝かせた状態で調理してある。予想通り、形も崩れず、柔らかい。

　モモイノシシの柔らかい肉と一緒に食べると、口の中でほろほろになって、飲み込めばお腹がポカポカしてくる。

「ソラどの、もはやどう感謝していいものか……」

　村長はポトフを食べながら言った。

「この村はどんどんよくなりますよ」

　まだまだ、やりたいプランはたくさんある。若い人たちを労役に取られて、どれだけ苦しい思いをしてきたのだろう。老人と子供たち。彼らには、少しでも豊かな生活をしてもらいたい。そうすれば、俺たちは深い信頼を勝ち得ることができるだろう。

　外の世界の住人を味方にするのは、知らない世界で生きていく上で、とても重要なことだ。

　悪魔の森の城に招くことも考えたのだが、それはエルダーリッチに止められた。

「一足飛びに豊かな世界を目の当たりにすると、人はもとの暮らしを改善する意志を失ってしまう」

　そう言って、俺の肩を叩いた。

「発展は段階を経る必要があるんだよ。君が強さを得たのと同じことだ」

　俺たちは小屋に帰り、女性陣が先に《門》をくぐって城の大浴場へ向かった。

「サレンも行っておいで」

「……え」

「ゆっくりしてくるといい」

「ゆっくりしようね～」

「え？　え？」

　サレンはホエルに抱き上げられて《門》の向こうへと消えていった。

　残されたのは、俺とミュウだ。

「サレンはうまく溶け込めるかなあ」

　椅子に座り、膝にミュウを抱えている。

「ミンナ、シンセツ、ダイジョウブ！」

「それもそうだな」

　ミュウのぷにぷにした頭を撫なでながら、俺は風呂の順番が回ってくるのを待っていた。やがて、

「いいお湯だったわ！」

　リュカたちが《門》を抜けて、小屋に戻ってくる。

　しかし心なしか、サレンが疲れているように見えた。

「お風呂はどうだった？　サレン」

　尋ねてみると、代わりにホエルが答えた。

「洗いがいがあったよ～いっぱいゴシゴシしたね～」

「……うん」

　なるほど、ずいぶんホエルにかわいがられたらしい。俺もマッサージでひどい目に遭ったことがあるから知っているが、ホエルはちょっと力加減がわかっていないところがある。

「それはなんというか……ご苦労さま」

「……うん」

　いかん、これはだいぶ疲れているな。早めに城で休ませよう――などと思っていると、フウカが声を上げた。

「ではエルダーリッチ、手はず通りにお願いしますわ！」

「わかったよ」

　エルダーリッチがフッと指を振ると《門》が消えてしまった。

「なにを……」

　俺がなにか言う暇もなく、次は地面から布団がムクムクとせり上がってくる。エルダーリッチの魔法だ。小屋の中は、たちまちひとつの大きなベッドになってしまった。

「どういうつもりだ、エルダーリッチ？」

「ちょいとした賭けに負けてな。こうすることになってしまった。許せ。私は出かけてくる」

「え？　え？　え？」

　エルダーリッチは《透過壁》を抜けて、外に出ていってしまった。

「お兄様！」

　布団の上で、フウカが抱きついてくる。

「ここで存分にイチャつきましょう、イチャつき倒しましょう！」

　そこでフェリスが言った。

「待てフウカ、ソラは平等に分けるという話だったはずだ」

「早い者勝ちですわ！」

「ならこっちにも考えがある」

「ちょっと待ちなさいよ！」

「みんなでハグしよ～」

「コヤ！　セマイ！」

　みんなが布団の上で暴れて、こんがらがってしまった。顔がフェリスの太ももに挟まれ、ホエルの胸が背中にあたり、リュカが腕に絡みつき、フウカが足に抱きついている。

「もが、むぐぐ！」

「ちょっとどきなさいよ、フェリス！　ソラが苦しそうでしょう！」

「お前がどけばすべて解決する」

「お兄様！　今日は寝かせませんわ！」

「よしよししてあげるね～」

　このままでは圧死してしまう。

　俺は知恵の輪のようにこんがらがった彼女たちの隙間を縫って、慌てて小屋を抜け出した。

「ふう……」

　風呂上がりの女の子たちに囲まれて絡まれて、さすがに俺もクールダウンする必要がある。俺は水車小屋近くの岩に腰掛けて、ひと息ついた。

「……ソラ」

　振り返ると、サレンがいた。

「どうしたサレン、みんなと一緒にいないのか？」

「………………」

　サレンは黙って、俺のすぐ隣に座った。

「ソラと、いたくて……」

「そうか」

　すでにできあがったパーティーに交じるのは、けっこう疲れるのだろう。サレンが新参だからといって、仲間外れにするようなリュカたちではないけれど、やはり気は使うはずだ。

「みんな、よくしてくれてるか？」

「うん、みんな優しい……でも」

　サレンは、頭を肩にもたせかけてきた。帽子が持ち上がって、下の角が見える。

「ソラが一番優しい。ソラがいい……」

「ありがとう、そりゃ光栄だ」

「今日は、お城で寝るの？」

「そのつもりだけど」

「ソラと一緒に……寝てもいい？」

　やはり、心細いのだろう。俺はうなずいた。

「いいよ。今日は一緒に寝よう」
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　ソラの城は、私の城よりもはるかに大きく、立派だった。どれだけの奴隷を使って建設したのか、それとなくソラに聞いてみた。

「奴隷なんかいないよ。錬金術で、ひとりで造ったんだ」

　やはり、ただ者ではない。この男の血を吸えば往年以上の力を取り戻せるのだろうが、おそらく寝首をかくのは不可能だろう。ソラ自身の実力もさることながら、周囲には常に味方の魔物がいる。ただ女をはべらせて喜んでいるわけではないのは確かだ。のんきに見えて警戒心が強いのかも知れない。

　しかし、誘惑することはできる。

　私の虜にして、意のままに操ることができれば、この男の力は私の力も同然だ。

「リュカたちには黙っててくれよ。じゃないと、またベッドでおしくらまんじゅうをすることになりそうだから」

「うん……」

　言うわけがない。風呂に行ったときも、体中を洗いまくられて、大変な目に遭った。

　私の寝間着は、ソラが用意してくれた。サイズはぴったりだ。これも錬金術によるものらしい。錬金術師は何人か見たことがあるが、ソラほど巧みな者はいなかった。

　ソラとミラクルスライムがベッドに入り、私も潜り込む。

「おやすみ」

　ソラが言うと、ランプの明かりがフッと消えた。

「……ソラ」

　私は体を揺すって、ベッドの中で距離を詰めていく。

「私……寂しいの……」

《魅了》――吸血鬼の持つスキルのひとつだ。ソラには、今の私が吸いつきたいほど魅力的に見えているはずで――。

「そうか」

　ソラは、私の頭をさらさらと撫でた。

「なあ、サレン。そんなスキルを使わなくても、俺は君の仲間だ。心配しなくてもいい」

　――バレている！　しかも効果がない！　私とソラで、どれほどのレベル差があるというのだろう。私だって力を失っているとはいえ、魔王と呼ばれていたのだ。

「………………」

　こうなったら、物理的な方法をとるしかない。

「体が……熱いの……」

　私は、さらにソラに近づいた。こうなったら、私の生まれ持った色香を使ってソラを落とすしかない。すると。

「それならミュウを抱いて寝るといいぞ。ひんやりして気持ちがいい」

「みゅ！」

「う、うん……」

　結局私の目論見は外れ、ミラクルスライムを抱えて眠ることになってしまった。

　――たしかに、冷たくて気持ちいい。
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「ソラ、サレンに心を許しすぎだ」

　朝食が終わると、エルダーリッチに呼び出されて、そんなことを言われた。

「魔力の残ざん滓しが残っている。《魅了》を使われたな。まあ、君に効くとは思えんが」

「きっと寂しいんだよ」

　俺がそう言うと、エルダーリッチはため息をついた。

「君は鷹おう揚ようというかなんというか、まあいい」

　エルダーリッチは、まっすぐ俺の目を見た。

「レベル１２とはいえ、サレンはただの吸血鬼じゃない。日光を物ともしないデイウォーカーだ。そしてあの角……必ずなにかある。油断は禁物だ」

「心配ありがとう。でも、いつも周りにみんながいるから」

「サレンとはまた違う意味で、〝狙われて〟いるようだがね。君はもっと奔放でいいのだよ？」

「今はそんな状況じゃないだろ」

　じゃあ、そんな状況になったらどうするのか――なんてことを聞かれる前に、俺はエルダーリッチに礼を言うと、さっそく村の改善に取りかかった。食料の次は、衛生環境を考えなくてはいけない。

　土地の広さを考えると、城にあるような大浴場は造れないけれど、村の人々が不便なく使えるような公衆浴場を建てた。幸いなことに、近くに良質な石材が採れる山があった。山から鉱泉を引き入れることもできて、出来映えには満足だ。

「これが……風呂というものですかな……？」

　風呂に入る、という習慣は彼らにはなかったらしい。

「いつもはどうやって体をきれいにしていたんですか」

「そりゃあ、布で体を拭いていたんじゃが……こんなにたくさん水を使って大丈夫なんですかの？」

「心配いりませんよ」

　それは、リュカとミュウの三人で散歩していたときのことだ。
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「ソラ、外の世界って、どこまでも遠くが見渡せるのね」

「そうだな」

「みゅ！」

　地平線なんてものは、俺がいた日本でも、見たことがないかもしれない。

　村長の話だと、その遠く向こうに海があるそうだ。

　いつか、みんなと行ってみたいと思う。

「外の世界、楽しいか？」

「ええ、楽しいわ」

　そう言って、リュカは俺の腕に手を回した。こんなふうにむぎゅうっと体が押しつけられると、理性を保つのになかなか苦労する。俺の仲間たちは基本的にボディタッチが激しい。これも修行だと割りきるしかない。

「ソラ、エッチナコト、カンガエテル！」

　ミュウはそんなことを言って、すねにぽいんっとぶつかった。

「ソラ、私はべつに、その……」

　そんなことを言いつつ、リュカは俺の腕にぎゅうっとしがみついた。

　今さら後に引けない、みたいなものを感じる。

　なにかフォローしないといけない。

「大丈夫、そういうの、ないよ、大丈夫」

「そう……よね」

　俺は嘘をつきました。

　そういうの、ないわけがないです。

　ミュウがぽいんぽいんすねにぶつかってくるけれど、気にしないことにする。

「まあ、その、なんだ。こういうの、楽しいよな」

　話題を逸らしたいというのもあったけれど――目的もなく、知らない場所を探索するのは、本当に久しぶりだ。

「みゅ！」

　ミュウは俺の言葉を、素直に喜んでくれた。

　リュカも、目を細めて楽しげに言った。

「ソラがいれば、どんな場所でも楽しいと思うわ！」

「それは……なんというか……」

　うれしいんだけれど、さすがに照れくさい。

「でも、水には不自由してるみたいね。悪魔の森だと、困ることはなかったのに」

「そうだな。村に沿った川は涸かれてるし、新しい水源を見つけないといけない」

　そうして、しばらく近くを散策した。草原が広がる丘の上で寝転がったりして、俺たちは広い世界を楽しんだ。そんなことをしつつ山に近づいてみると。

「あ！」

　リュカが声を上げた。

「川が流れてる！」

　幅が大きく、水量も多い。これなら村に引くことができるかもしれない。

　念のため《鑑定》を使う。

　水質は良好、農業にも、飲み水にも使えそうだ。

「リュカ、ちょっと上空から高低差がどうなってるか確認してもらえるか？」

「ええ、わかったわ！」

　そう言ってリュカは、人間態を保ったまま、背中から翼を広げた。

　こういうときのために、リュカの服には背中にスリットを作ってある。

　リュカは大きく羽ばたいて、上空へと昇った。

　しばらく村の方向を眺めてから、リュカは再び地面に降り立ち、翼を収納した。

「川の方が上にあるわ。でも丘と丘の間が谷になってる」

「なるほど……となると水道橋が必要だな」

　俺たちは山に入ることにした。石が露出しているところがあれば、錬金術で加工して石材として使える。

「エルダーリッチが言ってたわ、こういうのデートっていうんだって」

　山を登りながら、リュカが言った。

「デートって、楽しいわね！」

「みゅ！　デート！」

　向こうの世界、日本にいた頃、登山デートなるものがあることは、噂には聞いていた。当時はあり得ないと思ったものだ。下山する頃にはクタクタになるんじゃないか、などと考えていた。まあ、体力が保てるハイキングのコツみたいなものはあるんだろうけれど。

　それはともかく、ステータスの大幅な上昇で、もはやほとんど疲労を感じなくなった俺と、もとより体力に満ちあふれているリュカとのふたりなら、デートは苦もなく成立する。

　意識すると、ちょっと照れてはくるんだけど。

「君が楽しんでくれてるなら、うれしいよ」

　俺がそう言うと、リュカは満面の笑みで答えてくれた。

　そもそもミュウが一緒にいる時点で、デートが成立しているのか疑問ではある。

　またしばらく山を登ると、とうとう露出した岩肌を見つけた。

「これはよさそうだ」

《鑑定》を使ってみると、水道橋を造るのに十分な硬度があることがわかった。

「よし、こいつを使うぞ」

　そこからは共同作業だ。ドラゴンの姿に戻ったリュカに運搬を任せて、俺はミスリルの剣で石材を加工。十分な石材を運んだら《構築》を使い、水道橋を完成させる。それから再び川に戻り《分解》と《構築》を繰り返した水路を引いた。

「完成ね！　やっぱりソラはすごいわ！」

　丘をまたぐ水道橋を見上げながら、リュカは俺に抱きついた。

「君が協力してくれたからだよ、ありがとう」

　そう言って、俺はリュカの髪を指で梳いた。

「みゅ！」

　ついでにミュウの頭も、もにゅもにゅと撫でてやった。
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　公衆浴場を造れるくらい豊かな水源を手に入れるのはけっこう大変だったけれど、こうして成果を目の前にすると、やったかいがあったと思えた。

　浴槽の周囲には、ざーっと洗い場を設けて、石せっ鹸けんで体を洗えるようにしてある。獣脂を流し込めば石鹸ができる装置を造っておいたので、俺たちがいないときでも洗い場は使い続けられるはずだ。

　俺が洗い場で体を洗って風呂に入ると、村の人々もそれを真似て、おそるおそる浴槽に浸かる。

「これは……なんともいえん……！」

「体中の疲れが溶けだすようじゃ……」

　老人に続いて、子供たちも湯に浸かる。女湯の方では、リュカたちが面倒を見ているはずだ。

「ソラどの……わしらは天国にいるんじゃろうか……」

　村長が言った。

「つい先日まで、食うや食わずの生活をしていたのが、今はこんなにも心地いい……」

「現実ですよ。これから、村はどんどんよくなっていきます」

「ソラどのは……救世主ですじゃ……」

　それから、公衆浴場に併設したサウナに入った。公衆浴場もサウナも、リュカから受け継いだスキル《獄ごく炎えん焦しょう熱ねつ》の力を弱めて転用している。なので術者である俺が、火を消そうと思わない限り消えることはないし、湯や湯気の温度を調節する機構も造っておいたから、半永久的に使い続けることができる。

「暑いのう……じゃが、気持ちがよい……」

「無理しちゃいけませんよ。少し経ったらかけ湯をして、また浴槽に浸かるといいです」

「なるほど……無理は禁物……うーむ……心地よい……」

　満足げな村の人々を見ると、俺もうれしくなってくる。




　そうしてしばらく村で生活をするうちに、直すところはいくらでも見つかった。

　まずは道が悪い。俺は近くの森から石材を採取して、石畳の道を造った。そして崩れかかった建物を、次々と新しく組み上げていく。悪魔の森で採れた材料を使うことも考えたが、それはエルダーリッチに止められた。

「周囲の環境を鑑みるに、悪魔の森で採れる石材なんかは、はっきり言ってオーバーテクノロジーだ。あくまで周囲の素材を使って、村を支えてあげなさい。そうすれば、村人たちは自分でその環境を維持できるようになる」

　山から水を引いたことで、川の水量が増えたので、しっかりとした石橋をかけた。馬車が通ってもビクともしないはずだ。

　そんなことをしているうちに。

「この村に、移住させてくれないか？」

　付近の村の住人が、噂を聞きつけてやって来るようになった。俺は彼らの家も用意して、村の敷地を広げた。悪魔の森の城を造るよりは、ずっと簡単なことだ。

「お……俺は錬金術師を見たことがあるが……こんなこと、あいつはできなかった……！」

「私の弟子は特別なんだ」

　そう言って、エルダーリッチは俺の頭を撫でる。なんとも気恥ずかしい。

　そうして村にはどんどん人が集まり、際限なく大きくなっていった。
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　付近一帯の村の領主、ダストン男爵の邸。

「ホクホクカブのソテーでございます」

　ダストン男爵の前に、料理の皿が置かれた。

「気に入らんな」

「そうで……ございますか。近年では稀な、大変よく育ったホクホクカブでございますが……」

　執事はおそるおそるといった様子で、機嫌をうかがう。

「それが気に入らんと言っているのだ」

　そう言ってダストン男爵は、フンと鼻を鳴らした。

「わしの村に奇妙な錬金術師が来て、好き放題にやっておるそうではないか」

「耳にはしております。村は大きく発展し、作物の収穫量も増えているとか。よいことかと存じますが……」

「考えが足らんな、お前は」

　ダストン男爵は、ホクホクカブをひと口食べて言った。

「国へ納める作物の質が突然上がったとなれば、今までなにをしておったのかという話になるだろう。私の責任問題にも発展しかねん。そして村も大きくなっているとなれば……」

　再び、ホクホクカブを口に運ぶ。

「また検地が行われる。租税も増える。役人に領地を覗かれるのは、もうまっぴらだ。仕事もやりづらくなる」

　仕事――国に納めるべき貢納をピンハネして私腹を肥やすことを、ダストン男爵はそう呼んでいた。

「錬金術師とやらを、どうにかせんといかんな。馬車を用意しておけ。あと、兵士を何人か連れていく」

「かしこまりました」

　執事が食堂を去ると、ダストン男爵はホクホクカブの最後のひと切れを口にする。

「たしかによいホクホクカブだ。だからこそ許せん。民は生かさず殺さず、だ」

　そうつぶやいて、ナプキンで口を拭った。
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　俺は村長の家で、村役場を造る計画について話をしていた。

「最近は村人も増えたし、わしひとりでできる仕事は限られとるからのう……」

「そうですね。村人の何人かを事務員というかたちで雇って……」

　そのとき、ドアが音もなく開かれた。

「ソラ」

　フェリスだ。

「馬を引き連れた馬車が、村に近づいている」

「行商の人かな」

「いや、違う。ヨロイが擦れ合う音がする。ミュウが倒した連中のような」

「となるとサレンを追って……いや、そうじゃないな」

　この村では、サレンは帽子をかぶった少女でしかない。思えばこの村の急速な発展を、治めている人間が放っておくはずはない。

　よくも、悪くも。

　この村を国王が直接管理しているとは思えないから、きっとここ一帯の持ち主である貴族のような人間がいるに違いなかった。

「村長さん、ここを治めている人はどんな人ですか？」

「ダストン男爵は……」

　村長の表情が、翳った。

「容赦のない……お方じゃよ……」

　その言葉で、ダストン男爵とやらが、どんなふうに村を扱っているかは見てとれた。

　ロクな人物ではなさそうだ。

「……村役場の話は、後にしましょう」

　俺たちが村長の家を出ると、リュカたちも村の入り口に集まっていた。

「サレンを追いかけてたのと、同じような連中よ」

「でも、目的は違うらしい」

　村の入り口に馬車が止まった。

　兵士のひとりが馬から下りて、ドアを開ける。出てきたのは、パイプを咥くわえ、油で髪をぴっちりと撫でつけた男だった。

「なるほど、たいした発展ぶりだ。見違えるようだな」

　言葉とは裏腹に、ダストン男爵は憎らしげに村を見渡した。

「ダ、ダストン男爵……どのようなご用件で……」

　村長がおずおずと前に出た。

「村の視察に来たのだ」

　ダストン男爵は口の端を歪ゆがめた。

「ずいぶんと豊かになったようだからな、新たな税制を敷かねばな」

　パイプの煙を、ふっと吐いて言った。

「いいか村長。これからは、あらゆる収穫物の九割を献上せよ」

「そんな……！」

　村長の声は、絶望に満ちている。

　リュカの眉がぴくりと動く。

　俺は一歩前に進み出た。

「それはあんまりじゃないですか」

　俺がそう言うと、兵士たちが次々と馬を下りてきた。

　ダストン男爵は口くち髭ひげをひねった。

「なるほど、お前が例の錬金術師か。国のために尽くしたこと、褒めてつかわす」

　それを聞いて、俺はリュカの様子をうかがう。

　リュカはかつて悪魔の森で、魔物たちの平和のために苦心していた。

　傲慢な領主というものに対しては、看過できないものがあるはずだ。

　赤く燃える瞳は、じっとダストン男爵を見つめている。

　再び俺は、ダストン男爵へ向き直った。

「収穫物を九割も持っていかれたら、彼らは生きていけません」

「創意工夫すればよかろう」

　ダストン男爵は、そんなことはあたり前だろうといった様子で、ため息をついた。

「豊かになったからといって、お前たちがそれに甘んじてどうする。どれだけ土地が肥え作物が太ろうと、お前たちはお上のために尽くし、貧相に痩せているべきなのだ。それが正しい民の姿ではないか」

　これがいけなかった。

「……ちょっと待ちなさい」

　とうとうリュカの逆鱗に、触れた。

「縄張りを治める者は、そこに住まう者が豊かに暮らせるように、見守るべき存在よ。それをあなたは……」

「なんだ、この小娘は」

　ダストン男爵は、あきれた顔でリュカを見た。

　リュカがずかずかとダストン男爵に向かっていくと、その行く手を兵士が塞ぐ。

「そこで止まれ！」

「黙っていなさい！」

　リュカは兵士を一喝する。

「貧相に痩せているべき？　大地の豊かさは、そこに住まう者が享受するものよ……そんな当然の秩序がわからない奴に、縄張りを治める資格はないわ！」

　しかしダストン男爵はそれを鼻で笑った。

「やかましい小娘だな。捕らえろ、檻にでも入れておけ」

「はっ」

　兵士が動き出したその瞬間、握りしめたリュカのこぶしが炎をまとった。もはや止める暇いとまもない。

「ごふっ！」

「ぐはあっ！」

　焼けたこぶしで鎧よろいを砕かれた兵士たちは、次々と昏倒していく。

「な、なんなんだお前は……」

　ダストン男爵は、怯おびえた表情で後ずさる。

「悪魔の森、原初の五柱が一角、獄炎竜リンドヴルム！　ソラに名前をもらって、今はリュカと呼ばれているわ！」

　堂々と名乗りを上げたそのこぶしには、いまだ炎が揺らいでいる。

「そのあたりにしておこう、リュカ」

　俺は肩を叩いて、これ以上の追撃を制する。

　村人の間に、どよめきが広がった。

「男爵の兵士を……」

「えらいことじゃ……」

「………………」

　リュカの言い分は当然だと、俺は思う。しかしこの村の領主と対立するということは、王国を敵に回すことになる。

　ここで俺が頭を下げてこの村を去れば、ダストン男爵も九割の税なんて無茶は言わないのではないか。いや、目の前のこの男がそんな温情を持っているとも思えない。

　どうすればいいのか、俺はすぐこの場で決めなくてはならなかった。

「………………」

　そもそも、俺はなぜ村の人たちを助けたのか。

　外の世界の情報が欲しいから。

　それも偽りのない理由だ。

　でも本当は――。

「ソラ」

　俺に呼びかけたのは、エルダーリッチだった。

「君には力がある。この村を救うことを決めたときのように、やりたいことをやりなさい」

「………………」

「ソラどの……」

　村長は、すがるような目つきで言った。

「わしらは……もはや限界じゃ……もうこのままでは……」

　俺も、村の人々も、覚悟を決めなければならない。

「本当に、いいんですね？」

　王国を敵に回すということは、村が孤立することにつながる危険がある。

　しかし村長は、深くうなずいた。

「ダストン男爵に従っていては、わしらに未来はない……それなら、わしはソラどのの判断に賭けたい……！」

　貧困に落ちくぼんでいた村長の目は、光を取り戻しつつある。

　それはきっと、ほかの人々も同じはずだ。

「……その言葉、たしかに受け取りました」

　腹は、決まった。

「ダストン男爵」

　俺は宣言した。

「この村は悪魔の森の庇ひ護ご下かに置く。これから先は、いっさいの干渉を認めない。当然、収穫物の献上もないと思ってもらおう」

　ダストン男爵は目をむいた。

「悪魔の森ィ？　この私に逆らうということは、王国に弓を引くことも同然だぞ！」

「それでけっこうだ」

「この小僧が……」

　ダストン男爵は悔しげに歯ぎしりをする。兵士たちではとてもかなわないことは、さっきのリュカの実力で思い知っているはずだ。残った兵士が倒れた兵士を起こして、馬の背に乗せた。

「追って沙汰を下す！　見ておれ！」

　ダストンの馬車は、逃げるように村を去っていった。

　俺はほっと、息を吐いた。

「ごめんなさいソラ、私……あの男が許せなくて」

　リュカが申し訳なさそうに言った。俺はその頭にぽんと手を置く。

「いや、俺も同じ気持ちだったよ」

「ソラどの！」

　村長が歩み寄ってくる。

「すみません、村の行く末がかかっていることを、勝手に……」

「いや、わしらが心から願っていたことをしてくれた……これからこの村の領主はソラどのじゃな！」

　村の人々が集まってきた。

「みんなソラどののおかげじゃ！　男爵がなんじゃ！」

「そうじゃ！　もう男爵に搾り取られることもない！」

　ダストン男爵に対して、よほど鬱うっ憤ぷんがたまっていたのだろう。村人のひとりが、俺に言った。

「申し訳ない、ソラどの。わしは魔物を引き連れとるあんたが怖かった。いくらよくしてくれても、いつかひどい目に遭うのじゃなかろうかと……」

　村人は、目をうるませていた。

「先ほどの言葉は、わしらのことを心から思うてのものじゃと感じたわい……」

「そうじゃ」

　村長が言った。

「ソラどのは強い力を持っているだけではない。その力にふさわしい人徳を備えてなさる。わしらの村を治めるのに、これほどの方があるじゃろうか？」

　村長は俺の前で膝をついた。

「悪魔の森、じゃったな。恐ろしい名じゃが……わしらは喜んで、悪魔の森の庇護を心から受け入れますじゃ」

　それを聞いて、村の人々から拍手が起こった。子供たちも、喜んで手を叩いている。

「もうダストン男爵に、食べ物を持っていかれずに済むんだ！」

「ありがとう、ソラさん！」

　村の人々が受け入れてくれてよかった。これで、外の本拠地は完全にこの村と決まったわけだ。

「……ソラ」

　ふと隣を見ると、サレンがいた。

「ソラは、魔物を率いる王様なんだよね？」

　リュカたちから、なにか聞いたらしい。

「一応、そういうことになってるけど……」

「でも村を支配してるようには見えないよ」

「そうだな」

　俺はうなずいた。

「支配したいわけじゃないんだ。ただ村の人たちを見てると、守りたいって思ったんだよ」

「……私のことも、そう？」

　サレンは大きな帽子をかしげる。

「守りたいから、守ってるの？」

「うーん」

　俺は少しだけ考えて言った。

「守りたいってよりは、一緒にいたいって感じかな？」

　サレンは返事をしなかった。なんでも正直に言えばいいってものじゃないらしい。

「俺、変なこと言っちゃったか」

「ううん……」

　首を振って、サレンは言った。

「そんなこと、ない」
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　ソラには確実に、支配者としての才覚がある。

　けれども、その治世はあまりにも緩い。

　世を治めるということは、そのすべてを操り、命じ、貢ぎ物を納めさせることではなかったのか。

　私が、そうしてきたように――。

　ソラは村の人々の拍手に、少し恥ずかしそうに手を振って応えている。

「………………」

　ソラに、一緒にいたいと言われて、私の胸はズキリと痛んだ。

　でもこれは、ソラから離れれば楽になれるというものでもないらしい。

　この感覚はなんだろう。

　離れたくない――この感覚は、なんだ。










第二章　防衛戦




　ダストン男爵を追い返してから、村の人々はますます親しく、俺たちを受け入れてくれるようになった。

　魔物として怖れられていたミュウも、今では子供たちに大人気だ。

　子供たちに木の繊維から《構築》したボールを与えて、サッカーを教えてやると、みんな夢中になって遊ぶようになった。村の外れの広場が小さなサッカー場になり、俺はサッカーゴールも造ってやった。

「ミュウ！　そっち行ったぞー！」

　子供たちが声を上げる。

「みゅ！」

　ミュウはボールに体当たりして、ほかの子にボールを回す。

　たまには、俺も交じってリフレッシュしたりする。気づけばすっかり懐かれていた。

「ソラさんもあそぼ！」

「いいぞ、じゃあミュウと反対のチームだな」

「みゅ！　マケナイ！」

　そうしてひと遊びして、また村の見回りに戻る。

「また遊ぼうね！」

「おう」

「お兄様！」

　迎えに来てくれたのはフウカだ。

「子供、お好きなんですの？」

　革の水筒を渡しながら、そんなことを尋ねてきた。俺は礼を言って、ひと口水を飲んで答える。

「んん……まあ、嫌いではないよ」

　特別子供好きというわけではないけれど、遊んでやるのは楽しい、という感じだ。

「子供は嫌いではないのですね……ふうむ」

　フウカは口もとに手をあてて、なにかを考え込んでいる。

「どうした？　フウカも子供と遊んでみたいのか？」

「赤ちゃんって、どこから来るのでしょうか」

　これは――大人が回答しにくいピュアな質問、第一位のやつだ！

「それはその……コウノトリというのがいてだな……」

　俺がうしろ頭をかきながら、必死で言葉を探していると、
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「オスの精子をメスの卵子が受精して、細胞分裂を始めるところまではわかっているのですが……」

　めちゃくちゃわかってんじゃねえか。

　エルダーリッチの教育だろうか。しかし問題になるのは、その〝過程〟だ。

「しかしまあ、それは生命の神秘であるからして、安易に触れる問題でもなく、当事者同士の合意があって初めて行われるものであり……つまり、その……」

　駄目だ、俺には圧倒的に〝いいパパ力〟が足りない――！

「オスとメスがまぐわうことで、その現象が起きるわけですわよね。しかし魔物を観察していても、まぐわっているのは同種族だけであって、他種族との間に行為を見ることはできない……となると」

　俺の目をじーっと見つめながら、考えている。

「お兄様は、人間のメスと繁殖するご予定ですの？」

　素晴らしい質問だ。

　いいパンチをレバーに一発食らった感じだ。

「今のところご予定はありません！　俺の生活見ててわかるでしょう!?」

　フウカはふむふむとうなずいた。

「しかし植物などを見ると、交配は見られるのですわ。マカパカメグサとミドリバラが生えている場所には、その中間の品種のようなものが発生していまして、わたくし、名前をつけるのに大変頭をひねりましたのよ。花言葉は先にできましたわ、太陽のような花を咲かせることから〝輝かしい知性〟に決めましたの。それはともかく、種として近い者同士で事が行われるかどうかが重要……となれば」

　話が危険な方向に向かっている。

　俺がなんとか軌道修正をしようと考えていると――。

「ではお兄様、わたくしたちで、まぐわってみてはいかがでしょう？」

　思わず水を噴き出しそうになる。

「それはその……直接的すぎるので……」

「人間と魔物との間に子供はできるのか……ふむ、興味深いテーマですわお兄様！　となるとわたくしは卵を産むのかしら？　人間の卵？　ううーん……」

「深く考えるのはよそう」

「そうですわ！」

　フウカはポンと手を叩いた。

「お兄様から子種をいただければ、検証できますわね！　子種はどこから出ますの？」

　俺は今度こそ、水を噴き出した。

「その話、人がいるところでするんじゃないぞ」

「ではふたりきりで、ひっそりといたしましょう」

「そういう問題じゃない」

　そんなことを話しながら村に戻ると、薪まきを背負った老人が、腰を押さえていた。

「いつつつつ……」

「大丈夫ですか？」

「これはソラどの。問題はございません、いつものことですじゃ……若い者は皆労役に取られてしまいましたからな。年は取りとうないもんじゃ……」

「ちょっとそれ、貸してもらえますか？」

　俺は老人から、背負しょい子こを借りた。

「何本か、薪を使わせてもらっていいでしょうか？」

「おお、またソラどのの錬金術じゃな！」

　老人はわくわくした目で俺の手もとを見つめている。

　俺は薪の繊維を《分解》して《構築》、タイヤをふたつ作った。背負子の下にシャフトを通してタイヤをつける。そして取っ手を伸ばせば、キャリーカートの完成だ。

「道を整備しましたから、これの方が運びやすいと思います」

　キャリーカートに薪を載せて、転がしてみせる。それを老人に手渡すと、その軽さに驚いた様子だった。

「おお、これなら腰を痛めずに運べるわい！　ソラどの、本当になにからなにまで……感謝のしようもありませんじゃ！」

　老人は軽やかにキャリーカートを引いて、石畳の道を歩いていった。

「こういうことからコツコツとだな。やりたいことはいっぱいある」

　この村は、もう悪魔の森の庇護下なのだ。俺は責任を持って、村の発展に尽くさなければならない。

　というのもあるけれど。

「こういうの、好きなんだよな」

「なにがですの？　お兄様」

「サンドボックス系のゲームってのがあってさ。いい感じに人々の暮らす町をつくったり、みたいな。コロニーシミュレーションっていうのかな」

「芸夢って、エルダーリッチが作ったアレですの？　わたくし、得意ですわ！」

「説明が難しいな……」

　ともかく、村の大改造にワクワクしているのは事実だ。小さいものはキャリーカートから、大きなものは公衆浴場まで。それでも、まだまだよくできるはずだ。
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　国王は、苦虫を噛かみつぶしたような顔で、錫しゃく杖じょうを何度も絨じゅう毯たんに叩きつけていた。

「なんとしても魔王を見つけ出さねば……」

　なにせ魔王討伐完了を宣言し、大陸全土の国からすでに報奨金を受け取っているのだ。

　今さら「やっぱり取り逃しました」などと言って返せるはずもない。この事実が明るみに出れば、あらゆる国から非難を浴びることだろう。

「あの小娘が魔王だということは、まだ漏れてはおらんだろうな」

「はっ」

　王宮魔術師グルーエルは、静かに答えた。

「我が国の兵どもにも〝魔王の娘〟ということで通しております」

「しかし大臣どもは知っておるわけであろう？　もし内通者がいればわしは破滅だ……あの錬金術師め……どうやって悪魔の森を脱出したというのだ……」

　王冠を持ち上げて、頭をバリバリとかいた。

「それに、まさかあんな恐ろしい魔物を使役して、魔王を連れ去るとは……見つけ次第磔はりつけに……火ひ炙あぶりに……」

　国王は、ソラ自身が力を持っていることに気づいていない。あくまでミラクルスライムのミュウが、ソラの唯一にして最大の戦力だと考えていた。

「それに〈魔力核〉の件も、どうかお忘れなきよう……」

「わかっておるわい！」

　国王はグルーエルを睨にらみつけた。

「魔王の存在が、それを操る鍵だというのであろう」

「おっしゃる通りにございます」

　グルーエルは深く頭を垂れた。

「太古の大魔道士ヴァージニア・エル＝ポワレが残した〈紫の書〉。そこに記された魔術大系、その神髄に近づくには〈魔力核〉の操作は不可欠でございます。〈魔力核〉が我らの手もとにあるとはいえ、魔王がいなければ制御ができぬ状況です」

「もっと大局を見よ、グルーエル！　なにかよき案は……」

　そのとき、大きな扉の向こうから、衛兵が呼びかけた。

「国王陛下、ダストン男爵の使いがまいっております！」

「ダストン男爵？」

　目配せをすると、グルーエルが答えた。

「東側の村々を任せておる者です」

「辺境領主か。こんなときにいったいなに用だ。通せ」

「はっ！」

　衛兵が扉を開くと、ダストン男爵の使いが入ってきて、絨毯に膝をついた。よほど馬を跳ばしてきたのだろう、そのひたいには汗が見えた。

「国王陛下におかれましては、ごきげんうるわしゅう……」

「そうでもないわい」

　国王は使いを睨みつけた。

「能書きはよい、用件を手短に述べよ」

「はっ。実はダストン男爵の領地に錬金術師を名乗る男が現れました……」

「なにっ！」

　顔色を変えて、国王が続きを促す。

「錬金術師は、恐ろしく強い従者を連れております。彼奴きゃつは村を支配下に置きました」

「なんということだ……」

「あの従者がいる以上、こちらから手を出すことも難しい有様で……」

　国王の目にも、まざまざと焼きついている。王国の兵を片っ端からなぎ倒し、魔女の〈眼め〉を食らったおそるべき魔物――その力は、おそらく魔王をも超えている。

「錬金術師は女をはべらせ、まさに王のように振る舞っておりました。これは辺境の一事件ではなく、国王に刃向かう新たな勢力と見るべきかと……！」

　国王は眉間をつまんで言った。

「下がれ。外でしばらく待っておれ」

「はっ。失礼いたします！」

　ダストン男爵の使いが出ていくと、国王とグルーエルは顔を見合わせた。

「まったく、なんと厄介なことに……」

「ええ……まったく……」

　国王はまた錫杖で絨毯を叩いた。

「やはり錬金術師は、あの魔物をどうにかして仲間に引き込み、その力をもって彼奴は悪魔の森を脱出したのだ」

「そうかと存じます。それだけでなく、彼奴にはなにかたくらみがあるように思われます」

「申してみよ」

「あの魔物と魔王を連れて、領地を占領し、女をはべらせ……これは明確に権力を欲している証左かと」

「うむ」

　国王は権力の象徴である王冠をかぶり直した。グルーエルは続ける。

「陛下の民を奴隷として国を興し、魔王の力を復活させ、さらには、あの恐ろしい魔物の力を使い、国を征服する心づもりに違いございません……」

「なんということだ……」

　悪意を振りまく者の目は、他者の悪意を幻視するものだ。国王の中でソラは、奴隷を使って国を破滅に追いやる悪魔と化した。

「こうなれば、勇者たちをぶつけるほかはあるまい」

「おっしゃる通りかと存じます。勇者たちもあの後、訓練に励んでおるようです。彼らが力を合わせれば、あの魔物にも遅れを取らぬかと……」

「ふむ。ではさっそくここに連れてまいれ！」

　国王の頭の中では、あのＳランクの魔物の姿が、まざまざと浮かび上がっていた。

「勇者たちであれば、必ずや……」

　国王は汗ばんだ手で、錫杖を握り直した。
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　王城から村に向けて、馬車が走っていた。乗っているのは勇者一行だ。

「あのよォ……」

　勇者パーティーの中で一番気の強い破壊神カンジ。しかしこの男らしくない不安げな表情で、彼は勇者アキラに尋ねた。

「あの魔物に、勝てると思うか？」

「そのために、僕らは訓練を積んできたんだ……」

　アキラは応える。しかしその言葉に、力強さはない。

　それよりは、悔しさが滲にじみ出ていた。ユニークスキルを持たないことで、国王から追放されたクズ、如月きさらぎ空そら。それが今や、魔王を超えるほどの恐ろしい魔物を使役する、おぞましい存在になって帰ってきた。

「勝てるさ……きっと……」

　覚悟だけでは、どうしても届かない存在があるという事実を、アキラは噛みしめていた。

　しかしそれ以上に悪意を募らせているのは、

「許さない……絶対に許さない……」

　魔女ナナだ。《遠隔透視魔法》を使った際に、あの魔物から直接的な大ダメージを受けた唯一の存在。眼はいまだ癒えておらず、黒い眼帯を巻いていた。

「あいつ……魔物を倒したら必ず殺す」

　そんな三人をどうなだめたらいいのか、必死で考えているのが聖女マイ。彼女自身は、ソラをどうこうするよりは、仲間の安全のことを考えていた。

「皆さん、落ち着いて対処しましょう。そうすれば……」

　マイの言葉は、誰にも届いてはいない。
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「獲物は見えているな」

　エルダーリッチが言った。

　ここは村の近くの山中だ。

　俺はそこで、〝五百メートル先〟のイッカクシカを見つめていた。

「ふむ、《スコープ》に関しては合格のようだ」

　そしてエルダーリッチは背後から、俺の右腕をそっと掴つかんだ。柔らかい胸が二の腕にあたっているのが非常に気になるが、今は集中だ。

「このあたりに、魔力を込める。出力について心配はしていないが、必要なのは正確さだ」

　俺はエルダーリッチに触れられた部分に、意識をやる。徐々に温かくなってくるのがわかる。

　これが魔力の流れだということだ。

「この状態を維持しながら、狙いを定めるんだ」

　俺は右腕を、すっと前に掲げた。

「そして発動する瞬間だけ呼吸を止める」

　手のひらに意識をやった瞬間、俺の手のひらから青い雷が放たれる。それは一瞬にして五百メートル先のイッカクシカへと向けて迸り、獣を昏倒させた。

「よくやった。《サンダー》による狙撃も合格だ」

《スコープ》はその名の通り、遠くのものを捉えるための魔法だ。しかし《スコープ》を発動しているエルダーリッチの目を《分解》するわけにはいかないから、魔力の使い方を直接教わらなければならない。また《サンダー》も同じことで、電流を《分解》するという荒技で習得することはできたものの、それを正確に使いこなすには、やはりエルダーリッチの指導が必要だった。

「しかし、なにをやらせてものみ込みが早いな。やはり君は私の自慢の弟子だよ」

「自慢の師匠がいるからだよ」

　俺がそう言うと、エルダーリッチは俺の頭をコツンと叩いた。

「師匠とは呼ばない約束だろう」

「そうだった。ありがとう、エルダーリッチ」

「修練の後に礼を言えるとは、やはり余裕があるな君は」

　たしかにエルダーリッチの言う通り、俺はあまり疲れていない。いつの間にか手に入れていた大量のＭＰを使いきるような魔法は、まだ教わっていないというのもある。

　魔法の習得と、村で錬金術を使いまくったせいで、レベルも上がっているかもしれない。

　俺はステータス画面を開いてみた。
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　なるほど、なかなかの上昇率だ。自分が成長したことを数字で実感できるのは、けっこう気持ちがいい。

「そろそろ、村に戻ろうか」

　俺がそう言うと、エルダーリッチはニヤリと笑った。

「ソラはすっかり村づくりに夢中だな」

　そう言われると、ちょっと気恥ずかしくなる。

「一生懸命になっている君は、嫌いではないぞ。イッカクシカは私が《浮遊魔法》で持って帰ろう。さあ、行きなさい」

　そう言って、ぽんと背中を叩かれる。

「ありがとう」

　礼を言うと、エルダーリッチは目を細めて笑った。

　俺は村の広場に戻ると、サレンと合流した。

「なにをしていたの？」

「魔法を教わってたんだよ」

「ソラは錬金術師でしょう、魔法を使うの？」

「一応、エルダーリッチの弟子だからな」

　ホエルの周りに幼い子供たちが集まっている。

「僕もたかいたかいしてー」

「はいは～い、順番だからね～」

　ホエルの包容力は、子供たちにも伝わるらしい。

「すっかり人気者だな、ホエル。まるで保育士さんだ」

「ホイクシサン？　よくわからないけど～」

　抱え上げた子供を下ろしたホエルは、俺を見てにっこりと笑った。

「ソラは～うらやましいのかな～」

「うらやましいよ。それだけ子供に好かれ……」

「うんうん、たかいたかいがうらやましいんだね～」

　そう言ってホエルは俺の脇に手を伸ばして、ぐんと高く持ち上げた。

「え、あ、ちょっと、そういう意味じゃ……！」

「子供たちもかわいいけど～ソラもかわいいよ～」

　俺のことをぎゅーっと抱きしめる。それから、

「たかいたか～い」

　――ギュワンッッ！

　一瞬視界がブラックアウトしたかと思うと、俺は村のはるか上空にいた。

「へ？」

　地上まで目測三百メートル――あれ、これ死ぬのでは？

　重力に従って自由落下が始まる。どんどん村が大きくなっていく。

「マジで死ぬ！　マジで死ぬ！　マジで死ぬッッ!!」

「……よおいしょっと」

　そんな俺の体を、ホエルはふわっと両手で受け止めた。ホエルのスキル、重力を操る《天衣無縫》だ。

「どう～？　楽しかった～？」

「怖かったよ！」

　ホエルにお姫様抱っこされたまま、俺は抗議した。

「まさか村の子供にもそんなことやってるんじゃないだろうな？」
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「やらないよ～これはソラだけの特別サービス～」

「えー、ホエルのお姉ちゃん、僕もあれやってほしい！」

　俺は目をキラキラさせている子供をなだめた。

「やめておこうね、マジで危ないから」

「そうだね～危ないよね～」

　危ないと自覚していて、なぜやるのか。それはともかく。

「そろそろ、下ろしてくれるとうれしいんだけど……」

「ええ～抱っこ嫌いなの～」

「恥ずかしいの！」

　ホエルは名残惜しそうにしていたが、なんとか下ろしてもらえた。まあともかく、子供に好かれているのはいいことだ。

　村長の家に向かうと、リュカが軒先にテーブルを出して、椅子に座っていた。その前には、村の人々の列ができている。

「ソラどのの作ってくれた肥料じゃが、一か所にまとめておくと、距離がのう。わしの畑は村の端にあるもんじゃて……」

「わかったわ、分けて管理できないか相談してみる」

　俺が作って渡したノートと鉛筆を使って、陳情を書き出している。

「隣のババアが、わしの畑まで種を植えよるんじゃ！」

「馬鹿を言うんじゃないよ！　あそこはずっとあたしが使ってたのよ！」

「縄張りは重要な問題だわ。私が行くから、詳しく話を聞かせてちょうだい。あとはフウカ、お願い」

「承知しましたわ、いってらっしゃいまし！　次の方、どうぞ！」

　悪魔の森でそうしていたように、リュカとフウカはいい調停役になっているようだ。

　一方でフェリスは――。

「………………」

　村に新しく造った監視塔の上で、じっと遠くをうかがっている。

「サレン、ちょっと待っててくれ」

「わかった」

　俺は監視塔のハシゴを上った。

「調子はどうだ？」

「……異常はない」

　遠くを見つめたまま、フェリスは答えた。

　強い風を受けて、透きとおるような銀色の髪がなびいている。

　彼女はリュカたちと違って、あまり村人と交流するということをしない。けれども、こうして真面目に自分の役割をこなしている。

「サレンのことだが……気をつけろ、ソラ」

　そう言って、フェリスはこちらを見た。

「お前を、狙っている」

「なんとかするさ」

　俺はフェリスの肩を叩いた。

「あの子も、なにかが変わってきているのを感じる。悪いようにはならないよ」

「そうか。ソラが言うのならそうなのだろう」

「心配してくれてありがとうな」

　俺が頭を撫でると、フェリスは気持ちがよさそうに目を細めた。

　監視塔を下りると、サレンが待っていた。

「これからどうするの？」

「やることは山ほどあるさ」

　道路は整備したし、村の人々の家も新しく建て替えた。けれどもまだ必要な施設がある。たとえば今も、昔からの習慣で、行商の人と広場で商品をやり取りしている。村が大きくなった今は、専用の集荷場なりを設けた方がいいだろう。

　広場は基本的に憩いの場にしたい。噴水やベンチを造れば、ぐっと雰囲気が出るのではないだろうか。

　そうなると、まずは川から地下を通して水を引くか。いや、それよりは地下水を利用した方が早そうだ。エルダーリッチから教わった《透視》と、俺の《鑑定》の合わせ技で、地下水までのおおよその距離は――。

「ソラ、疲れてない？」

　ふと気づくと、サレンが俺を見上げていた。
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　ソラは恐ろしくよく働く。おかげで村はもはや町と呼ぶ方がふさわしい規模になっている。なにがソラをここまでせき立てるのだろう。

　私が案じているのは、ソラが働きすぎで倒れることだ。ソラが動けなくなってしまえば、私の身に危険が及んだときに対処できなくなってしまう。

　たとえば、あの勇者どもがこの場所を聞きつけたり。そんなときにソラが動けなくては、私は破滅だ。力を持っていたあの頃――魔王と呼ばれていた頃を懐かしく思う。

「ソラ、疲れてない？」

「べつに疲れちゃいないよ。まだまだやりたいことがあるし」

「少し、休んだら……？」

　私は思わず、ソラの袖を掴んでいた。ソラが心配だ。でも、たぶんこれは、自分の身を守るため。ほかに心配する理由なんてないはずだ。

「わかったよ。じゃあ、小屋でひと眠りしよう」

　小屋というのは、あのすさまじい城につながっている、あの小屋だ。最近は、リュカたちが休みたいときに使えるように、ベッドが置いてある。

「たしかに、ちょっと疲れてるかもな」

　ソラは、ベッドに身を投げ出した。

「ありがとう、サレン……」

　するとそのまま、すうっと眠ってしまった。

「………………」

　なんだか私も、眠りたくなってきた。靴を脱いで、ソラの寝ているベッドに上がる。

「………………」

　ソラは、無防備に寝息を立てている。あの首筋に食いつけば、私はソラの力を手に入れられる。

「………………」

　いや、よそう。吸血の途中で目が覚めれば反撃を受けるし、リュカたちを敵に回すのも得策ではない。

　それに――ソラの寝顔はなんというか、胸の奥の氷を溶かすような、不思議な作用を持っている。私が勝手に、そんなことを感じているだけかもしれないが。

　私は、ソラの隣で横になった。ソラの体温が伝わってくる。

　なんだか、安心する。

　力を失って逃げている間、私の心はずっとこわばっていた。それがなんだか、最近は心地よく緩んできている。ソラにほだされてはいけない。私は魔物を統べる者なのだ――そんなことを考えながら、私の意識は次第にベッドの奥底に沈んでいった。




　………………。




　…………。




　……。




「なにをしているのっ！」

　胸がどきーんとして、私は飛び起きた。リュカだ。

「んん……どうした」

　ソラもゆっくりと体を起こす。

「どうしたじゃないわよ！　添い寝なんて、その……駄目でしょう、ソラ！」

「……どうして駄目なの？」

　私が尋ねると、リュカは口を尖とがらせた。

「えっと、それは、なんというか、不純だわ！　……私もしたことないのに」

　チロッと私を睨む。

「目を離したらこれなんだから！」

「まあいいじゃないか」

「よくないっ！」

　リュカはぷんすか怒っている。それを笑顔でいなしているソラを見ると、なんだかちょっと胸の奥がざわついた。

「………………」

　ふと思いついて、ソラの肩に頭を寄せてみると、リュカはますます顔を赤くして怒り始める。それを無視して目を閉じると、不思議な心地よさがあった。

　今だけは、ソラは私のものだから。
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　リュカには、しこたま絞られた。俺は寝てただけなんだけどな――。

　いつの間にかベッドに潜り込んでいたサレンは、リュカの怒りなどどこ吹く風といった様子だった。なかなか肝が据わっている。

　もうひと働きしようと外に出ると、ちょうど小屋に来ようとしていたフェリスとはち合わせした。

「ソラ、例の連中がこちらに向かっている」

「またダストン男爵か？」

「そうかもな。だが前とは規模が違う」

　本気で町を取り戻しに来たのかもしれない。

「一緒に監視塔に来い」

　フェリスに続いて監視塔に上る。肉眼では、軍の姿は見えない。

「あっちの方角だ」

　俺はフェリスが指さす方向に、目を向けた。

《スコープ》

　エルダーリッチから教わった魔法を、さっそく使ってみる。すると、歩兵を中心とした軍隊が、こちらに向かっているのが見えた。

「……二百人ほどか。けっこうな数だな……みんなに知らせよう」

　監視塔を下りて、町の人々に軍隊のことを伝えると、彼らは揃そろって怯えた表情を浮かべた。

「大丈夫ですかのう……」

「畑仕事に出ていらっしゃる方は呼び戻して、皆さん町の中にいてください。俺たちが外で対処します」

　もはや《スコープ》を使うまでもなく、軍がこちらに迫っているのがわかる。鎧の擦れ合う音や、足音が聞こえ始めた。

「片づけるか？」

　そう言ったフェリスを、俺は制した。

「いや、まずは話し合いだ」

　軍隊の行進が、止まった。

「錬金術師ィ！」

　軍隊がふたつに分かれ、間からダストン男爵が出てきた。

「怖れおののけ！　わしから領地を奪い、民を奴隷のように扱う貴様の所行が、罰せられるときがきたのだ！」

　町の人々を奴隷にしてるなんて、どこから湧いた情報なんだろう。おそらく自分がしてきたことは、ほかの人間も同じようにするはずだ、という発想だろう。

「ダストン男爵！」

　俺は叫んだ。

「前にも言ったが、この町は俺の庇護のもとにある！　そこに軍を差し向けるならば、お前たちもただでは済まないぞ！」

　ダストン男爵のような人間を相手取るには、自分を大きく見せるのも必要なことだ。しかし。

「問答無用！　突撃！」

　ダストン男爵の合図と共に、歩兵たちが進み始めた。

「誰が一番安全かな……」

　リュカの炎だと、兵士はまず助からない。フェリスの氷でも、大きな傷を負うだろう。フウカの《疾風迅雷》で突進なんてすれば、普通の人間は体がバラバラになってしまう。となれば。

「ホエル、頼みがある」

「どうしたの～？」

　ホエルに作戦を伝えると、彼女はにっこりと笑った。

「わかった～怪け我がしないくらいに、だね～」

　そう言って、両手を前に向けた。

「《天衣無縫》～」

　重力を操るスキルだ。ホエルの手が白く輝くと、歩兵たちがふわりと空中に浮かび始めた。

「うおっ……！」

「なんだこれは……!?」

　軍勢が二メートルほど浮いたところで、ホエルは《天衣無縫》を解除した。

　――ズドドドドドドグワシャッ

　歩兵がいちどきに地面に叩きつけられる。しばらくは身動きがとれないだろう。骨を折った者もいるかもしれないが、そこは勘弁してもらうしかない。

「なんだァ!?　いったいなにが起こったァ!?」

　兵士たちのうめき声の中に、男爵の叫び声が響き渡る。

　残ったのは騎馬隊だ。馬は《天衣無縫》で死んでしまう可能性があるので、俺が《サンダー》を使った狙撃で、乗り手を痺しびれさせた。兵士が次々と落馬する。残っているのは、ダストン男爵のもとにいるわずかな兵だ。

「馬鹿な……クソ……化け物め……！」

　歯ぎしりしながら、ダストン男爵は言った。

　もはや、勝負はついたようなものだ。

　俺がダストン男爵の出方を待っていると――。

「こうなれば、やはり奥の手を使わねばならんようだなァ……」

　ダストン男爵の背後には、次の部隊が控えていた。しかしどうも様子がおかしい。前進することを戸惑っているような、不可解な挙動を見せている。

「みんなで様子を見よう。ミュウ、《遠隔透視魔法》を使ってくれ」

「みゅ！」

　小さな黒い球体が、ミュウの体からぽんっと飛び出して、兵たちの方へと向かう。俺たちの隣にはスクリーンが現れて、兵のひとりひとりを映し出した。

「あれは！」

　スクリーンを見て、町長が叫んだ。

「あれは、わしの息子じゃ……皆、ここの者たちじゃ！」
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　ダストン男爵のうしろの馬車で控えていた勇者一行は、目の前で起こったことがとても信じられなかった。

「兵士が……浮いてたぞ……」

　破壊神カンジが、震える声で言った。

「スライムは魔法まで使うのかよ……勝てるわけねえよ……」

「しかし、ダストン男爵には奥の手があるようだぞ」

　勇者アキラが答えたそのとき、従者が馬車の扉を叩いた。

「お願いがございます。魔女様」

「……なに？」

　不機嫌そうに魔女ナナは答えた。眼にダメージを負って以来、ずっとこの調子だ。

「ダストン男爵からお願いがございまして、逃げる兵士がいたら魔法で焼き殺してほしいとのことです」

「……いいわ、ストレス解消になりそう」

「そして、勇者様、破壊神様、聖女様は、隙を突いて村に回り込んでください。あの恐ろしいスライムさえ倒せば、我々の勝利は確実です！」

　ナナが馬車を降りると、ダストン男爵が叫んだ。

「よいか！　今から貴様らを村に突撃させる！」

　戸惑っている兵士たちは、村出身の者だけで編成されている。これならソラたちも反撃できないだろうと、ダストン男爵は踏んでいた。

「お前たちの村を、錬金術師から取り戻すのだ！　村人が奴隷のように扱われているのだぞ！」

　兵士たちは顔を見合わせる。労役のために無理やり徴用されて、奴隷のように扱われてきたのは自分たちだ。ダストン男爵の言葉を鵜う呑のみにはできない。

　しかしダストン男爵が叫ぶ。

「逃げ出した者は、魔法で骨まで焼き尽くされるぞ！　わかったな！」

　デモンストレーションのように、ナナは手から炎を噴き出してみせた。兵士たちは震え上がる。

「ほら行け！　突撃だ！　行け！」

　再び炎が、兵士の背を炙るかのように吹き上がる。兵士たちはダストン男爵に従って、突撃するほかはなかった。自分の生まれ故郷の村に向かって――。
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　連れ去られていた町の若者たちが、槍やりを構えて必死で走ってくる。なにがあったのかは、ミュウの《遠隔透視魔法》ですべて見ていた。

「怒ってるの、ソラ？」

　サレンが俺の袖を引いた。

「君は、心配しなくて大丈夫だよ」

　笑顔は、作れなかった。

　自分たちが生まれ育った村を、無理やり襲わせようというのだ。

　ここまでの手を使ってくるとは思わなかった。

　ホエルも、力を使うのをためらっているようだ。らしくない不安げな目を、俺に向けてくる。

「どうしよう～」

「……任せてくれ」

　俺は両手を前に掲げ、魔力を集中させた。今まで使ってきた魔法の中で、最大の魔力だ。

「必ず、後悔させる」

　俺の手に広がる紫色の光が、大きく膨れ始める。俺は大規模な魔力のコントロールに、神経を集中させた。

「どうするの？」

　サレンの声に、俺は答えた。

「罪を、償ってもらう」

　俺は魔力の塊に向けて、強く念じた。

　すると突撃してくる兵士たちの前に、視界が真っ暗になるくらいの、巨大な黒い壁が展開する。

「これは……！」

　エルダーリッチが驚きの声を上げた。

「これが《門》だというのか……!?」

　超越魔法《門》――それをくぐった者は、術者が設定した任意の場所に移動する。

「うお！」

「あああ！」

　背中から炎が襲いかかってくる兵士たちは、次々と《門》に吸い込まれていく。

「次はなんだ!?　なんなんだ!?」

　ダストン男爵の叫びが聞こえた。ゆっくりと後ずさるのが、ミュウの《遠隔透視魔法》のスクリーンに映し出されている。

　俺はダストン男爵の背後にも《門》を展開した。

「おい！　早くあれをなんとか！　うおおおお！」

　ダストン男爵は、背中から《門》に吸い込まれた。

「……消したの？」

　俺はサレンに答える。

「そんなことは、しないさ」

　次の瞬間、町の中に《門》が展開、兵士――町の若者が次々と現れた。不思議そうな顔で辺りを見渡す彼らの中心に、最後に現れたのは。

「おおおおお!?」

　ダストン男爵だった。

「なにが起こった？　なにが起こったぁああああ!?」

「なにが起こったかはわからなくても」

　俺は男爵に言い放った。

「どういう状況かはわかるよな？」

　無理やり兵士にされた若者たちは、怒りに燃える目でダストン男爵を睨みつけている。

「よくも俺たちの村を襲わせてくれたな……」

「俺たちの家族を……」

　ダストン男爵は、その場で腰を抜かした。若者たちはダストン男爵に向かって歩みを進める。

「落ち着け！　話せばわかる！　待て！　待て！　ああああああああああ!!」

　結局ダストン男爵は、豪ごう奢しゃな上っ張りもなにもかも剥はぎ取られ、素っ裸で町を逃げ出した。

「撤退ィ！　撤退ィイイイイイイ!!」

　遁とん走そうするダストン男爵に、地面に叩きつけられた兵士たちが、よろよろと続く。馬はとうに、森の奥に消えていた。

「まだ片づいたわけじゃないぞ」

　フェリスが言った。

「わかってる」

　町の東門の方を見ると、勇者の一行が立っていた。若者たちを炎で脅していたナナも合流している。

　俺はとっさにサレンを背に隠した。サレンは兵士に追われていたのだ。あいつらと因縁がないとも限らない。

「久しぶりだな」

　俺が睨むと、勇者アキラは頬をひくつかせた。

「どうやって、そのスライムを手懐けた……？　兵士が浮いたり……壁に吸い込まれたり……」

「あれをミュウがやったと思ってるの？」

　リュカが言った。

「ぜんぶ、ソラの力よ」

「ウソだろ……」

　破壊神カンジが、絶望的な声を上げた。

「錬金術は外れスキルじゃなかったのかよ……外れだからこいつは悪魔の森に追放されて……」

「そうだな、追放された。そして、戻ってきた」

　俺が一歩前に進み出ると、勇者一行は身を震わせた。

　俺は手のひらを、あいつらに向ける。

「続きをやるか？」

「なんでよ……なんでクソザコのあいつが……」

　魔女ナナは悪態をつき、聖女マイはただただ青ざめている。破壊神カンジは、地面に唾を吐いた。

「ふざけんなよ……行こうぜ……」

　連中はゆっくりと後ずさり、門の向こうへと引き返していく。

　俺としては、べつに追い打ちする理由もない。町の人々に声をかけた。

「皆さん、無事ですか？」

「ああ、無事じゃ、無事じゃとも！」

　武装させられていた若い男たちと、町にいた人々は、抱き合って喜んでいた。

「帰ったよ、父さん！」

「よくぞ、帰ってきてくれた！　すべてはソラどののおかげじゃ！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　若者が、町を襲うような羽目にならなくて、本当によかった。

「サレン、怖くなかったか？」

　俺のうしろに隠れていたサレン。その肩を、俺はぽんと叩く。大きな帽子が、こくりとうなずいた。

「うん……大丈夫」

「《門》をあれほどの規模で展開できるとは……君はまったく末恐ろしいな」

　俺はエルダーリッチに、笑みを返す。

「いい師匠がついてるからだよ」

「また君はそういうことを」

「ソラにも、怒ることがあるのね」

　サレンの言葉は、少し意外だった。

「そりゃ、あんなの見れば誰だって腹が立つさ」

「怖いお顔をしておられましたわよ、お兄様！」

　フウカもそんなことを言う。

「でも、なんだか頼もしくって、レア顔ゲット感もあって、終わりよければすべてよし！　ですわ！」

「たしかに俺、あんまり怒ることないかもなあ」

「そういう者こそ、怒らせると一番恐ろしい」

　フェリスは珍しく笑みを浮かべた。

「頼もしいぞ、ソラ」

　俺はなんと返したらいいかわからなくて、うしろ頭をかいた。
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　勇者どもさえ倒せば、私はかつての力を取り戻していたのだ。千載一遇のチャンスを逃してしまった。

　とても、悔しい――けれども。

　もしあそこで私が勇者どもに襲いかかって、連中の首筋にかじりついていたら、ソラはどんな顔をしただろう。

　騙されていた、とショックを受けるのだろうか。それとも――さっきダストン男爵に向けたような、怒りを見せるのだろうか。

　それは、少し怖い。

　ただ強大な存在を怒らせることを、怖れているわけではない。ソラが怒ること――失望することが、恐ろしいのだ。

　かつて私は魔物たちを従えて、その天敵である人間どもを滅ぼそうとしていた。

　しかしソラにとっては、魔物も人間も変わらないのだ。

『サレン、怖くなかったか？』

　あのときの優しい表情を、私は忘れられそうにない。

　ソラの力を利用しようとしていた自分が、今ではなんだか恥ずかしく思える。

　ソラのそばにいたい。

　強いから、ではない。

　優しいから、だけでもない。

　ただ、ソラがなにをするかを見ていたい。

　ずっとそばで、見つめ続けていたい。

　私の中で、確実になにかが変わりつつあった。
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　あれから、ダストン男爵は町への干渉をいっさいしてこなくなった。

　ダストン男爵の兵士が敗走したことは、すぐに近隣の村々に伝わったらしい。新しい住民が、次々とやって来るようになった。

「やっぱり、新しい区画を造る必要があるな」

　俺は完成した町役場で、地図を広げていた。

　新住民を受け入れる住居が必要だし、彼らの畑も開墾しなくてはならない。

「広場から放射状に広がるように道を敷いて、それに沿って町を広げる感じでいこう」

　その中央に噴水があるイメージだ。

「ソラ！」

　リュカが中に入ってきた。

「また近くの村の人が来たわ！　傘下に入りたいって！」

「わかった、俺が話をするよ」

　この町ひとつでも手いっぱいなのだが、新しく傘下に入った村も、放っておくわけにはいかない。インフラ整備も、家や畑の改善も、そこを治める者の仕事だ。

　そしてそうした村の人々のところにも、若者が戻ってきているらしい。この町の若者がダストン男爵のもとから解放されたことで、自由への気運が高まっているそうだ。

　若者の力があれば、村の発展は早い。

「ソラ、忙しいわね！」

「ああ、体ひとつじゃ足りないな！」

　この町を中心とした、豊かな領地を造り上げるのだ。やりたいことはたくさんある。アイディアも、どんどん出てくる。

「お待たせしました！」

　俺は庇護を求めてきた村の使者に挨拶した。

「あなたが悪魔の森の王……こう言うと失礼ですが、もっと恐ろしい方かと」

　俺は体を固くしている使者に笑いかけた。

「これからは、困ったことがあったら、なんでも言ってください」

「……ではさっそくなのですが、私の村では次々と井戸が涸れてしまいまして」

　噴水を造ったときの要領で、なんとかなるかもしれない。

「わかりました、では村まで伺いましょう」

「王様自ら……感謝の限りでございます」

「そんなふうに呼ばれるほど、たいしたもんじゃないですよ。ソラ、でけっこうです」

　こうして俺たちの領地は、どんどん拡大し、改善されていった。

　忙しい毎日だ。でも、それが楽しくて仕方がない。










第三章　繁栄する町




　勇者一行は、謁見の間に通された。

　発言を許されたアキラは、沈みきった声で言った。

「あいつは……ソラは化け物です……」

　ダストン男爵の軍は壊滅。勇者たちはというと、手を出すことすらできなかった。

　国王はため息をついた。

「脅威は、まさかあのスライムではなく、彼奴そのものだったとはな……」

　追放したことが悔やまれる。まさか悪魔の森の王となり、魔物を従えるほどの力を身につけようとは。

　ただの錬金術師を、甘く見ていた。

「こうなれば国軍を送り込んで、力押しで攻め落とすしか……」

「それは難しいことかと……」

　グルーエルが重々しく言った。

「ダストン男爵の兵はなかなか優秀だそうですが、すべて撃退されました。それも〝一兵たりとも失わずに〟にです」

「あの錬金術師は、手加減をしたと……」

　国王の言葉に、勇者アキラが頭を下げる。

「おっしゃる通りです。それに、あのスライムも出てきませんでした。あいつが本気を出せば……」

「もはや人の手に負える相手ではなくなっているということか……」

　肩を落とす国王に、グルーエルが報告を続けた。

「錬金術師は、その力をもって次々と勢力を広げているとのこと。ダストン男爵の領地など、もはや欠片かけらも残っておりませぬ」

「実質的な自治領ではないか！」

　まさか自国に自治領が生まれるとは。大きな反乱もなく、そして――軍にも止められない。

　国王は、玉座の下に置かれている赤い宝玉に目をやった。

「これさえ使いこなせれば、あんな錬金術師になど、遅れを取らぬというに！」

　いら立たしげに、錫杖で宝玉を突こうとした国王を、グルーエルが止める。

「おやめください陛下。〈魔力核〉を刺激しては、なにが起こるかわかりませぬ」

「……最高の王宮魔術師、貴様の手にも負えぬとはな、グルーエル」

「はっ、お恥ずかしながら」

　グルーエルはそれでも、顔を上げたままだった。それは原因が自分の非力ではなく〈魔力核〉が、あまりに多くの謎を秘めているからにほかならない。そう考えているからだ。

「魔王から奪い取った〈魔力核〉……それが秘めている無限の魔力を引き出すには、遺憾ではありますが、我々の技術ではまだ至らぬことかと。現に〈魔力核〉の調査をしていた魔術師六名が負傷しています」

「魔女ナナにやらせてみてはどうだ？」

　国王の言葉に、ナナはびくりと肩を震わせた。負傷という言葉に敏感になっているのだ。

　しかし、それもグルーエルは否定した。

「彼女は自らの強大な魔力を振るうことはできますが、魔術研究となると専門外です」

　魔女ナナは、ほっと胸を撫で下ろす。

「手詰まりか……」

　国王は、王冠の装飾をガリガリとかいた。

「ひとつ、手がございます」

　グルーエルが言った。

「それは、もとの持ち主に〈魔力核〉を使役させることです」

「魔王に〈魔力核〉を引き渡すというのか！　そうなれば再び力を取り戻してしまうではなか！」

「そうではございません」

　グルーエルは暗い笑みを浮かべた。

「今の魔王は、ちっぽけな魔物の一匹にすぎませぬ。《洗脳》をかけて傀かい儡らいと化せば、〈魔力核〉から力を引き出すための装置として使えるでしょう」

「魔王の捕獲が最優先か」

「それでは、僕たちで魔王の探索を……」

　勇者アキラの言葉を、国王は制した。

「まだわからぬのか？　魔王は、あの錬金術師の手の内にあるのだ！」

「なっ……！」

　勇者アキラは、目を見開いた。国軍が力を失った魔王を追っていることを知らなかったアキラは、当然ソラが魔王を保護していることも知らない。

「マジかよ……あの野郎……」

　破壊神カンジが、ひそかに毒づく。

「それに関しても、案が」

　冷や汗をかいている勇者一行とは対照的に、グルーエルは落ち着き払って言った。

「強大な力を持っている彼奴を相手に、軍で対抗するべきではありません」

「では、どうすべきだと言うのだ」

「戦いの舞台を、戦場から政治へと移すのです」

「ふむ……」

「彼奴の自治を〝条件付き〟で認めてしまいましょう」

「条件？」

　国王の問いに、グルーエルは口角を歪めて答えた。

「あの錬金術師が擁する〝魔王サレン〟の利用価値は、きわめて高い。その譲渡を条件としてはいかがでしょう。政治の領分はそこです」

　グルーエルは続ける。

「私見ではございますが、おそらくあの魔王も〈魔力核〉を完全には使いこなしていなかったのではと考えております。〈魔力核〉の研究を魔王を〝用いて〟行えば、相応の成果を出せるでしょう。そうなれば陛下は、錬金術師に十分対抗できる力を手にするのです」

　そう言って、にやりと笑った。

「その力をもって錬金術師を抹殺し、再び彼かの地を陛下のものとすれば、万事が解決するかと」

「なるほど」

　国王はあご髭を撫でて、命じた。

「ではグルーエル。貴様を使者として錬金術師のもとへと派遣する」

　グルーエルは、深く一礼した。

「仰せのままに」







＊　　＊　　＊







　町はすさまじい勢いで発展していた。建築物の質もなかなかのものだと思うし、農地改良もかなりうまくいっている。公共空間も充実させた。

　その噂を聞きつけた学者やら、腕利きの職人やらが、どんどんやって来る。

「それだけ立派な町になったってことだな」

　自分の手がけた町の発展に、俺は心からうれしくなる。

「それだけではないぞ」

　エルダーリッチが言った。

「彼らがこの町に来たということは、もともと彼らがいた場所の為政者より、この町の政治が優れていることの証左でもある。もっともこの町を治めているのは村長……今は町長だが」

「いやいや、わしはなにもしとらんですじゃ。フェリスどのを中心とした見回りもありますゆえ、これだけ人が集まっても治安が保てておる。すべてソラどののおかげじゃ」

「フェリスとミュウは治安を、リュカとフウカは陳情の聞き入れと管理、ホエルは子供たちの面倒を見てる。なかなかうまく回ってるな。ありがたいよ」

　俺はみんなが働きやすくなるよう、大きめの建物を造った。一階にはリュカとフウカが町の人々を手助けしたり、困ったことリストを管理する町役場がある。

「わかったわ、ポロポロモロコシの作付け面積がもう少し必要なのね」

「その件はお兄様に伺ってみますわ！」

　二階は、フェリスとミュウが率いる警備隊の本部だ。

「重要なのは目と耳と鼻を働かせることだ。なにかあったら、すぐに知らせろ」

「みゅ！」

　学者たちが集まったのはチャンスだと思って、子供たちを教える学校も造った。教師兼校長はホエルだ。

　ホエルはぽやんとして見えるけれど、知識の習得速度は目覚ましく、あっという間にみんなに好かれるいい先生になった。

「本が読めるようになるとね～楽しいよ～」

　人口はどんどん増えていく。やはり一番多いのは、むちゃくちゃな労役から逃げてくる人々だ。国王や貴族の領地を脱出するのは重罪らしいが、当然町に来た人を追い返したりはしない。これは国王を敵に回すことかもしれないけれど、人々を守るには大事なことだ。

　人が集まれば、当然諍いさかいも起きる。法学者が何人か来てくれて、彼らは日夜、新たな法の起草のために議論を重ねていた。

　国王の法に不満を持って身を寄せてきた学者たちだ、きっと優れた法をつくり出してくれることだろう。

　やはり、聞けば聞くほど国王の統治には問題がある。労役の重さそのものにも問題があるが、一番よくないのは適材適所を知らないことだ。

　農業の知恵を持った人間は、畑の管理を。読み書きが得意な人間は、事務方をお願いする。

　こういうあたり前のことをするだけで、彼らは喜んで働いたし、またその成果も素晴らしいものだった。

「この町に来てから、毎日が楽しくて仕方がない！」

「来てよかった！　本当に素晴らしいところだ！」

　教育者や法学者だけでなく、科学を志す学者たちも多く集まった。

　俺が新しく建てた研究所に出向くと、彼らにお願いされて、錬金術をいくつか披露した。薪を一本用意して《抽出》《分解》《構築》と、いろいろとやってみた。

「これが……錬金術!?」

　学者のひとりが驚きの声を上げる。

「我々が知っている錬金術とは、まったく違う……！」

「まるで魔法……いや、魔法とも違う……」

「ユニークスキルと呼ばれる能力のことは聞いているが、この力はそれをはるかに超えている……」

　薪で人形を作って樹脂で固めたそれを、学者たちは興味深げに観察した。

「そもそも錬金術は、世界の内奥を探るための術だったのです。錬金術師が研究室から出ることはほとんどなかった」

　学者のひとりが、人形を眺めながら語った。

「しかし貴殿は剣を携え、世界を歩き、町をつくり……言うなれば、歩く研究室だ」

　人形をほかの学者に手渡して、続ける。

「そして、魔法までも習得していると聞く。非常に興味深い存在ですな……」

「ちょっと、聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」

「無論、なんでもおっしゃってください」

　白髪の学者は、丸メガネをクイと上げた。

「その……錬金術と魔法って、どう違うんでしょうか？」

「私が答えよう」

　出てきたのはエルダーリッチだ。エルダーリッチは、この研究所の顧問ということになっている。

「現代の私の研究と彼らの研究とのすり合わせも兼ねて」

　数百年前から魔法を研究し続けているのだ。彼女の上を行く魔法研究家はこの世に存在しないだろう。

　エルダーリッチはチョークを持って、黒板に図を書き始めた。

「魔法というのは、宇宙創造において神が使いたもうた力の、その残滓を活用しているとされる」

　黒板の上に、太陽のようなものが描かれた。これが、この世界の神なのだろう。宗教についても、いずれ学ばなければならないかもしれない。

「その残滓が、いわゆる魔素と呼ばれるもので、その力がこの世界には、普通の人間が想像する以上に満ち満ちている。空気に、木々に、水に、そして食べ物にも」

　黒板に、世界と人間が描かれる。

「生きるということは、呼吸し、摂取し、排出することであって、この営みの中で人は魔素を体内に蓄積させる。この蓄積した魔素のことを魔力と呼ぶわけだ」

　人間の絵の中心に、渦巻きができた。

「優れた魔法使いは、呼吸と食事において、効率的に魔素を取り入れることができる。そして体内に蓄積できる魔力の量も多い。穴のない桶と大きな樽があると考えればわかりやすいかな」

　桶というのはＭＰの回復速度で、樽というのは最大ＭＰだと解釈して間違いないだろう。

「その魔力を体内で収しゅう斂れんさせれば、神の力の一部を、言うなれば〝借りる〟ことができるというわけだ。この術を総じて魔法と呼ぶ」

　次は世界を表わす半球に向けて、矢印が描かれた。

「対して錬金術は、目に見える神の被造物、モノへの働きかけによって、業をなす技術体系ということになる」

「モノへの働きかけというと、土木とか農業とかも入りそうだけど」

「もちろん、そういった技術にも、錬金術が残した成果が用いられている。だが錬金術の根底は、先ほど言ったように世界の内奥を探るための術なのだよ」

「研究自体が目的ってことかな？」

「君の言う通りだ。モノへの探究が進めば進むほど、その形態は直観的な状態、変化から遠のいていく。この極北に錬金術という術が存在する。いわば大きく広がった科学というものの、先端を縁取ったものと考えていいだろう」

　エルダーリッチは、ぐるぐると黒板に円を描いた。

「しかしその場合、ソラの存在は特殊な位置に置かざるを得ない。錬金術の研究者というよりは、その成果のようなものだからね」

　そう言って、俺の目を見た。先生モードに入ったエルダーリッチに、俺はおずおずと答える。

「研究……した方がいいのかな？」

　そう尋ねると、エルダーリッチは笑った。

「前にも言ったが、君は自分がやりたいことをやりなさい」

　背中をポンと叩かれた。

「一流の魔法使いは、教師としても一流であると見えますな」

　黒板を眺めていた学者は、こちらを向くと頭を下げた。

「素晴らしい研究所を建ててくれて感謝します。あの国王のもとでは、自由な研究なぞできませんでした」

　学者はそう言って、笑顔を見せる。

「貴殿は錬金術師だ。自由闊かっ達たつな精神、本質を見極める目には、自信を持たれるべきです。王立学会にはそれがなかった。新説を出せばすぐに異端扱いだ。魔族と家畜の違いは魔力を操れるかどうかということ。では人間は……？　この問いかけひとつで、私は追放された。しかし後悔はありませんよ。御用学者が金をせびるだけの学会など、存在するに値しません」

　やはりあの国王のもとでは、皆が息苦しい思いをしているらしい。

　もちろんそれは学者だけではない。

　俺は研究所から出ると、次は町の鍛冶場に足を運んだ。

「ずっとノルマ、ノルマ、ノルマだ。質のいいものなんて、造る暇はなかった」

　炉から離れた鍛冶職人は、汗を拭いながら言った。

「こんないい鍛冶場もなかったよ。ソラさん、あんたにゃ感謝してもしきれねえぜ」

　瓶から水をすくって、ごくごくと飲んだ。

「そうだ。あんた、素晴らしい剣を持ってるらしいじゃねえか。少しその、見せちゃくれねえか？　職人としちゃあ、気になるんだ」

「ええ、構いませんよ」

　俺は剣を抜いて、作業台に置いた。

　職人たちがぞろぞろと集まってくる。ひとりが、小さな指先ほどの木切れを、そっと刃にあてた。木切れはするりとふたつに分かれた。

「すさまじい切れ味だ。材料は？」

「ミスリルです」

　職人たちがざわめく。

「ミスリルほど使いづらい金属はねえ」

　ひとりが言った。

「普通は削り出しで加工するんだが、それじゃこのサイズの剣は造れねえ。どんな炉を使えば、ミスリルを叩けるんだ？」

「炉は使わないんです、すべて錬金術で」

「それを、見せちゃあもらえねえか？」

「もちろん、大丈夫ですよ」

　職人から、鉄鉱石とコークスが渡される。錬金術の本領発揮だ。

《融解》

　赤黒い鉄鉱石がどろりと溶けだして、宙に浮かぶ。作業台には、砂さ塵じんがぱらぱらと残っている。

「この時点で不純物はある程度除去できていますが、まだ完全ではありませんし、このままじゃ加工できない酸化鉄です……というのは、皆さんに改めて言うことではないですね。なので……」

　俺はコークスの上に手を掲げた。

《融解》

　コークスもどろりと溶けて、宙に浮かぶ。俺は空中のふたつの塊に念じて、それを混ぜ合わせた。

「ご存じの通り、ミスリルは酸化しませんから、そこの剣を造ったときには、この工程はありませんでした」

《還元》

　酸化鉄とコークスの混合物が輝き始め、酸素がコークスへと付着していく。

《精錬》

　鉄とコークスが分離すると同時に、不純物も剥がれ落ちる。俺は完全に《精錬》が行われるまでに、スキルの効果を止める。

「鉄の場合は、完全な《精錬》を行うと硬度が落ちるので、若干の炭素を残しています。そして、ここから中の気体を取り除きます」

《鍛造》

　赤熱した鉄を、見えないハンマーが叩く。カァン、カァンという音が鍛冶場に響き渡る。鉄が引き伸ばされ、折りたたまれ、再び引き延ばされる。それを何度も繰り返し、俺は見えないハンマーでそれを直方体に成形する。

「これで、インゴットの完成です。ここから剣を造りますね」

　直方体が、ぐうんと引き伸ばされる。これはミスリルと違って鉄だから、炭素の量が硬度と靱じん性せいを決める。硬度が高ければ変形しにくいが、衝撃には弱くなる。靱性が高ければ衝撃に強くなるが、変形しやすくなる。

　折れず、曲がらず、よく切れる刀を造りたい。

　そのためには、芯の靱性を高め、刃の硬度を上げなくてはならない。一本の刀であっても、内部の鉄の性質が同じでは駄目なのだ。

　かつての俺では、そこまで精密な操作はできなかったかもしれない。

「ここからは、この鉄に含まれる炭素を表面に移動させながら加工します……ここからは、ちょっと話してる余裕はないかもしれません」

　インゴットが、ぐうっと引き伸ばされる。刃渡りは四十センチ程度がいいだろう。そして炭素の移動――これはミスリルの剣を造ったときよりも、はるかに集中力が要求される。

　通常の加工のしやすさと、錬金術を用いた加工のしやすさは、また別らしい。

　無意識に、日本刀の展覧会を観に行った思い出がよみがえる。刃が、わずかに反っていく。銀色の波のような刃文が現れる。

　職人たちから、ため息が漏れた。

「金属加工はここまでです。ここから拵こしらえを造りますね」

　俺は壁に立てかけられている薪を手に取った。《分解》で繊維状になった木を、《構築》で柄つかと鞘さやの形に固く圧縮する。空中で、茎なかごに柄がはまり、目釘で固定される。

　するう、と刀身が鞘に納まり、作業台に着地する。俺はやっと、汗を拭った。

「これで、完成です」

　わあっと歓声が上がった。

「すげえな！　これが錬金術か！」

「触っても構わねえかい？」

「大丈夫ですよ」

　職人のひとりが鞘を手に取り、刀を抜いた。

「こいつは……芸術品だぜ」

　輝く刃を見つめながら、職人は言った。

「もちろん、こりゃ見かけ倒しじゃねえ。俺にはわかる。とんでもねえ業物だ」

　職人はしばらく刃を眺めた後、刀身を鞘に納めた。

「試し斬りを、見せちゃくれねえかな。なにも出来映えを疑ってるわけじゃねえんだ。ただ、その剣がどれほどのもんかを見てみてえ」

「わかりました」

　俺は太い薪を、一本手に取った。職人たちがざわめく。

「そんな太い木をあんた、そりゃ無茶だぜ」

「わかるんです。これは俺にとっても、会心の出来だ」

　薪を宙に放り投げる。

《阿修羅》

　無数の斬撃を放つ、剣を振るうためのスキルだ。常人の目には止まらぬ速さで、刀が縦横無尽に閃ひらめいた。

　カンッ、と床で薪が跳ねる。

　俺は刀を納める――その瞬間。

　薪は二十ほどの木切れになって床にこぼれ落ちた。

　再び歓声が上がった。

「腕前もたいしたもんだが……剣を、剣を見せてくれ！」

　再び刀を手渡す。職人はそれを鞘からそっと抜き、まじまじと観察した。

「……刃こぼれひとつねえ」

　職人の手から手に、刀が渡る。その誰もが息をのんだ。

「すさまじいものを見せてもらったぜ……」

　職人のひとりがため息をついた。

　しかしそのため息は、あきらめではない。職人の目は炉の火を映して輝いていた。

「俺もこれくらいのものが造れるようになりてえもんだ」

「できることがあれば、なんでも言ってください」

「ああ、ぜひともだ！」

　今職人たちには、クワやスキなどの農機具を造ってもらっている。

　大きなものであれば俺がひとりでやってしまえるけれど、町の人たちが使う道具をひとりで作り続けるわけにはいかない。それに、俺がいなければ回らない町になってしまうのは、目指すところではない。

　職人たちは、おしっ！っと気合を入れて、作業に戻っていった。

　俺は刀を携えて、鍛冶場から出る。外では、サレンが待っていた。

「なにをしてたの？」

「仕事の話さ」

　そう言って、俺は鞘から少しだけ刀を抜いた。サレンは、その刃文をじっと眺めている。

「きれい……」

「こんなものは、使わないに越したことはないんだけど」

　俺はサレンの目を見た。

「君が本当に必要だと思ったとき、これが力になるかもしれない」

《鑑定》でサレンのステータスを見たとき、刀を扱えるだけの器用さは備えていた。王に追われている身だ、もしもということがある。

「くれるの……？」

「ああ」

　俺は刀を鞘に納めて、サレンに手渡した。

「めったに抜くんじゃないぞ」

「……うん、わかった」

　鞘を抱きしめて、大きな帽子がうなずいた。

「ソラ！」

　振り返ると、リュカが立っている。

「商人たちが、馬車を並べてきてるわ。今町長さんと話してるけど、ソラにも会いたいって」

「わかった、すぐに行くよ」

　俺はサレンの帽子をぽんと叩いた。

「町の中心から、なるべく離れるんじゃないぞ」

　また、帽子がうなずいた。

「じゃあ、行ってくる」

　役場の前に着くと、リュカの言った通り、大きな荷物を積んだ馬車でごったがえしていた。中にはいると、商人たちが村長を囲んでいた。

「王国では、もう商売にならん！」

　商人が口々に言う。

「税金がひどくて、売れば売るほど赤字だ！」

「おまけに領主へ賄賂を送らないと嫌がらせときたもんだ！」

「どうかこの町で商売をさせてもらえないか？」

　村長が困った顔で腕を組む。

「商人が集まるのはうれしいことなんじゃが、もう空き家がのうてな……住人を追い出すわけにもいかんし……おお、ソラどの！　実はよその町の商人が店を構えたいと言うておるんじゃが」

「なるほど、たしかにもう空き家はありませんね」

「おお、あなたが噂の錬金術師か！　なんとかなりませんかな？」

「そうですね……」

　たしかに町はもう新しい住人でいっぱいいっぱいだ。となれば。

「町がこれだけの規模になったんです。商店街をつくるのはどうですか？　そこで買い物をすれば、なんでも揃うというような」

　商人たちから、おおっと声が上がった。

「素晴らしい提案だ！」

「また商売ができるぞ！」

　沸き立つ商人の間を縫って、小さな体が近づいてくる。

「はい、失礼いたしますわ！　ごめんくださいまし！　あら失礼！　……ふう、やっとたどり着きましたわ、お兄様！」

　フウカは書類の束を抱えている。

「今日は移住申請の方が、かなりいらしていますわ……ええと、料理人、医者に薬師、占い師に呪術師とよりどりみどりで……」

「……呪術師？」

　うさんくさくも思えるけれど、職業に貴き賎せんなしだ。彼らも商店街に組み込むのがよさそうだけれど、そうなると住宅街から離れた場所にある商店が不利になる。それにそこまで土地を広げてしまうと、新たな住宅街をつくるのが難しくなってしまう。

　外の馬車を見る限り、同じ商売をしている人たちもけっこういそうだし――となると。

「商店街よりは、百貨店を造る方がよさそうですね」

「百貨店といいますと？」

　商人たちは興味津々だ。

「大規模な店をひとつ造って、その中で皆さんに商売をしてもらうんです」

「ひとつの店の中で商売を？」

「これだけの商人に店がひとつというのはさすがに……」

「三日ほどいただければ、用意しますよ」

　どよめく商人たちの中を抜けて、俺は建設予定地を選ぶために町へと出ていった。

　どうせなら、五階建てくらいの大きな百貨店を建ててしまいたい。あまり住宅地や農地に近いと、日陰になってしまうところが出そうだ。ある程度距離を置いて、かつ通いやすい程度の場所。

　小さな川に橋をかけた、あの辺りがちょうどよさそうだ。城を建てるほどの手間はかからない。近くの山で良質な石が採れることが最近わかったので、建材には不自由しなさそうだ。

「よーし、やるぞ！」

　城を造った経験が、ここで大いに活きた。俺がいた世界の百貨店を思い出しつつ、町の風景を壊さないようにデザインには細心の注意を払う。町の人々にとっては、ここが新たな町の中心になるだろう。




　そしてきっかり三日後、店を構えたい人たちを片っ端から呼び寄せた。

「これは……城……？」

　商人たちは、百貨店を目にするなり、あんぐりと口を開けた。

「その通り、皆さんが商売をするための城です」

　俺はみんなに中を案内した。百貨店はコの字形に造ったので、どこのテナントも、外から光が入るようになっている。窓は普通の住居や城よりも、ずっと大きく造ってある。階によって売り物の傾向が異なるのは、俺がいた世界の百貨店と同じだ。

「こんな巨大な市場は見たことがない！」

「ここで商売ができるのか……！」

　目を輝かせている商売人たちの中で、ひとりが手をあげた。

「ひとつ、尋ねたいことがございます」

　彼は、たしか料理人だ。

「食遊街は五階ということになっているようですね。しかし足腰の弱った老人が、そこまで階段を上って料理を食べたがるでしょうか？」

　たしかにそれはもっともだ、と声が上がる。

「一階の商店ばかりが儲かることになるのでは？」

「それについては、ご安心ください」

　俺は商売人たちを、百貨店の奥へと案内した。ボタンを押すと、扉が開く。

「なんですかな、この小さな部屋は？」

「エレベーターというものです」

　これには、悪魔の森の大迷宮を守っていた、邪龍アジ・ダハーカを倒したときに得たスキル《永久機関》が役に立った。本来は肉体の劣化を防ぐスキルだが、それを錬金術に応用すると、電力なしで駆動する機械を造ることができるのだ。

　もっともこればかりに頼っていては、町は機械仕掛けのブラックボックスになってしまう。エレベーターは、老人や小さな子供を連れた親が、自由に買い物をするための苦肉の策だった。

　俺はさっきの料理人と、商売人の何人かをエレベーターに案内した。彼らはおそるおそるといった様子で、中に入る。

「この階数の書かれたボタンを押してください」

　料理人が言われた通りにボタンを押すと、ドアが閉まる。エレベーターが微かすかに揺れ始めた。

「これは……！」

「いったいなにが……！」

「大丈夫ですよ、安全な装置です」

　ドアが開くと、五階の食遊街だ。皆、あんぐりと口を開けている。この様子だと、エレベーターを操作する係を雇った方がよさそうだ。

「これがあれば、足が悪い人も自由に上の階を利用できるってわけです」

「錬金術師……噂以上の力を持っていなさる」

「ここで商売ができるのか……夢のようだ！」

　俺は百貨店をひと通り案内すると、町役場に帰った。




　ここからは会議室を使う。みんなの商売の種類をリストアップして、それぞれのフロアに分類する仕事があるからだ。また、百貨店を運営するためのテナント料について話をしなければならない。

　それらが終わったときには、もうすっかり日が暮れかけていた。

「お疲れさま、ソラ」

　俺や疲れきった商売人たちに、リュカはお茶を淹れてくれた。町の生活にも慣れたものだ。

「ありがとう、リュカ」

「本当に働きっぱなしね。倒れちゃ駄目よ」

「楽しくやらせてもらうさ」

「ソラどの」

　織物商人が、俺に声をかけてきた。

「昔のここの村を知っているが、それはひどいものだった。どうしてここを発展させようと？」

「うーん」

　どう答えたものか。外に出てすぐ見つかったのがこの村だった。それ以上の理由はないのだが、考えなしにやっていると思われると、甘く見られるかもしれない。

　そんなふうに悩んでいると、商人は小さくつぶやいた。

「慧けい眼がんだ……」

　商人は、お茶を飲んでにやりと笑った。

「基本的に行商はここより北を通るから、その街道沿いの村に目をつけるのが、一見賢そうに見える。しかし、ソラどのはそうしなかった」

　指を組んで、続ける。

「というのも、北の街道は王都に近いという理由で国王が整備したものですからな。実際に王国の特産品はほとんどが南東で作られている。だからこの町を整備し、ここを中心に領土を広げていけば、行商は確実にここを通ることになります。おまけに通行税もいらないとなれば、なおさらだ」

　なにやらすごい構図になっているらしい。

「この町を中心とした一帯は、大きく発展することでしょう。それと反比例して、王国の街道は衰退する。そうなれば住民はソラどのに助力を求め、領土はさらに広がる……まったくもって見事なお手並みと評するほかありません」

「それは……どうも」

　ここにたどり着いたのは、運がよかったようだ。

「商売人をうまく扱って金を循環させる国は、必ず発展します。どうぞ我々商売人をお好きに使ってやってください。ぜひともご贔ひい屓きに、錬金術師どの」

　俺は、商人が差し出した手を握った。これからは、がむしゃらに町を整備することばかりでなく、商売や政治的なことにも心を配らなければならないだろう。

　この町を庇護下に置くと宣言したのだ。自分の言葉には、責任を持ちたい。

「お兄様！　大工の方たちが、新たな住宅街の設計図に手を入れたいとおっしゃってます！」

　会議室に入ってきたフウカの言葉に、俺はうなずいた。

「わかった、すぐに行くよ」

　俺は会議室に集った商売人たちを見渡した。

「皆さん、今日はありがとうございました。明日からは予定通り、テナントの開店準備に入ってください」

　一同から拍手が起こる。俺は彼らに手を振りながら、会議室を出た。




　大工たちは、町長の家で作業を進めている。俺が下書きした設計図の、細かいところを詰めてくれているのだ。

「お待たせしました、すっかり暗くなってしまって」

「いやいやソラさん、あんたもお忙しい体でしょう。こっちも今作業が終わったところでさあ」

　俺は大工から設計図の束を受け取った。俺が走り書きした住宅街が、立体図で書き起こされている。

「素晴らしいです！　イメージ通りだ」

「家に沿って木を植えるってなあ、いいアイディアだ。町が涼しくなりまさあ」

「では明日、さっそく作業に入りますね」

　住宅街を造るとなると、周囲の環境も整えないといけない。

　地図によると、近くに湖があるらしい。そこから水を引けたらいいなと思って、俺は町長に相談してみた。

「いや、あそこはいかんのじゃ」

　町長は首を振った。

「あの湖は、どういうわけか塩辛い。飲み水にも畑の水やりにも使えんのじゃ。塩田をつくろうという話もあったんじゃが、ここより東には海があるからの。行商から買った方が安くつくという話になったんじゃ」

「塩湖か……」

　俺はとりあえず、その湖を見に行くことにした。なにかに使える――そんな予感があったのだ。村の外に出るときに、散歩をしていたサレンとミュウがついてきた。

「どこに行くの？」

「塩の湖だよ」

「塩が欲しいの？　行商の人がいつも売りに来てるみたいだけど」

　いつも村の中を散歩しているだけあって、サレンはいろんなことに詳しくなっている。

「ただの塩じゃないかもしれない」

　そうして三人連れ立って、塩湖まで歩いていく。

　塩湖は地図通り、あまり大きいものではなかった。俺たちは、さっそく水をすくって舐なめてみる。

「みゅ！　シオ！」

「しょっぱ！」

　サレンはぐいっと飲んでしまったらしい。慌てて水筒の水を飲んでいた。

「ただの塩水だよ……」

「そうかもな」

　俺は、水に《鑑定》をかけた。すると、ただの塩水ではない。

〈アルカリ塩水〉

　緑色に浮かび上がった、その画面を見てピンときた。

「鹹かん水すいだ！」

「かんすい？」

　サレンが小首をかしげる。

「麺を打つのに使われる水だ……ってことはだ」

「てことは？」

「そう……そうだ、ラーメンが食える！」

　俺はその場で飛び上がった。

「ソラ、らめぇん、ナニ？」

「ラーメンだ、ラーメンだよ！」

　めちゃくちゃ懐かしい。この世界は食材が豊富だし、町には料理人もやって来た。しかし麺類だけはどこを探してもないし、材料も揃わなかったのだ。

「ミュウ！　サレン！　俺はしばらく百貨店の厨房にこもる！」

　俺は急いで町に戻ると、百貨店の料理人に声をかけた。

「どうしました、そんな息せき切って」

「俺と一緒に研究をしてください！　一緒にラーメンを作りましょう！」

「ら……めぇん……？」

　俺は料理人にラーメンについて説明する。言葉はいくらでも出てきた。食感に、味に。料理人は興味深そうに俺の話を聞いてくれた。

「もしそのらめぇんが完成すれば、うちは大賑わいだ！」

　こうして研究が始まった。

　鹹水の割合、生地の作り方、麺の打ち方――。

「ピザ生地の技術が、ある程度応用できるかもしれん。だが、挑戦としてはまったく新しいものだ。腕が鳴るぜ！」

　それから厨房にこもりっきりで、俺たちはラーメンの研究に取り組んだ。




　そして一週後。

　俺は鳥の骨から取ったスープに、茹ゆでた麺を入れた。麺作りの合間を縫って、スープの研究も進めていたのだ。鳥ガラ、悪魔の森の岩塩。魚の練り物に花の色素を混ぜて、ナルトも作った。イッカクシカの肉は柔らかく、これはチャーシューに適している。

　このスープだけでも店に出せると料理人は言うのだが、俺は――俺はラーメンが食べたい！

　これで何度目か、もうわからない。けれども、今度こそ。俺はそっと、麺をすすった。

「………………！」

　あの感覚がよみがえる。大学の近くにある有名店。学生は大盛りが無料だった。時には行列もできる――そんな店の。

「これだ……この食感だ……！」

「おお、完成か!?」

　俺は料理人の分のラーメンをよそった。今度はナルトとチャーシューもつけて。メンマは材料を見つけるのに大変苦労した。村近くの山へ分け入って、片っ端から使えそうなものを《鑑定》した。そこで見つけたのが、なんと一本の木だった。

『ヤワラカマツ』

　何の変哲もない針葉樹に見えるが、剣で切断してみると異様に柔らかい。これを刻んでじっくり煮込むと、メンマそっくりの見た目と味わいになった。

　料理人も、最近ではすっかり箸を使いこなしている。さらに実験を重ねるうちに、すすり方もマスターしていた料理人は、新しいラーメンを食べるなり目を見開いた。

「この歯ごたえは、今までのメンになかったものだ……それに塩気の強い、熱いスープが絡みつく……」

　夢中でラーメンをすすり、具にも手を出す。

「甘辛く煮込んだイッカクシカが、味に変化をもたらしている。それに、このナルトの鮮やかなこと！　カワイイ！　こいつが……こいつがらめぇんの完成形……！」

「そうです！　これが……これこそがラーメンです！」

　俺はスープを飲み干した料理長と、抱き合った。

「完成だ！　やっと完成だ！」

「ソラさん！　こいつは革命だぜ！　明日から忙しくなるぞ！」

　リュカたちにも試食してもらった。最初はおそるおそる麺をフォークですくっていたけれど、ひと口食べるなり、

「………………！」

　みんな目を輝かせながら、ラーメンを食べ始めた。

「みゅ！　オイシイ！　シンショッカン！」

「すごいわ……これもソラの発明!?」

　リュカの言葉に、俺は答える。

「いや、ひとりじゃとてもできなかったよ」

　俺と料理人は、熱い握手を交わした。

「明日から忙しくなるぞ……！」




　料理人の予想通り、ラーメンは大反響を呼んだ。料理人はほかの料理よりもラーメン作りを極めることを選び、百貨店のこの店は、世界で初めてのラーメン屋となった。
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「いやあ、マジで幸せだ！　またラーメンが食えるとは夢にも思わなかった！」

　カウンターには箸が入った筒もあり、こっちの手もとを見ながら、果敢に箸使いに挑戦している客もいる。

「いつでも来てくださいよ、ソラさん！　実はスープの種類と具を増やそうと思ってるんだ。その試食もしてもらいたい！」

「喜んで！」

　町はどんどん発展している。忙しい日々は続きそうだ。







＊　　＊　　＊







　ソラから、剣をもらった。

　刃を見てみたが、おもちゃじゃない。

　私の宝物庫にもなかったような、業物だ。

「………………」

　ソラは、私の正体について、なにも聞かない。

　ただ、守ってくれている。

　最近は、ソラの顔をまともに見ることができない。

　ソラにもらった帽子に、いつも顔を隠している。

　ただ、その帽子のつばを貫いて、突き刺さる視線もある。

　――フェリスだ。

「話したいことがある」

　ソラとフェリスの姿を見て、私は慌てて物陰に隠れる。

「エルダーリッチから聞いたが、吸血鬼のスキルは、相手の力を奪うことだそうだな」

「らしい、な」

「そんな奴を、どうして懐に置いておく？」

　少し間を置いて、ソラが答えた。

「俺が、君にカレーを持っていったときのことを覚えてるか？」

　フェリスは答えない。ソラは続けた。

「あのときの君と、サレンは同じ表情をしてたんだ……それは、理由にならないかな」

「ソラは、優しすぎる」

　フェリスはソラに背を向けた。

「優しすぎて……それがときどき、つらい」

　その表情は、こちらからは見えなかった。

「……つまらないことを言ったな、ソラ」

「いや、こっちこそ心配かけてすまない」

　ソラは、フェリスの肩に手を置いた。

「でも、サレンは俺たちが守らなきゃいけないと思うんだ。サレン自身がなにを考えているにせよ」

　その言葉に、私の胸がきゅうっと痛んだ。

「わかった。私は引き続き警戒を続ける」

「ありがとうフェリス。よろしく頼むよ」

　私は、ソラを利用している。

　自分の浅ましさが嫌になる。

　たぶんこれからも、私はソラの目をまっすぐ見ることができない。そのとき。

「ソラ」

　フェリスが町の入り口の方に目をやった。

「まだ遠いが、蹄ひづめの音だ。馬車が一台、騎兵が四……」

「またダストン男爵か？　ともかく行ってみよう」

　ソラとフェリスの後を、そっと私もついていった。







＊　　＊　　＊







　馬車から降りてきたのは、ダストン男爵ではなかった。

「お前は……」

　忘れもしない。

　俺を悪魔の森に追放したのは、この男だ。

　国王の命令で、俺をこの世界に召喚し――そして俺にユニークスキルがないということを理由に、追放した。

「グルーエル……」

「呼び捨てにしてもらいたくないものだな、錬金術師」

「いったい、なにをしに来た」

　グルーエルは、ローブの裾を払った。

「そう目をむくんじゃない。悪魔の森の王とやらを名乗っているそうじゃないか。王ならばもっと堂々としていろ」

　そう言って、鼻を鳴らした。

「………………」

　フェリスがグルーエルを睨みつけた。それを見て、グルーエルは口の端を歪める。

「魔物か……そんなものを従えて、王などと……まあいい。私は使者としてきたのだ。それも、べつに悪い話を持ってきたわけではない」

「……聞かせてもらおうか」

「空模様も悪い。早く済まそう」

　雲間から、稲光が見える。雨が近づいていた。

「国王はありがたくも、貴様らと講和を結びたいとお考えだ。ここはダストン男爵の領地ではなく、正式に悪魔の森に属することになる」

「なるほど、たしかに悪い話じゃない」

　俺も、王国に対して、思うところがないわけじゃない。

　だからといって、こちらに事を構えるつもりはまったくない。はっきり言って、講和は願ってもいない話だ。

「………………」

　小雨がぱらつき始めた。グルーエルはローブのフードをかぶった。

「だが勘違いをするなよ。あくまで国王は貴様らが存在することをお許しになるという、それだけのことだ。はっきり言っておくが」

　グルーエルは軽蔑を隠さず、目を細めた。

「人間を統べる国王と同じ場所に立っているなどとは、間違っても考えるな。お前はただ、魔物を飼っているだけだ」

「国王が町の独立を認めるのなら、聞き流す」

　雨脚が強まってくる。俺は右の手のひらを、握ったり開いたりした。この男は魔術師だ。今この瞬間、戦闘が始まってもおかしくはない。

「もちろん、無条件にではない。といっても、たいした条件ではないが」

　グルーエルは、言った。

「サレン、という魔物を匿かくまっているな。引き渡してもらおう」

「………………！」

　ミュウがひと暴れして倒したあの兵たちは、やはり王国の者だったらしい。

「断る、と言ったらどうなる」

「断るだと？」

　グルーエルは、心底軽蔑した顔でこちらを見た。

「魔物一匹で事が済むのだぞ。情でも移ったか如月空」

　まったく理解できないという様子で、グルーエルは続ける。

「べつに領地やら人足やらを渡せと言っているわけではない……たかが魔物だぞ。森に入ればいくらでも転がっている」

　フェリスの眉がぴくりと動いた。

「それを外交カードとして使わせてやると言っておるのだ。感謝されてもいいようなものを、そんなに睨まれるのは心外だな」

　雨はいよいよ本降りになってきた。雷が轟く。

「なるほど、お前はあの魔物の……サレンの正体を知らないらしいな」

　グルーエルのフードから水が滴る。

　ひときわ近くで雷が弾はじけ、真っ白な視界にグルーエルの影が差した。




「サレンは、魔王だ」




　雷の轟きが、遅れて届いた。

「魔王……だって？」

「そうだ。魔物の分際で、人類を害する巨悪だ。魔物を束ね、魔物を狩る兵を襲う。恐れ多くも国王陛下の兵をだ。重罪だ……魔物に罪などという概念が伝わるかどうかはわからんがな」

　グルーエルは、ゆっくりこちらへと歩いてくる。

「どちらにせよ、罰は必要だ。わかるだろう。それとも人語を話す少女の姿にほだされたか？」

　そう言って、笑った。

「あれはゴブリンどもと同じ魔物なのだ。魔物は家畜ほど便利ではないが、時には役に立つ。だがお前にサレンは使いこなせまい」

　グルーエルは、フェリスを見た。

「魔物をはべらせてそんなに気分がいいか？　如月空。愚かな手段で、王を気取るのはよせ」

「ひとつ、言っておく」

　俺はグルーエルの目を睨んだ。

「サレンがなにをしてきたのか俺は知らないし、その罪を償わせたいお前たちの考えもわかる。ただ俺の仲間を、これ以上侮辱することは許さない」

「悪魔の森の狂気が、貴様を蝕むしばんだのか」

　グルーエルは眉をひそめた。

「魔物を仲間だなどと……正気とは思えん。魔物をはべらせて魔物に染まったか。もはや、会話が通じる存在ではないな。如月空、貴様は狂っている」

　フェリスが前に進み出た。

「ソラ、すまない。今から私の感情を優先する」

　そう言って、フェリスはグルーエルを睨んだ。

「貴様が魔物をどう思おうと構わない。だが、ソラを侮辱したとなれば話は別だ」

「話が別だとどうなる？」

　グルーエルはモノを見るようにフェリスを見る。

　しかし――それはフェリスも同じだった。

「こうなる」

　冷気をまとう手のひらが、閃いた。




　――パァンッ




　フェリスは、グルーエルの頬をはり倒した。雨に濡ぬれた石畳に、グルーエルが転がった。

「ムーッ！　ムーッ！」

　見ると、グルーエルの口もとは完全に凍りついている。

「覚えておけ、これが魔物のやり方だ」

　騎士が慌てて槍を構えようとしたが、俺が剣の柄に手をかけると、動きを止めた。こちらの実力は知っているらしい。

　フェリスが振り向いた。

「ソラが我慢していたのはよくわかっている。交渉を台無しにして、すまない」

「いや、俺がやりたいことを、君はやってくれたよ」

　俺はグルーエルの前に進み出る。

「どんな条件を出されようと、サレンは絶対に渡さない。サレンは俺たちの、大事な仲間だ」

　グルーエルは、憎々しげにこちらを睨みつけている。俺は、その目を睨み返した。

　背後で雷光が弾け、俺の影が倒れたグルーエルに覆いかぶさる。

「お前たちがそうやって魔物を見下している限り、いっさいの交渉は受けつけない。国王にはそう伝えておけ」

　グルーエルはふらつきながら立ち上がった。口もとの氷は、雨で溶け始めていた。

「必ず……後悔するぞ……」

　グルーエルはよろよろと馬車に戻り、騎士と共に走り去っていった。

「サレン、もう大丈夫だぞ」

　さっきからサレンが木の陰に隠れているのを、俺は知っていた。

「俺は、あんな奴らに君を引き渡したりしない。怖い思いをさせたね」

「………………」

　サレンは黙ってこちらに走り寄ってきた。石畳の上ですべりそうになりながら、俺の胸に抱きついた。

　雨脚はいよいよひどくなり、俺たちの体を芯まで冷やした。
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　我慢、できなかった。

　私を魔王と知りながら、それでもかばってくれた。

　我慢、できなかった。

　私を仲間だと言ってくれた。

　我慢、できなかった。

「サレン、もう大丈夫だぞ」

　我慢――できなかった。

　私は物陰から出ると、ソラに思いきり抱きついた。

　嗚咽おえつが止まらない。

　私はソラを利用しようとして。

　それが最近は、ずっと苦しくて。

　目が合わせられなくて。

　もう、限界だった。

「約束する、絶対に離さないからな」

　ソラが私の背に手を置く。

　私はますます強くソラを抱きしめる。

　濡れた帽子が、石畳に落ちた。

　むき出しになった、角の生えた頭。

　それをソラは、優しく撫でてくれた。
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　サレンとフェリスを城に帰すと、俺は町長の家に向かった。

「おお、ソラどの……どうしたのじゃ、びしょ濡れではないか」

「すぐに、お話ししたいことがありまして」

　俺は玄関に立ったまま、町長に事のあらましを説明した。

　国王の使者が、魔王サレンの引き渡しを条件に講和を持ちかけてきたこと。そして、それを追い返したこと。すべて、伝えた。

「ふむ……」

「俺は自分の仲間を守るために、この町を危険に追いやりました。本当に申し訳ない。取れるだけの責任は取ります」

「………………」

　町長は、腕を組んでじっと考え込んだ。

「……ともかく、ソラどの。そのままでは風邪をひいてしまう。ちょうど風呂を沸かしたところじゃ。入っていかれるがよろしい」

　俺は町長の言葉に甘えて、風呂に入った。

　サレンやフェリスも今頃、城の大浴場で体を温めているのだろうか。ふたりは、どんな話をするのだろう――。

「……ふう」

　考えることは、とても多い。考えても仕方がないことは、もっと多い。俺は、できることをできる限りやるしかない。

　風呂から上がると、用意されていた服に着替えて、町長のいる部屋に戻った。

「ありがとうございます、町長」

「……こちらこそ、じゃ」

　俺は町長に促されて、椅子に座る。テーブルには、お茶が用意されていた。

「ソラどのが風呂に入っておる間、ずっと考えていたんじゃ」

　窓の外は、雲間から星が見え始めている。

「たしかに、王国と事を構えるのは一大事じゃ。しかし……感謝しておる」

　星を眺めながら、町長は言った。

「ここまで村に、町に尽くしてくださったソラどのに、そしてそのお仲間たちに、犠牲を強いるなど耐えられんよ」

　お茶をひと口飲んで、町長は俺を見た。

「それに、わしらはもっと早くにそうするべきじゃった。村が貧しくなる前に。若者が労役に取られる前に。重税を課される前に。わしらは戦わねばならなかった……しかし、わしらは怖かったんじゃ。その怖れゆえに、滅びようとしていた」

　町長は、感慨深げに言った。

「どのみち、町の人間は皆王国に嫌気が差しておる。今この町には、王国に刃向かうだけの気概があるはずじゃ。ソラどのが、町をそこまで導いてくれたからの」

　そう言って、俺の手を握る。

「わしにできなかったことを、ソラどのはやってくれた。その行動を、わしは町の代表として、全面的に支持しよう。本当に、心から感謝しておるよ」

　俺は町長の手を握り返した。

「ご理解いただけてうれしいです。これからも、よろしくお願いします」

「こちらこそじゃ。明日は集会を開いて、皆に話をせねばならんな。もちろん、サレンどのが魔王だという件は、まだ伏せておかねばならんじゃろう。皆にも、心の準備というものがあるからの」

「助かります」

「おお、そうじゃそうじゃ」

　町長は思い出したように言った。

「ソラどのとお仲間の家は、あの小屋ひとつじゃったの。近いうちに屋敷など持たれてはいかがかな。南に土地がまだ空いておる」

　あの小屋は悪魔の森にある城につながっている。住居には不自由していないのだ。

「大丈夫です、お気遣いなく……」

「そうはいかん、ハッタリは必要じゃ。立派な屋敷を建ててくだされ。なにせ、ソラどのは我らが王なのじゃからな」

「……わかりました。必要なのであれば」

　俺にも、立場というものができ始めているらしい。

　白い月が、雲を淡く照らしている。

「すみません、ずいぶん長居をしてしまいました。このあたりで失礼いたします」

　俺は、カップに残ったお茶を飲み干した。

「服はまた届けさせよう。ではソラどの、よい夜を」

　もう一度町長に礼を言い、俺は彼の家を後にした。




　翌日。

　町長は言った通りに、広場で集会を開いた。集まった人たちは、わいわいがやがやと賑やかにしていたが、町長が壇上にあがると、静かに言葉を待った。

「皆の衆。知っての通り、この町はソラどのの庇護下にある。だからこそ、わしらは安心して生活ができておる」

　町長がそう言うと、そうだそうだと声が上がった。

「しかしながらこの町は、王国の一部ということに変わりはなかった。だが、それも今日までじゃ！」

　町長は、両手を広げた。

「この町は、王であるソラどのの領地となり、王国から完全に独立する！」

　その瞬間、割れんばかりの拍手が湧き起こった。

「独立万歳！　独立万歳！」

　よほど王国の統治に鬱屈していたのだろう。町の人々は、声の限りに叫んでいる。

「ソラどのの錬金術のおかげで、村は、町はここまでの発展を遂げたのじゃ！　錬金術と、知恵と、行動力に、心からの感謝を送りたい！」

　俺は熱狂した村人たちに、体を持ち上げられた。

「お、ちょ、ちょ！」

「独立万歳！　練金王万歳！」

　いつの間にか、すごい呼び方をされている。その中で、町長は力の限りに叫んだ。

「錬金術はソラどのの力じゃ！　しかし、知恵と行動力は、わしらでも持つことができるものじゃ！　ますますの！　ますますの町の発展を心から願う！」

　町の人々はますます沸き上がり、手がつけられない有様だ。俺は熱狂している人たちの間をすり抜けて、なんとか騒ぎから抜け出した。

「よう、ソラさん！」

　いきなり肩を叩かれて、思わずビクッとしてしまった。

「今日は錬金術での作業ってのを、見せてくれる約束だったじゃねえですか」

「もちろん忘れてませんよ」

　俺は大工たちと一緒に、建設予定地まで歩いた。空き地だったところには、すでに加工した石材と木材を積んである。

　ひとつの住宅街を造る大仕事だ。俺は手のひらを前に出して、全神経を集中させた。

《構築》

　ぶわあっと、空に大量の材料が舞い踊る。石畳の道ができ、その左右に石と木が積み上げられて、一本道の奥まで家が建ち並ぶ。大工たちは、ぽかんとその様子を眺めていた。

　次に小さな苗木の入った鉢を次々と、一定の間隔で円く造った土と《融合》させる。

　そこからは魔法の出番だ。

《時間推進》

　苗木はあっという間にメキメキと成長して、涼しげな葉を開く。

　住宅街の完成だ。

「設計図通りでしょうか？」

「こいつは驚いた……あっという間に町が……」

「これが錬金術……すさまじい……」

　大工たちは、住宅の壁に触れたり石畳を踏んだりして、出来映えを確かめている。

「内装とか、細かいところは手をつけられてないので、そこは皆さんにお任せしたいと思います」

　そう言うと、彼らは笑った。

「おうよ！　でないと俺たちの仕事がなくなっちまわあ！」

「では、よろしくお願いします」

　大工たちと別れると、百貨店に行ってラーメンで腹を膨らませた。

「相変わらず忙しそうですね」

「ありがてえ限りで！」

　威勢のいい声が返ってくる。ごちそうさまを言うと、料理人はニカッと笑った。

「ぜひぜひ、またいらしてください！」

　それから百貨店を出て、広場を通ったところで、石工に声をかけられた。

「町のみんなから要望があってね、広場にソラさんの石像を建てようと思うんだが、どうだろう？」

　それはさすがに恥ずかしすぎる。

「すみません、そればかりは、ちょっと勘弁してください」

「うーむ、そうですか。でも噴水のそばになにか置きたいんだよなあ。そうだ！」

　石工は、作業場に案内してくれた。

「これならどうです？　弟子が作ったんですが、なかなかいい出来でね」

「……それなら、いいんじゃないでしょうか」

　そうして広場の中心にどーんと鎮座することになったのは、誰でもない、ミュウの石像だった。




「みゅ？　みゅ？」

　ミュウは石像の周りで、不思議そうにぴょんぴょん跳ねる。そしてスキル《完全擬態》を使って石になり、石像と睨めっこをしていた。

　俺はサレンと共に、広場を眺める。

　町の発展はめざましい。ラーメンをはじめとした特産品もでき始めた。法学者たちによる、新たな法の草案も上がってきている。

　サレンは優しい眼まな差ざしでミュウの様子を眺めながら、ふとつぶやくように言った。

「ソラは、素晴らしい王ね」

　俺はその声に、どこか寂しげな響きを感じた。

「私も魔物の王と呼ばれていたけれど、ここまでのことはできなかった……」

　サレンは自分のつま先を見つめている。

「魔物を統率し、人間への対抗勢力をつくる。それだけを考えていた。だから恐怖を与え、逆らうものは力でねじ伏せた。私にできたのは、そこまでだ」

　うつむくサレンの帽子に、俺は手をのせた。

「みんなの力を借りて、できることをやっただけだよ。みんなが素晴らしいんだ」

「そこがすごいところだよ」

　サレンは俺を見上げた。

「私は、部下のひとりひとりの顔を見ていなかった。誰になにができるのか、微み塵じんも考えていなかったんだ。ソラにはそれができた。だから人も集まる。そこには恐怖も力もない。あるのはただ、お互いの信頼……」

　そう言って、少し悲しげに笑った。俺は大きな麦わら帽子越しに、サレンの頭を撫でる。

「そろそろ、お昼にしようか」

　俺たちはベンチに座って、市場で買ったカレーパンを食べた。この開発にも、俺は口を出させてもらっている。サクッとした表面に、生地はモチッとしていて、中には固めに煮込んだカレー。

「おいしいね」

「ああ、うまいな」

　子供たちの遊ぶ声、店の呼び込みの声。こうして噴水を眺めていると、昔の荒れ果てた村が嘘のようだ。

「ごきげんよう、王様！」

　町ではいろんな人に声をかけられる。

「実はおもしろいアイディアがありましてね！」

　この町が、悪魔の森の下に独立することが決まってから、みんなはいよいよ活発になった。創意工夫を凝らして、俺が知らないところでも、どんどん新しいものが生まれている。

　農作物も、ずいぶんと種類が増えた。また新しい料理に挑戦できるかもしれない。

「ぜひ、お話を聞かせてください」

　忙しい毎日だが、それが本当に楽しくてたまらなかった。










第四章　支配と共存




　ここはソラが建てた新しい屋敷で、私の部屋も用意されている。

　ソラは、本当に優しい。

　私のなにもかもを受け入れてくれた。

　だからこそ、話さなければならない。

　魔王が、どういう存在であったかを。

　みんなで昼の食事を終えた後の、ティータイム。

　いろんな話に花が咲いているが、私は言わなければならなかった。

　私は、椅子を引いて立ち上がる。

「みんな、聞いてほしいことがあるの」

　おしゃべりが止まり、みんながこちらを見た。

　胸がどきりとする。

　けれども、黙っているわけにはいかない。

「私は勇者どもに倒されるまで、この大陸の魔物を率いていた」

「あいつの言っていた、魔王というやつだな」

　フェリスの言葉に、サレンはうなずいた。

「人間は、私のことをそう呼んでた。私がやったことは、魔物を束ねて人間に抗う、ただそれだけ。王と呼ばれるべき存在だったのかはわからない」

　そう言ってサレンは、小さなこぶしを握る。

　みんな格別驚いた様子は見せないが、じっと私の次の言葉を待っていた。

「魔物には当然、強い者もいれば弱い者もいる。悪魔の森はどうなのか知らないけれど、外の世界では魔物は人間に狙われる。だから強い力を持った庇護者が必要だった。それが私」

　ソラも、真剣に話を聞いている。

「でも、勇者どもに〈魔力核〉を奪われて、その力を失ってしまった」

「〈魔力核〉？」

　ソラの問いに、私は答える。

「その名の通り、強力な魔力の源。それを取り戻さなければ、魔物はまた人間に狙われるだけの存在になってしまう。だから私はソラを利用して、勇者どもから〈魔力核〉を取り戻す手伝いをさせようとした……」

　思いきって、言った。

「今まで騙してて、ごめんなさい……！」

　大きく頭を下げた。

　最初に口を開いたのは、リュカだった。

「頭を、上げてちょうだい」

　リュカは優しく言った。

「巨大な勢力の混こん沌とんを正すのは、とても大切なことだわ。縄張りさえはっきりさせれば、争いは減るもの。あなたは責任を果たそうと頑張っていたのね」

「でも、ほかにやりようはございませんでしたの？　自分の次に実力を持った魔物に、権力を引き渡してもよかったのですし。お兄様を利用するという計画は、あなたの傲慢にも思えますわ。それに……」

　フウカの言葉を、フェリスが遮った。

「私はそれが一番気に食わない」

　そう言って、こちらを睨んだ。

「外の魔物がどうなろうと私の知ったことじゃない。でもソラが外の世界を知らないことにつけ込んだ。その小賢しさが腹立たしいな」

　フェリスの言いたいことはよくわかる。

　私がフェリスと同じ場所にいたら、私は私のことをけっして許さないだろう。

「俺がサレンと同じ立場なら、きっと同じことをしてるよ」

「下手なフォローはよせ。ソラの性格上、それはない。私が一番よく知っている」

　それは、私にもわかることだ。

「でもね～」

　立ち上がったのは、ホエルだった。

「ひとりで人間から逃げてたんだよね～。それって～、最初に悪魔の森に来たときの～、ソラと同じなんだと思うな～」

　そう言いながら、ゆっくりと近づいてくる。

「だからね～、サレンはね～、頑張ったんだよね～」

　身構えていると、

「フェリスは怒ってるけど～、ちゃんと味方なんだよ～、だからね～、安心していいからね～」

　ぎゅっと、と抱きしめられた。

「もうね～、大丈夫だよ～」

　顔が、温かい胸にうずもれる。

　その瞬間、限界がきた。

　力を失ってからの孤独の日々が、一気に胸の中で押し寄せてきた。

「うっ、うっ、うっ……」

　私はホエルの胸に顔をすりつけた。

　また、私は、泣いている。

　あの雨の日と同じように。

　私は泣いてばかりだ。

「いっぱい頑張ったんだから～、いっぱい泣いてもいいんだよ～」

　頭を撫でてくれるホエルの手が、心地よかった。
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　サレンの告白の後、俺はエルダーリッチの部屋に呼ばれた。

　新しい部屋はすっきりと片づいていて、風通しがいい。本棚には、分厚い本が数冊並んでいるだけだった。

　悪魔の森にある彼女の部屋は、本棚から飛び出した本でぎっしりだった。ここもじきに散らかるのかもしれない。

「国王がサレンを引き渡せと言った本当の理由がわかったな」

「ああ」

　俺は椅子に座りながら答えた。

「彼女の言っていた〈魔力核〉ってやつが、グルーエルたちには使いこなせないんだろう。エルダーリッチの時代には〈魔力核〉はあったのか？」

「あった。正確に言えば、あるとされていた。無限の魔力を生む宝玉だそうだ。選ばれた者だけが使いこなせるという」

「じゃあ、サレンが選ばれた者ってわけか」

「ただ、そうなると疑問が残る」

　エルダーリッチは立ち上がると、魔法で湯を沸かしてお茶を淹れてくれた。ポットと温められたカップをテーブルに置いて、彼女は続ける。

「無限の魔力などというものを持っていたとすれば、あの勇者ごときに遅れを取ることはなかっただろう。勇者どもは君の力を目にして、逃げ出したそうじゃないか」

「となると、サレン自身も〈魔力核〉を完全に使いこなしてはいなかったってことか」

「それは実に……魅力的な解釈だな」

　ポットから、微かに甘い香りが漂ってきた。エルダーリッチは続ける。

「〈魔力核〉に言い伝えられるほどの力がなかったということも十分に考えられる。しかしながら、サレンが〈魔力核〉を使いこなせていなかったという君の説には、やはり説得力を感じるな。なぜなら〝勇者〟という駒を持ちながら、それに敗北したサレンの引き渡しを求めるということは、かつてのサレン以上の可能性……強さを〈魔力核〉に求めていることの証左だからだ。連中はおそらくサレンを〝コントローラー〟にして〈魔力核〉の力を引き出そうとしている」

　エルダーリッチは、ポットからお茶を注ぐ。

「ありがとう」

「どういたしまして。さて、君が仲間と言った以上、もうサレンを引き渡すことはないと思うが、万が一彼女が国王の手に渡ったとなると、厄介だぞ」

　そう言って、紫の目で俺を見た。

「サレンは魔王としてひとりで魔物を率いて〝人間すべて〟と渡り合っていた。それが一国の手に渡るとどうなる？」

「それは……」

　容易に想像がつく。世界中でひとつの国だけが、他国に開発不可能な核兵器を手にしたようなものだ。

「〈魔力核〉を手にした国王は、魔王と比べものにならない脅威になるだろう。サレンから〈魔力核〉を奪うために《異世界勇者召還》などという外法に手を染める連中だ。間違いなく、世界征服に手を出すだろう。そこへさらに勇者という力が加わるのであれば、大勢の人間の死は避けられない」

　お茶を少し飲んで、エルダーリッチは言った。

「私はこれでも、まだ人間を守る存在でいたいのだよ」

　そもそも、人間を滅ぼしかねない魔物を封じるために、悪魔の森の迷宮を造り、そこに人生を捧げた彼女だ。その気持ちは誰よりも強いに違いない。

「〈魔力核〉に関して言えば、君が《鑑定》をかければ手っ取り早いだろう。それはともかく、だ。喫緊の問題は、この町と王国との関係ではないかな」

「たしかに、そうだ」

　この町は今独立に沸いているけれど、いつまでもお祭り騒ぎをしているわけにはいかない。

　使者のグルーエルは去り際に報復をほのめかしていたし、国王は相変わらずサレンを求めている。なにか手を出してくるかもしれない。

　たとえば交易路の封鎖や、河川の汚染。そういうことをされてしまうと、町の人々を守りきれないかもしれない。

「孤立による弊害を防ぐためには、領土を広げるしかない。しかし領土を広げれば、争いが起こる。難しい立場だね、練金王」

「その呼び方はやめてくれ」

「冗談だ。ほら、早く飲まないとお茶が冷めてしまうぞ」

　エルダーリッチの淹れてくれたお茶は、甘い独特の香りの中に、わずかな優しい苦みがあった。

「特製のハーブティーだ。張りつめた神経をリラックスさせる効果がある」

　そう言って、笑顔を見せた。

「サレンもそうだが、君もあまりひとりでなにもかも背負い込まないことだ。そのために私がいるし、リュカたちもいるのだからね。そうそう」

　思い返したように、エルダーリッチは言った。

「フェリスがえらく機嫌を損ねていたな。フォローしてやるといい」

「わかった。お茶、ごちそうさま」

「また飲みたければ、部屋に来なさい」

　俺はエルダーリッチの部屋を出た。

「………………」

　たしかに、フェリスが腹を立てるのも、もっともかもしれない。

　フェリスから見れば〈悪魔の森を統べる王〉なんて肩書きを背負っておきながら、脇の甘さでサレンにうまく利用されていたわけで。これは王としてどうなんだろう。

　それに、フェリスは何度も「サレンに気をつけろ」と警告していたのだ。俺は、それを無視していたようなかたちになる。

　そうして俺は町でのんきに、ひたすらやりたいことをやっていた。ずっと警戒を怠らなかったフェリスを放っておいて、だ。

　そりゃ、怒って当然だろう。

　軽く見られていると思われても仕方がない。

　フェリスが大事な仲間だということを、改めて、ちゃんと伝えなくてはいけない。

「よし……！」

　俺は、フェリスの部屋のドアをノックした。
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　さっきは食堂で、心の狭いところを見せてしまった。

　ソラがサレンをかばっていると、よくわからないイヤな感情が湧き出てくる。

「………………」

　サレンは魔王と呼ばれていたらしいが、なんともいえない愛嬌がある。ああいう存在を見ると、人間は守りたくなるものなのだろうか。だからソラは――いや。

　私も〈誓約の首輪〉で、ソラに傷を癒やしてもらった。ソラは、助けられる者は誰だって助けてしまうのだ。だから愛嬌などとは関係なく――しかしそんなもの、私は持ち合わせていない。たぶん、サレンの方が、かわいらしい。

　そんなふうに思考がグルグルして、最後には自己嫌悪に到達する。でも、そんなことは関係なくソラはみんなを――また、思考が始まる。

　私はやはり、心が狭いのだ。とてもホエルのように、寛容にはなれない。

　私だけのソラであったなら――そんなことまで思考にチラつく。

　どんどん、心がけがれていっている気がする。

　とても腹立たしい。

　もちろん、こんな自分に対してだ。

　そんなふうに自己嫌悪に陥っていると、部屋のドアが叩かれた。

「俺だけど……」

「入れ」

　うしろ頭をかきながら、ソラが入ってきた。

　やっぱり、さっきひどい態度を取ったことについて、叱られたりするのだろうか。

　ソラには嫌われたくない。なにを言われても、素直に受け入れよう。

　そんなことを思っていると。

「ちょっと、散歩にでも行かないか？」

「……皆で出かけるのか？」

「いや、君とふたりでだ」

　エルダーリッチから聞いたことがある。男女でふたりきりで散歩することを、人間の間ではデートと呼ぶらしい。

　素直に聞いてみた。

「デートか？」

　すると、ソラはまた頭のうしろをかいた。

「まあ、そうだな。それでいいと思う」

　煮えきらない態度だが、そういうことらしい。

　どういう風の吹き回しだろう。

　デートというのは、親睦を深めるために行われるらしい。ソラはなぜこのタイミングで、私と親睦を深めようとするのだろう。疑問は尽きない。

「とりあえず、百貨店にでも行くか」

　百貨店というのは、ソラの建てた巨大な商売人の城だ。五階では、おいしいらめぇんを食べることができる。

「ついでに、雑貨屋にでも寄ろうか」

「ザッカヤ？」

「アクセサリーとか、ちょっとした文房具とかが売ってる店だよ」

　ふたりで並んで町を歩くと、なんだか心地いい。こういうのはとても、久しぶりな感じがする。自己嫌悪で落ち込んでいた気分も、上向きになってきた。

　しかし。

「あ、王様！　見てください、ブローチが壊れちゃったんですよう」

　若い女が、ちょくちょくソラに声をかけてくる。無視すればいいものを、ソラはそれにいちいち答えて、錬金術まで使ったりする。

「これで直りましたよ」

「ありがとうございますーう」

　片目をつぶって、女は去っていく。ウィンクといって、親愛の情を伝えるジェスチャーらしい。私もかつて鏡の前で練習してみたが、うまくいかなかった。

「………………」

　ああ、また感情がよどんでくる。いけない、今はデートを楽しむのだ。

「王様、桶が漏れちゃって……」

　桶屋に頼め。

「王様、スカートの裾が破けちゃって……」

　服屋に頼め。もしくは自分で縫え。

　しかしソラは文句も言わず、錬金術を惜しげもなく使う。王に木端仕事をやらせるとは何事だ。文句のひとつも言ってやりたいが、嫉妬していると思われたらイヤだ。

　いや、私は明確に嫉妬している。

　ソラと出会ってから、感情のコントロールに苦労することが本当に増えた。大事な存在なんて誰ひとりいない生き方をしてきたから、鍛えられているべき心の部分が、きっと軟弱なのだ。

　使わない筋肉が衰えるのと同じことで、私の心のなにかは、ずっと甘やかされてきたのだろう。

　私が思うに、大事な存在との出会いとは、心の鍛錬なのだ。嫉妬や自己嫌悪を克服して、相手にとってよき存在とならねばならない。

「どうしたんだ？　フェリス」

　ソラが、少し心配そうに尋ねてくる。

「なんでもない」

　少し、答え方が素っ気なかっただろうか。

　それから、百貨店に行ってらめぇんを食べた。

　つるつるした麺に、温かいスープ。

　これを食べている間は、少し心が落ち着いた。

　落ち着いてくると、今度は悪魔の森で食べたカレーのことなんかを思い出して、鼻の奥がツンとする。

　最近の私は、本当に変だ。

「王様！　前に食わせてもらったモモイノシシ、あの骨を出汁だしに使うと新しいスープができそうなんだがね！」

　料理人の言葉に、ソラが答える。

「それはいけませんよ。塩くらいならいいですけど、基本的には町か行商で手に入る材料を使いましょう。必要なのは安定供給です」

「そりゃあ、たしかにおっしゃる通りだ！」

「ともかく、出汁はほかのものを試しましょう。そうだ、実は思いついたことがありまして」

　ソラと料理人は、楽しそうに話し合っている。最近のソラは本当に忙しくて、楽しそうだ。

「フェリス」

「あ……ああ」

　急に呼ばれたので、驚いてしまった。

「箸の使い方、うまくなったな」

「ああ」

　自分の部屋で、コロコロマメを箸でつまんで練習したのだ。

　ソラがちゃんと見てくれているのが、すごくうれしい。

　けれど、今の私の返事も、きっと、素っ気ない。

　サレンなら、もっとかわいらしい返事をするのだろう。

　私には、愛嬌がない。

　そんなことを考えているうちに、らめぇんを食べ終えてしまった。ソラを見ると、スープを飲み干したところだった。

「フェリス。この後、屋上に行こうか」

「屋根の上に出るのか？」

　私が尋ねると、ソラは言った。

「大事な、話があるんだ」

　やっぱりだ。

　私の嫉妬心を、ソラは見抜いている。

　もちろんそれを理由に、サレンを貶めたりするつもりはない。

　けれども、ソラを利用したサレンに腹を立てたことは、嫉妬の表れにしか見えないだろう。

　ソラは、私を軽蔑するのだろうか。

　悪魔の森に帰れと言われるかもしれない。

　サレンを――新しい仲間を受け入れる器量のない者はいらない。

　そう言われてもおかしくはないのだ。

「わかった……」

　私はソラの後を、トボトボとついていった。

〝関係者以外立ち入り禁止〟と書いてあるドアを開けると、見覚えのある黒い壁がある。

「小屋にあるのと同じ透過壁だよ、君も抜けられるようにしてある」

　私はソラに続いて、透過壁を抜けた。

　――びゅうっと風が吹いた。

　百貨店の屋上からは、町全体が見渡せる。大きく広がった住宅街。百貨店に入りきらなかった商人のための、賑やかな市場。

　その喧けん噪そうも、どこか遠くに感じた。

「フェリス……」

　風に吹かれながら、ソラが真剣な表情で言った。

　なにを言われるのだろう。

　誰も来ないこの場所を選んだのは、きっと私に恥をかかせないためだ。

　ソラはいつも優しい。

　だからこそ、怖い。

　言葉を待っていると、ソラは突然私に向かって頭を下げた。

「本当にすまなかった！」

　突然のことで受け答えができない私に、ソラは言葉を続ける。

「俺は君の忠告を軽んじてしまっていた。大事な仲間の言葉なのに、それを真剣に受け止めていなかった。君が怒るのはもっともだ」

「……その、頭を上げてくれないか」

　予想外の行動と言葉に、私が言えるのはせいぜいそれぐらいだ。

　ソラは私の言葉通りに頭を上げると、少しずつ近づいてきた。

「俺はやりたいことばかりやっていた。でも、本当に大切なものがなんなのか、よくわかった。だから、卑屈になるのはよしてくれ」

　そう言ってソラは、私の両手を掴んで胸の前で握った。

「これだけは、伝えたい……」

　なにがくるのだろう。

　いったいなにが。

　駄目だ、混乱して思考の整理がつかない。

　顔が近い。匂いがわかる。

　ソラは言った。

「俺は本当に、君のことを大切に思っている」

　私の手をぎゅっと握った。

　ソラの手のひらから、熱が伝わってくる。

　くらくらする。

　以前、エルダーリッチと話したことが頭をよぎった。戯れに尋ねたのだ。

『人間は、どうやって子をなす？』

『無論、交尾によってだ。ちなみに人間は胎生だ』

『子を産む余裕があれば、交尾を始めるのか？』

『そう単純じゃないさ』

　エルダーリッチは笑っていた。

『しかるべきときに触れ合い、手を握り、愛の言葉があり、口づけを交わす……それから互いを求め合うわけだ』

　あのとき笑ったエルダーリッチは、今このときを予見していたのだろうか。

　ソラが、こんなに近くで、私の手を握っている。

　今がしかるべきときなのか？

　ソラの言葉は、愛の言葉か？

　嫉妬なんて、馬鹿な気持ちを抱いたものだ。

　今の私が、すべきことは――。

「………………」

　私は、そっと目をつぶった。

　消極的なのかもしれない。

　けれどもソラが私との口づけを望むのであれば、私は応えたい。

　それが互いを求め合う第一歩なのだと考えると、耳まで熱くなってくる。

　なにもかも任せるのは、無責任だ。

　けれども今私は――無責任になりたい。

　ぜんぶ、ぜんぶソラの好きにしてほしい。

　ソラの気配を濃厚に感じる。

　ほかに、私の意識にはなにもない。

　真っ白になって、そして――それから――サレンが降ってきた。

「え」

　――ポコォン、ばたばたっ

　目を開けると、ソラとサレンが床に転がっていた。

「いっててて……」

　ソラが頭を押さえて呻うめいている。

「ごめんね～」

　屋上の縁へりの下から、ふわふわとホエルが現れた。

「たかいたかい～、失敗しちゃった～」

「死ぬかと思った……」

　サレンは青い顔をして立ち上がる。。

「大丈夫だよ～《天衣無縫》で速度は落としたから～」

「十分痛かった……」

　ふわふわと落ちてきた帽子を、ホエルがキャッチした。

「はいどうぞ～、また遊ぼうね～」

　そう言って、角の生えた頭に帽子をかぶせる。

「たかいたかいは、もういい……」

「はいは～い」

　そんなことを話しながら、ふたりは屋上の縁から《天衣無縫》で、ふわりと降りていった。

「………………」

　尻餅をついているソラに、私は手を伸ばした。

「その……なんだ」

　さっきまでのくらくらするような雰囲気は、もうすっかり消えてしまっている。

「……帰るか」

　そんなことを、つい言ってしまった。

「お、おう」

　ソラの返事も、少しぎこちない気がする。

　なんだか、ソラと目が合わせられない。

　変な感じになってしまった。
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「なんということだ……」

　書き換わった地図を玉座で眺めながら、国王はため息をついた。

　赤く塗りつぶされた地域は、かつて王国領の一部であり、今は――。

「あの錬金術師め……！」

　――ソラが治めている国だった。

「しかも、そこに多数の王国民が流れ込んでいるというではないか……」

　国の人口は、そのまま国の税収だ。ソラの国への人口流出が止まらなければ、それは減る一方だろう。

「やはり国軍を送り込むしか……」

「それも難しいかと」

　グルーエルは暗い声で言った。

「ダストン男爵の兵が〝無傷〟で追い返されています。あの錬金術師が本気になれば、王国の精鋭部隊とて、正面突破は厳しいかと」

「そして勇者も、彼奴には歯が立たんというわけだ。まったくたいした勇者どもだわい。クズどもが……」

　かつて魔王サレンを倒した功績も忘れ、国王は勇者たちを口汚く罵った。

「となれば、だ」

「そうでございますな」

　国王とグルーエルは揃って、窓際に鎮座する赤い宝玉を見た。

　魔王サレンから奪い取った〈魔力核〉だ。

「あれを実用化し、戦力として投入するほか、道はあるまい」

「その通りかと。〈魔力核〉のコントロールさえできれば、あの錬金術師の力を凌りょう駕がすることでしょう」

「それには、あの忌々しい魔王の力が必要、というわけか。貴様らではどうにもならんのだな」

　国王は、グルーエルを睨みつけた。

「力及ばず、申し訳ございません」

　グルーエルは歯噛みする。

　国王の言う通り、今のグルーエルたち王宮魔術師の技術では〈魔力核〉をどうあがいても扱えなかった。

　その膨大な魔力によって、負傷した魔術師は六人を数えた。もし彼らが命を落としていたとすれば、国にとっては、大変な損失だ。

　もっとも、国王にとっては〝損失〟でしかないのだが。

「こうなれば、秘密裏に部隊を送り込むほかはないかと」

　グルーエルは、声をひそめた。秘密を漏らすような者は城にいないとはいえ、外聞のいい話ではない――つまり。

「誘拐、というわけか」

「その通りでございます。真正面からの戦いに力が及ばずとも、隙を突くことは可能かと」

「たしかに、魔王サレンは力を失っておる。誘拐というのはいい考えだ。勇者どもをここへ！」

　グルーエルは謁見の間を出て、衛兵に勇者たちを呼んでくるように命じた。




　あてがわれた部屋から呼び出されたアキラたちは、ぞろぞろと謁見の間に向かう。

「またソラの野郎か？　俺たちじゃもう、どうしようもねえよ……」

　破壊神カンジがつぶやくと、衛兵が言った。

「口を慎め、貴様らは国王様の勇者なのだぞ」

「ンだとてめえ！」

　カンジは衛兵の胸ぐらを掴んだ。

「てめえなんざ、今すぐ消しズミにしてやってもいいんだぞ？」

「やれるものならやってみろ」

　衛兵は鼻で笑う。魔王討伐の頃までは、あり得ないことだった。

「貴様らが我々に手を出したと国王様に知れたら、今度は貴様らが悪魔の森にとばされるぞ」

「………………！」

　今の国内最大の敵であるソラに、勇者一行がまったく役に立たないことは、城中に知れ渡っていた。かつて皆から払われていた敬意など、もはや欠片も残っていない。出される食事も、日を追うごとに貧相になっている。

「やめるんだ、カンジ。そのへんにしておいた方がいい」

　勇者アキラが、小さな声で言った。

「……クソがっ」

　カンジは衛兵から手を離す。

「くだらんことはやめて、さっさと来い」

　そう言って、衛兵はスタスタと先を歩いた。

「チッ、わかったよ……」

　最近は、訓練もたいしてやっていない。ソラとの圧倒的な実力差を目の当たりにして、勇者一行は、すっかりやる気を失ってしまっていた。

「全部ソラの野郎のせいだ。あいつ……どんなあくどい手を使って、あんな力を手に入れたんだ？　俺たちより……そんな、あり得ねえよ」

〝強い〟という言葉をカンジは避けた。ちっぽけなプライドを捨てきれず、いまだにソラを見下そうと躍起になっている。

「ロクな方法じゃないに決まってるわ！　なにか……反則をしてるのよ！」

　眼帯の取れた魔女ナナは、吐き捨てるように言った。まだこの世界をゲームかなにかだと勘違いしているらしい。

「どちらにせよ、私たちは命令に従うしか……」

　聖女マイは、小さな声でつぶやいた。




　謁見の間に通されると、アキラたちは膝をついて命令を待つ。

　王は言った。

「魔王サレンを、ここに連れてこい」

「なっ……！」

　勇者たちに動揺が走る。

「まことに申し上げにくいのですが、国王様……」

　アキラが、おそるおそるといった様子で口を開く。

「我々は……ソラには、かないません……」

　悔しげに顔を歪ませながら、アキラは続ける。

「魔王がソラに匿われている以上、僕たちに手出しは……」

「誰が錬金術師と戦えと言った」

　不機嫌そうに、王は吐き捨てた。

「……こっそり、誘拐してくるのだ。脆弱な貴様らが見つからんようにな」

「………………」

　屈辱的な命令に、勇者たちは床を睨むしかない。

「かしこまりました……」

「ならば、今から送り込む。グルーエル！」

「はっ」

　グルーエルは転移水晶を取り出した。アキラの肩がびくっと跳ねる。

　しかしこれは、悪魔の森に通じている転移水晶ではない。

　行き先は――ソラの町だ。
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　言葉を、間違えたのかもしれない。

　フェリスが俺の甘さや待遇に不満を抱いていた、というわけではなかったのは、本当にありがたいことだ。しかしあのとき、目をつぶったフェリスの意図がわからないほど、俺も野暮じゃない。

「あそこでサレンが来なかったら、どうなってたんだろう……」

　食堂でひとりお茶を飲みながら、そんなことをつぶやいていると――。

「私が来なかったらって？」

　思わずお茶を噴き出しそうになった。

「サレン！　どうした？」

「いや、べつにどうもしないけど……」

　そう言って、椅子に座った。

「みんな、優しいよ」

　サレンは言った。

「でもその優しさに、私は応えられるのかな」

　不安げに、俺を見上げた。

「………………」

　俺は戸棚からティーカップを出して、サレンの分も注いでやった。

「ありがとう」

　そう言うと、お茶をふうふうして、ひと口飲む。

「また、優しくされた」

　サレンは、窓の外を眺めた。

「私は支配することしか知らない。ほかの方法で誰かと接したことがないんだ。優しくされるとうれしいけど、ときどき不安になる」

「最初はみんな、そうだよ」

　俺もお茶を飲んで、言った。

「会ったばかりの頃は、わりとぎこちなかったんだ、俺たちも。みんな悪魔の森で、それぞれの思惑を持って縄張りを守ったりしていた。それでもいろんなことがあって、力を合わせて……今はそれなりにうまくやってる。お互いの優しさを感じられるようになったし、背中も守り合えるようになった。それが、仲間なんだと思う」

　俺はサレンに微笑みかけた。

「だからさ。サレンもなにかあったら俺を守ってくれよ。俺もサレンになにかがあれば、必ず守る。約束する」

「うん……」

　サレンはちびちびとお茶を飲んで、俺の方を見た。俺は、言葉を重ねる。

「そうやって、仲間になっていくんだ」

「……わかった」

　そうして、ふたりでゆっくりお茶を楽しんだ。

　飲み終わる頃には、サレンはすっかり元気になっていた。

「ありがとう、ソラ。ティーセットは私が片づけておく」

「大丈夫か？」

「馬鹿にしないで、それくらいできる」

　サレンはフンと鼻を鳴らす。いつもの調子だ。俺は片づけをサレンに任せて、自分の部屋へと戻った。




「……遅かったな」

「うおっ」

　と、思わず声が出てしまった。

　椅子で本を読みながら、待っていたのはフェリスだった。

　フェリスは本を閉じる。

「座ってくれ」

　椅子はひとつきりなので、ベッドに座る。するとフェリスは立ち上がって、俺の隣に座った。

　これは――思わぬシチュエーションだ。

「屋上では、うやむやになってしまったな……」

　フェリスの吐息が、微かに耳にかかる。

「ソラの気持ちは、わかっている……」

　そう言ってフェリスは、俺の首を触った。

　思わず、ぞくりとしてしまう。

「正直に言うと、私は嫉妬していたんだ。誰も彼もに嫉妬していた……サレンも含めて。愚かだった。食堂での言葉、ここまで聞こえていたぞ」

　フェリスは狼王だけあって、恐ろしく耳がいい。

「あそこで、サレンが来なかったらどうなっていたか……」

　とん、と軽く胸を押された。不意のことで、俺はベッドに倒れ込んでしまう。起き上がろうとすると、肩をきゅっと掴まれた。甘い匂いが、霧のように降りてくる。

「それは、私も知りたい……」

　フェリスの顔が近づいてくる。目がとろんとしている。俺の心臓はバクバクと跳ねていた。フェリスもそうなのだろうか。俺はこのまま身を任せていいのだろうか――。

　回らない頭でそんなことを考えていると、フェリスの目が急に見開かれた。

「………………！」

　ベッドから跳ね起きたフェリスの手から、氷の剣が発生する。

「気配が六……いや、七つ。うち四人はあの勇者どもだ」

「………………！」

　俺も飛び起きて、剣を取った。部屋を飛び出すフェリスに、俺も続く。またあいつら――ロクなことを考えていないに違いない。

「そうだ……」

　走りながら、俺はエルダーリッチとの会話を思い返す。〈魔力核〉を操るために、王国は躍起になっている。〈魔力核〉を操るキーは――。

「サレンだ！　あいつらの目的は！」

　今のサレンの力では、とても勇者たちに対抗できない。

「フェリス、勇者たちを頼む！　俺はサレンを捜す！」

　俺とフェリスはふた手に分かれた。フェリスの実力なら、勇者四人を相手にしても遅れは取らないから心配はいらない。

「どこだ……サレン……！」

　自分の部屋にはいない。騒ぎを聞きつけたリュカたちが、自分たちの部屋から出てきた。

「どうしたの、ソラ」

「サレンを捜してくれ！」

「よくわからないけど……わかったわ！」

　俺たちは屋敷中を走り回った。

　そしてとうとう、見つけてしまった。

　それは――テラスに残された、サレンの帽子だった。

「やられたっ……！」

　俺は膝をついて、床を叩いた。

「どうなさいましたの、お兄様？」

　途中で合流したフウカに、俺は答えた。

「サレンが……勇者に誘拐された」

「なんですって！」

　フウカが口もとを押さえる。

「なるほど」

　後から歩いてきたのは、エルダーリッチだ。

「いよいよ〈魔力核〉を使う気だな」

「俺は、言ったんだ。必ず守るって……」

　サレンの帽子を、抱きしめた。

「すまない……サレン……」

「ソラ……」

　テラスの外から現れたのは、フェリスだった。

「勇者どもには、転移魔法で逃げられた。残りの三人は捕獲した」

　そう言ってフェリスは、首筋を掴んでいた三人の男たちを、地面に転がす。

　見たことがある――彼らは町の住人だった。

「ひいっ！　助けてくれっ！」

「悪気は……悪気はなかったんだ！」

「錬金王様、どうかお許しを……！」

　俺は立ち上がって、三人を見下ろした。

　フェリスはしばらく下くちびるを噛んでいたが、やがて小さな声でつぶやいた。

「裏切り者……」

「なにかの間違いよね、だってこの人たちは町の……」

　リュカは戸惑いを隠さない。

「状況を受け入れるしかありませんわ。だって、その……」

　続く言葉が浮かばないらしいフウカは、不安げに俺を見上げた。

「………………」

　正直、信じたくはない。

　町の人々との関係は、良好だったはずなのだ。

　それなのに――。

「お前たちは、サレンの誘拐に関わったのか」

　そう尋ねると、三人はおそるおそるといった様子でうなずいた。

「なぜ、そんなことをした」

「聞いたんです……あの女の子は魔王だって！」

　男のひとりが言った。おそらくはグルーエルが流した噂だろう。

「そうだ、角も生えてた！　あの子は魔王だ！」

「錬金王様、あなたは騙されてたんです！　手もとに魔王を置くなんて……！」

「魔王だからか……」

　俺は、こぶしを握りしめた。

「魔王だから、なんだっていうんだ。あの子が、あんたたちに、なにかしたのか？」

　三人を見下ろして、俺は続ける。

「あの子は……サレンは、あんたたちと同じように、町で生活してたんだ。広場でパンを食べて、噴水を眺めて……町が発展するのを喜んでいた」

　ひとりひとりの目を見ながら、俺は話した。

「あんたたちが魔王をどれだけ怖れているのかはわからない。けれども、サレンの様子を見ただろう？　誘拐されるとき……サレンはひとりの女の子だったはずだ、違うか？」

「それは……」

　言いよどみつつも、男たちは口を開く。

「でも魔王ですよ！　人に害をなす存在です！　だから私たちは……！」

　俺は、ゆっくりとうなずいた。

「同じ言葉を話し、同じ生活を営む。サレンも、あんたたちも、そういう意味では同じ性質を持っている。金槌が金槌であるのと同じだ。その材料がミスリルであれ、鉄であれ、同じものなんだ。だから……」

　俺は、湧き上がってくる大きな感情をこらえて、言った。

「だから、魔王だろうと、魔物だろうと……仲間は、仲間なんだ。あんたたちと……一緒だ」

　男たちの顔が、窓からの明かりに照らされる。

　その表情は、後悔に満ちていた。

「王様、俺たちは間違っていました……取り返しのつかないことを……してしまった……！」

「俺は……広場であの子を見たことがあるんです……なのに……なのに……！」

「謝って済むことじゃないのはわかっています……けれどもどうか……どうか……！」

「わかってくれたら、それでもう……あんたたちは、家に帰るといい。これ以上、俺に言えることはない……」

　三人の男は、何度も頭を下げながら、闇の向こうへと消えていった。

「俺は……サレンを守るって、約束したんだよ。許されない嘘だ……」

　俺は闇の向こうを見つめながら、つぶやいた。

「その嘘は、まだ確定していないぞ」

　エルダーリッチが、俺の肩を叩く。

「連中の目的は〈魔力核〉のコントロールだ。サレンは、少なくとも殺されることはないだろう。フェリスが言ったように転移魔法を使ったのなら、私が痕跡を探れる。地図を持ってこよう。ソラ、砂鉄はあるか？」

　必要な道具を持って、俺たちはフェリスに案内されて現場に向かった。

　エルダーリッチの水晶が、赤く輝いた。

「たしかに、このあたりで間違いなさそうだ。ソラ、地図と砂鉄を貸してくれ」

　そのふたつを渡すと、エルダーリッチは現在地に砂鉄を少し振りかけた。

　――ズズ、ズズズズズ

　砂鉄が、地図の上を移動し始めた。

「転移魔法は、亜空間と呼ばれる場を通ることで、距離を短縮する魔法だ。しかし亜空間を出入りすると、その痕跡が残る。それを探知する」

「つまりこの砂鉄は、あいつらが亜空間を通ったルートなんだな」

「そういうことだ」

　ずいぶんと遠い。砂鉄はどんどん移動していく。

　そしてたどり着いたのは――。

「やっぱりか」

　――国の中枢、王城だった。

　かつて俺が追放された場所だ。

「場所は、これでわかった」

　エルダーリッチが、俺を見た。

「あとは、君がどうしたいかだ」

「俺は……」

　こぶしを握りしめた。

「サレンを救いたい。みんな、力を貸してくれ」

　振り向くと、みんながうなずいた。

「みゅ！」

　ミュウが跳ねる。

「なんでも任せてちょうだい！」

　リュカが腰に手を立てた。

「お兄様！　作戦立案はわたくしに！」

　フウカが胸を張る。

「私もね～いろいろ頑張るよ～」

　ホエルは相変わらずで。

「この事態に陥ったのは、私が警戒を怠ったからだ。その責任を取らせてくれ」

　フェリスはまっすぐにこっちを見る。

　俺はうなずいた。

「俺たちはサレンを国王から奪還する！」

　東の空が、白んでくる。

　俺たちの長い影が、遠く王城へと向かって伸びた。










第五章　反旗




　私は闇の中にいた。

　いくらもがいても、手足はまったく動かない。

　白い布が私の体中に巻きつき、石柱に縛りつけていた。

「あがいても無駄です」

　聖女マイの声がした。

「私のユニークスキル【聖女】による〝守護〟から逃れられる者はいません。たとえそれが……あなたのような」

「魔王であっても、だ」

　破壊神カンジが言葉を継いだ。

「しかしお前も人を見る目がねえな。ソラみたいなクズに助けを求めるなんてよ」

「そりゃ人を見る目があるわけないわよ。魔物なんだから」

　魔女ナナがそう言うと、カンジは下品な声で笑った。

「たしかにそりゃちげえねえ！」

　ソラはこいつらと一緒に召還されて、弱すぎるということで追放されたらしい。

　たくさん苦しい思いをしてきたのだろう。

　けれども私は、少しだけホッとしてしまう。

　こんな連中と笑い合っているソラなんて、想像したくもない。

「魔王サレン」

　勇者アキラの声がした。

「あの男は、人間も魔物も、みんな奴隷にする気だ。そんな奴が君を守ってくれるとでも思ったのか？」

　アキラの問いに、私は答えた。

「ソラがどうしたいのか、どうしてお前が知ってるの？」

「なんだと」

「町の人たちに慕われてるソラを、お前たちは見たはず。それなのに。奴隷にするなんて言い方をするのはどうしてかな。まあ、わかるけどね」

　私は笑みを浮かべた。

「ソラが正義の味方だと、お前たちは困るんだよね。敵を悪だと信じなければ、自分たちが何者かわからなくなってしまう」

　しん、と場が静まり返った。

「お前たち勇者は、そういう存在でしょう？　心のあやふやな世界から来て、強い力と義務と誇りを与えられて……自分の心のかたちを勝手に決められて……支配者におだてられて、好きなように利用される……それだけの装置」

「おい、いい加減にしろよてめえ」

　カンジの声と、ブン、とメイスの唸うなる音がした。

「もっぺんここで徹底的にぶちのめしたら、さすがに復活できねえよな？　試してみるか？　ああ？」

「やめろ」

　足音と共に現れた、この声はグルーエルだ。

「けして魔王を傷つけるなと、申しつけたはずだ」

　グルーエルがため息をついた。

「見張りくらい、まともにやってもらいたいものだな」

「………………」

　誰ひとり言い返せないのは、もはや勇者たちが、王国にとって不要なものとなりつつあるからだろう。それを、自覚しているのだ。

「いいか、重ねて言う。絶対に、魔王サレンを傷つけるな。なにを言われようと、耳を塞いでおけ」

　そう言って、足音は再び闇の奥に消えていった。

「………………」

　私が望むのは、ソラが間違いを起こさないことだ。

　ソラは優しい。

　私を助けに王城に乗り込むなんて無茶をしかねない。

　ソラは優しい――だからこそ。

　私は、ソラにここに来てほしくなかった。
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「やはりあの錬金術師は、魔王を奪還しに来るのではないか？」

　国王は、王冠の宝玉を引っかきながら言った。

「あいつのことだ。〈魔力核〉のことはもう聞き出しているに違いない。魔王が〈魔力核〉をコントロールする鍵だとあいつが知ったら……！」

「錬金術師がそれを知ろうが知るまいが、先に力を利用すればよいのです」

　グルーエルは落ち着き払って言った。

「魔王と〈魔力核〉を接続する魔法装置は、ほぼ完成しました。実証実験はこれからですが……我らが積み重ねてきた魔術大系に間違いはございません」

「……本当に、大丈夫なのだな？」

　国王は、すがりつくように錫杖を握る。今王国の最大戦力が勇者たちであり、ソラがその力をはるかに超えているということが、不安で仕方ないのだ。

「心配はございません、国王陛下。遠い時代より積み重ねられてきた魔法研究、人類の英知……それが我が魔術大系でございます。《異世界勇者召還》もそのひとつ。それを超える技術や力など存在しません」

　誇らかに、グルーエルは続ける。

「〈魔力核〉を操ることは、我が研究の悲願でもありました。それさえ叶えば、錬金術師ごとき、相手にするのは造作もないことでございます」

「それなら……いいのだが」

「ご安心ください。魔王討伐よりは厄介ですが、魔術大系がある限り、間違いありません。邪魔なハエがうろちょろしようと、適切な材料が揃えばよいのです。勇者という材料。魔王という材料。そして〈魔力核〉という材料……できあがるのは」

　グルーエルはにやりと笑った。

「〝世界制覇〟というスープでございます」

「それは……」

　国王も険しい表情を緩ませた。

「ぜひ、味わってみたいものだ」

　そう言って、錫杖をぐっと握った。

「グルーエルよ、錬金術師は来ると思うか？」

「は、間違いなく来るかと。しかしあの町からここまでは、ドラゴンが空を飛んでも三日はかかります。いくらでも、手は打てましょう。その頃には〈接続装置〉の確実な稼働も……」

　グルーエルが言葉をのんだのは、突如鳴り響いた轟音のためだった。続いて、窓から差し込んでいた光が失われる。

　謁見の間は闇に包まれた。

「何事だ！　火を灯せ！」

　衛兵たちが、慌てて明かりを用意する。

「陛下！　あれを……！」

　そのひとりが、ほとんど叫ぶように言った。

　国王は玉座から下り、窓の外を見た――その上空には。

　巨大な、途方もなく巨大な、鯨くじらが浮かんでいた。
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「こんなに速く飛んだの～初めて～」

　ホエルの声が、空に響き渡る。

「君たちの力を合わせればこそだ」

「そうですわ！」

【疾風迅雷】：肉体に雷をまとい、高速での移動を可能にする。

【天衣無縫】：なにものにも縛られず、重力を自在に操作する。

　フウカとホエルのこのスキルを《融合》させたユニーク合成スキルが【天てん動どう瞬しゅん雷らい】。自らが移動するのではなく、指定した対象を高速移動させることができるのだ。

「しかしお兄様、作戦もなしに来てしまいましたけれど……」

「こうして〝来た〟ということが、ソラの作戦だ。下を見てみたまえ」

　エルダーリッチの言葉で、フウカは下界を見下ろす。

「あら、みんな王城から逃げていきますわ」

「ただ移動するだけなら《門》でも構わなかった。しかしソラがあえてホエルでの移動を選んだのは、連中に気づかせるためだ……誰を敵に回したのかをね」

　そこまで傲慢なつもりはないが、エルダーリッチの説明は合っている。無駄な戦闘を避けるためには、こちらを大きく見せるのが一番効果的だ。そして事実、ホエルは世界一大きい魔物なのだ。

　王城とそれを取り巻く城下町を、ホエルの影はすっかり覆い尽くしている。着地すれば王都が滅ぶだろう。

　恐慌状態は、上から見ていてもよくわかった。

「この世の終わりだ！　押しつぶされて死んじまうんだ！」

「いいから逃げろ！」

「国王をお守りするのが我らの……！」

「〝あんなの〟からどうやって守れってんだ！」

「竜騎士団！　今こそお前たちの力を発揮するときだ！　大陸一と言われた貴様ら精鋭がいればあんな鯨など……ちょっと待て、どこへ行く！」

　兵士の長らしき人が怒鳴り散らしている。小さな竜にまたがって散り散りになっていくのが、竜騎士団なのだろう。

　やがて大声も聞こえなくなり、兵士たちはあらかた王城から逃げ去ったらしい。

「行こう」

　俺たちは、ホエルの背から飛び降りた。衛兵もいない、開けっ放しの正門を堂々とくぐり、階段を上った。

「し、侵入者め！　あばあっ！」

「誰かこいつらを……ぎゃあっ！」

「止まれ！　止まれええええ！」

　リュカの炎に鎧を焼かれ、フェリスに剣を凍らされ、フウカに電流を浴びせられて、残った数少ない兵士たちも、次々と倒れていく。

「ソラは先に行って、私たちはこいつらを片づけるわ！」

　兵士を炎の剣で叩き伏せながら、リュカが言った。

「頼んだ！」

　俺は走り――そしてとうとうたどり着いた。

　閉じられた巨大な扉を蹴り飛ばす。

　吹き飛んだ扉は赤い絨毯を削り取り、壁に突き刺さった。

「国王」

　俺は玉座で震えている男を睨みつけた。

「サレンを返してもらおうか」

「貴様……そこまで魔王の力を……！」

「サレンが魔王だろうがなんだろうが関係あるか！」

　俺の言葉に、国王が震えた。

「おとなしくサレンを渡せ。俺はこれでも怒りを抑えてるつもりなんだ」

「グルーエル！　勇者どもを呼べ！　早く！」

　王宮魔術師グルーエルは、静かにこちらを睨んでいる。

「そろそろ、到着する頃でございます」

　いやに落ち着いて見えるのが、気になった。

「サレンはどこだ」

「素直に言うと思っているのか？　なんでも自分の思う通りにならないと済まないらしいな、如月空。ここへ来たときの情けない態度を忘れているのか？」

「覚えてるさ。だがそんなものは、もうどうだっていい。俺はサレンを返してもらいたいだけだ」

　グルーエルは鼻で笑った。

「まだ力を欲するというのか。錬金術師ごときが」

　そのとき、うしろから足音が聞こえてきた。

「国王陛下、到着したようでございます」

　振り向くと、勇者たち四人が並んでいた。

「いいか貴様ら、時間を稼ぐだけ稼ぐのだ！」

　国王が言い放つと、アキラがにやりと口角を上げた。

「時間を稼げ？　倒せとおっしゃってくださいよ……」

　しかしその笑顔は、ひきつっている。町で逃げ出したときに、彼ひ我がの実力差は把握しているはずだ。

「アキラ、悪いことは言わない。今すぐサレンのいる場所へ案内してくれ。そうすれば、危害は加えない」

　俺はできる限り落ち着いて言った。しかしアキラは、その言葉が気に障ったらしい。憎々しげにこちらを睨みつけてきた。

「僕がお前の言うことを聞くと思うのか？」

　そう言って、剣を抜き払う。

　カンジも、巨大なメイスを握っている。

「テメエはやっぱり、いっぺんシメねえとわかんねえらしいな！」

　ナナは杖を構える。

「追放されたくせに生意気なのよ」

　マイも、同じく杖を構えた。

「私は、国王陛下の命令に従うまでです……」

　戦いは避けられそうにない。

　最初に仕掛けてきたのは、カンジだった。

「オラァ!!」

　振り下ろされたメイスをよけると、トゲが床に突き刺さる。

　俺は即座にカンジのユニークスキルを《鑑定》する。俺だけに見える、緑色のステータス画面が浮かび上がった。

【破壊神】：防御力を無視して、対象を破壊する。

　つまり一撃でも、もらったらアウトだということだ。

　しかし、見切れないスピードではない。

　カンジの攻撃をよけながらナナを見ると、倒れた衛兵に向けて、杖から赤い光を放っていた。

　俺はナナにも《鑑定》を仕掛ける。

【魔女】：対象を傀儡化し、使役する。

　何人もの衛兵が、不自然な姿勢で起き上がった。そして手のひらをこちらに向けると――。

　――ゴバァッ！

　兵士たちの手から、マグマのように赤い火球が、こちらに向けて発射された。

　俺はミスリルの剣を抜くと、そのすべてを叩き斬った。

　背後から迫るのは、アキラの唐竹割りの一いっ閃せん。俺はカンジのメイスをかわしつつ、振り向きざまにアキラの剣を弾く。

　そのとき、視界の端で動く白いものが見えた。俺は反射的にバック転で飛びのくと、目の前を布のようなものが通り過ぎた。

　マイからの攻撃だ。俺は体勢を整えながら、《鑑定》をかける。

【聖女】：対象を守護し、そのスキルを無効化する。

　守護――あの布に捕まったら終わりらしい。

　ゾンビのようによみがえった衛兵から、再び無数の火球が放たれ、こちらに襲いかかる。それを縫って、カンジとアキラの物理攻撃。カンジのメイスを受ければ、ミスリルの剣であっても、破壊される可能性がある。アキラの剣を弾きつつ、頭を叩きつぶそうとするカンジのメイスをよけ、足もとをすくい上げるように迫る白い布を、大きく跳躍してかわす。

　これまで一緒に戦ってきただけあって、四人の連携はかなりのものだ。

　こちらも仕掛けなくてはならない。

　俺は再び襲いかかってきたマイの布に、思いきり噛みついた。

「な、なにをッ！」

　そして、即座にスキルを発動。

【食いしんぼう】：なんでも食べる。

　ミュウから受け継いだスキルだ。俺は布を食いちぎって腹に収めると、マイのユニークスキル【聖女】を手に入れた。

　もちろん、それをすぐに発動させる。対象はナナの操る衛兵たちだ。俺の手のひらから放たれた白い布は、次々と衛兵たちを巻き取って無効化していく。

「ウソ……でしょ……ッ！」

　ついでにナナとマイの体も拘束して、攻撃を封じた。

「クソッ……外し……なさいよ……ッ！」

「汚い手を使いやがって！」

　カンジとアキラは近距離で攻撃を仕掛けてくるので【聖女】を使って拘束するのは難しい。

　しかし、無力化する方法はいくらでもある。

【破壊光線】：回避不能の熱攻撃を発生させる。

　俺の目から放たれた光線が、カンジとアキラの武器に命中する。

「あっづッ！」

「クソッ！」

　赤熱してドロドロと溶け始めたメイスと剣を、ふたりは放り出した――その隙を逃すはずがない。

　俺はミスリルの剣で、カンジとアキラの首筋に、峰打ちを叩き込んだ。

　これで、すべて片づいた――かと思われたが。

「いてぇことしてくれるじゃねェか……」

　カンジとアキラがむくりと起き上がる。

　今、たしかに気絶させたはずだ。

　いつの間にか、破壊したはずのメイスと剣も再生している。

　なにかある。

　俺はアキラに《鑑定》をかけた。

【勇者】：対象に勝利する。

　めちゃくちゃなスキルだ。さすがはパーティーのリーダーといったところか。俺はふたりから距離を取りつつ、さらに《鑑定》を試みる。

【勇者】：対象に勝利する――負けを認めるまで、パーティーメンバーは何度でも復活する。

　となると――戦法はひとつだ。

　振り下ろされるメイスと剣をかわし、俺は大きく跳躍した。

【阿修羅】：瞬時に無数の斬撃を与える。

　もちろんその対象は、ふたりではない。俺は石の柱をバラバラに切り刻んだ。そしてその破片を《構築》で、鋭い槍に変化させる。

「さっきより少し痛いが……我慢しろよ」

「なにをッ!?」

　俺は空中で剣を納め、二本の槍を掴んだ。

【疾風迅雷】：肉体に雷をまとい、高速での移動を可能にする。

　空中から瞬時にふたりに肉薄、石の槍で膝を貫通し、床に深々と突き刺した。

「ぐぁああああああああああ!!」

「ぎゃああああああああああ!!」

　カンジとアキラの悲鳴が響き渡る。

　膝からの流血によって、ふたりが倒れる。

　しかし、アキラのユニークスキル【勇者】によって即座に復活する――膝に槍を突き刺したまま。そして再び血が流れ出る。そして失神。無限ループだ。

「頼む！　早く抜いてくれえ！　いてぇよォ!!」

「ソラ！　頼む！　僕が悪かった！　早く槍を！　槍をおおおおおお!!」

「べつに好きで痛めつけてるわけじゃない」

　俺はアキラに言った。

「素直に負けを認めるんだ。そうすればお前のユニークスキル【勇者】は解除される」

「わかった！　負けだ！　俺たちの負けだ！　だから早く槍をおおおおおおお!!」

　俺はふたりの膝から、石の槍を抜いてやった。再びふたりは苦痛に悲鳴を上げる。

「………………」

　俺は、ナナとマイの拘束を解いてやった。

「そこのふたりを治療してやってくれ」

　マイはカンジとアキラに駆け寄って、急いでヒールをかけた。膝の傷が塞がっていく。

【勇者】が解除された以上、連中は素直に負けを認めている。

　砕け散った柱。赤い絨毯はえぐられ、穴があき、石床を露出させている。

　荒れ果てた謁見の間で、勇者パーティーを倒した感慨は、まったく湧いてこない。

　一刻も早くサレンを救い出さなければならない。

　俺にあるのは、それだけだ。

「………………」

　床に尻をついたまま、カンジが言った。

「俺たちのこと……恨んでんじゃねェのかよ……お前の力なら……俺たちを殺せただろ……」

「サレンの居場所を知るためだ。どこにいるか今すぐ教えろ」

　アキラが、ゆっくりと立ち上がる。

「わかった……向こうに地下が……」

「サレンならここだァ!!」

　グルーエルの声だ。俺は振り返った。

「サレン!!」

　グルーエルに抱えられたサレンは、マイの【聖女】によって守護――つまり拘束されている。

「ソラ!!」

「待ってろよ、今助ける」

「来ないで!!」

　サレンのそのひとことで、思わず足を止めた。

「……やはり魔王は利口だな」

　笑うグルーエルの手には、大きな赤い水晶のようなものが握られていた。

「それが〈魔力核〉！」

「ご名答だ、如月空。そして……」

　サレンの頭上には、大小のトゲが飛び出した、兜かぶとのようなものが浮かんでいる。

「とうとう私は〈魔力核〉を自在に操る装置を完成させた……魔王サレンを利用することでなァ！」

　その瞬間、兜がサレンの頭にかぶさった。

「きゃあああああああああああ!!」

　サレンの悲鳴と共に〈魔力核〉が赤い輝きを放つ。

「サレン!!」

「魔王は〈魔力核〉の触媒なのだ。それを手にした私に、もはや敵は存在しない。魔術の神髄を極めるのも、時間の問題だ！」
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　そうしてグルーエルは、アキラたちに目をやった。

「どうやら、時間稼ぎくらいのことはできたらしいな。褒めてやろう……しかし貴様らが力を発揮するのはこれからだ！」

　その瞬間〈魔力核〉の強烈な赤い光が、アキラたちに浴びせられた。

「な……なにを……!?」

「そう怯えるな……貴様らを最強の存在へと導いてやる……勇者の名にふさわしい存在へとなァ!!」

　ぐにゃり、とアキラたちの体が歪んだ。

「な……なに……なに……!?」

「ひ……ひいいっ！」

　悲鳴を上げながら、勇者パーティーは液体のようにドロリと溶けて、謁見の間の中央に集まり始めた。それが交わり――融合し――。

　現れた者は、もはや人の姿をしていない。

「キシャアアアアアアアアアアアアア!!」

〝それ〟は、もはや人間とも魔物ともつかない叫び声を上げた。

　グルーエルが高笑いする。

「見たか、錬金術師よ！　これこそが、真の勇者！　真の平和の担い手!!」

　その目は、狂気に満たされている。

「これが勇者第二形態だァーッ!!」

　グルーエルの声に重なるように、勇者四人が融合したキメラが咆哮した。

　俺は即座に《鑑定》をかける。
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「なんて……こった……」

　ステータスが完全にバグっている。

　奴の力は完全に未知数ということだ。

　でも――サレンを救うには、やるしかない。

　俺は、再びミスリルの剣を抜き払った。
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「キシャアアアアアアアアアアアアア!!」

　キメラの動きは素早かった。触手のようなものを次々と繰り出して、壁や床に穴をあける。

　その一撃一撃に【破壊神】のスキルが働いている。

　つまり、一発食らえば終わりだ。

「ソラァ……」

　肉の塊から、にゅうっと勇者たちの顔が飛び出す。

「貴様もォ……これまでだなァ……」

「僕たちはァ……最強だァ……」

「お前なんかァ……ひねりつぶしてやるわァ……」

　――ズドドドドドドドド！

　怒涛の触手攻撃。それに加え、魔法の火球も飛んでくる。それをかわせば【聖女】の布が幾重にも絡んで、拘束しようと迫ってくる。

　俺はそれらをかわしつつ、キメラに肉薄した。

【豪力】：一時的に攻撃力を三倍にする。

　スキルを使った一閃で、キメラをまっぷたつに斬り裂いた。しかし――。

「今度はァ……負けを認めないよォ……」

　キメラの切断面が、ニチャアッと結合する。

　その背後にいるのが、サレンを抱えたグルーエルだ。〈魔力核〉からサレンの兜を通して、キメラに魔力が供給されている。

　サレンは、気を失っているようだ。

「今助けるからな！」

　俺は両手を前に出した。

【獄炎焦熱】：すべてを焼き尽くす、強力な炎を発生させる。

　俺とキメラの間に、炎の壁が発生した。

「へへェ……ヌルイィ……ヌルイぜェ……」

　炎の中から、何本もの触手が突き出される。

　俺は、そのことごとくをかわす。

　触手に切断された壁が、外へと崩落する。

　ハンマーのように変形した肉体がさらに城を破壊し、火球が命中した塔は爆砕して燃え落ちた。

「向こうは片づけたわ！」

　リュカたちが壊れた扉から現れた。

「なるほど……相手に不足はなさそうだ」

　フェリスが剣を構える。

「最初はわたくしですわーっ！」

　フウカの両手から電撃が放たれた、それと同時にリュカとフェリスが斬りかかる。しかし破壊された部位は、〈魔力核〉の力と、ユニークスキル【勇者】によって瞬く間に再生する。

「フハハハハ！　如月空！　必死こいて集めた魔物たちも、たいして役には立たんようだなあ！」

　グルーエルの高笑いが、謁見の間に響き渡る。

「ここまで醜い魔法は珍しいな……邪法も邪法だ……」

　エルダーリッチがつぶやいた。

　グルーエルは俺を睨みつける。

「なんとか言ったらどうだ？　如月空！」

「みゅ！」




〝ソラ〟が返事をした。




「な……!!」

　グルーエルが振り返ったその先には――。

「俺はここだ」

　剣を構えてグルーエルを見据えた。

「馬鹿な!?　なにが……！」

　なにか魔法を放とうとグルーエルは両手をこちらに向けた。

　しかし今、間合いはこちらのものだ。

　絨毯を蹴り、俺はグルーエルに肉薄する。

　――ズドォン！

　背後で柱が爆発した。

　がむしゃらに放たれた、グルーエルの魔法攻撃だ。

　――遅い。

　破壊された柱が傾ぐより速く、石くれが地に落ちるより速く――俺が放った一閃は、グルーエルの横腹を斬り裂いた。

　いったいなにが起こったのか、この男にはわからなかったに違いない。

「ぐおあああああああっ!!」

「みゅ！」

　もとの姿に戻ったミュウが、ぽいんっと壁のうしろに飛びのいた。




【完全擬態】：対象の形態と性質を模倣する。




　ミュウはこのスキルで俺に擬態し、キメラと戦っていたのだ。

「サレンを返してもらう！」

　俺は再び、ミスリルの切っ先を向ける。

　グルーエルは口の端から流れる血を、ローブの袖で拭った。

「これだけは避けたかったが……」

　そう言って〈魔力核〉を見つめる。

「研究の成果はすべて出しきらねばならんらしい……たとえこの身と引き換えであっても……いいか如月空、貴様には、絶対に、〈魔力核〉は渡さん！」

〈魔力核〉がまばゆく輝いた。その光はグルーエルと、さらにはサレンをも包み――。

「しまった！」

　キメラへと吸収された。

　子供がこねる粘土のように、キメラは不気味にうごめく。

「なにが起こったの!?」

「教えてやろう！」

　奇妙に歪んだグルーエルの声が、謁見の間を震わせた。

「これが……勇者第三形態だァーッ!!」

「ギシャアアアアアアアアアアアアア!!」

　キメラの弱点は、魔力の供給源――つまり〈魔力核〉とサレンが外部にあったことだった。しかし今では、サレンと〈魔力核〉、そしてグルーエルはキメラの一部となっている。

　奴を相手にして《鑑定》が意味を持たないのはわかっている。

　しかしその力は、目にしただけであきらかだった。

　今や巨体はさらにふた回りほど膨張し、無数の眼球がギョロリとこちらを睨んでいる。

　もはや勝ち目は――いや。

「勝機は、必ずどこかにあるはずだ！」

　俺は仲間たちと共に、巨大なキメラと対峙した。
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　意識が、ぼんやりする。

　あれほど求めていた〈魔力核〉が、こんなに近くにある。

　魔物たちを統制し、人間たちから守るための〈魔力核〉。

　勇者たちに奪われた、力の源。

　それが今、手もとにあるのだ。

　これを求めて、ずっとあがいてきた。

　ついに、この手に――。

「魔王サレン……」

　頭の中に響くのは、グルーエルの声だ。

「勇者になった気分はどうだ？」

　あざ笑うように、言葉が続く。

「貴様を倒した、勇者になった気分は？　世界で最強の存在になった気分は？」

「どうでもいい……」

　私は言った。

「ソラに会わせて……」

「如月空か？　それなら今……」

　グルーエルの笑いが、頭の中を反響する。

「我々と戦っているところだ。世界最強の我々とな」

　ぼやけた視界の中で、ソラが剣を振るっているのが見える。

「……かな……ず……」

　声が遠い。

　私は必死に耳を澄ます。

「かな……ず……ま……」

　なにか言っている。

　聞きたい。

　ソラの声を聞きたい。

　近くで――もっと近くで。

「サレン!!」

　その瞬間、はっきりとソラの声が聞こえた。

「必ず約束は守る！」

　触手を斬り払いながら、ソラは叫んだ。

　――約束？

　私の意識は、町にあるあの屋敷へ、あの懐かしい屋敷へと戻った。

『サレンもなにかあったら俺を守ってくれよ』

　私は、ソラとそんな話をしたのだ。

『俺もサレンになにかがあれば、必ず守る』

　ソラは、言った。

『約束する』

　そのソラが今、必死で戦っている。

　仲間たちも〝私〟のために〝私〟と戦っている。

　約束――そう、約束したのだ。

「覚えてるだろ!?　サレン！」

　ソラは叫んだ。

「俺は必ず……サレンを守る!!」

　その瞬間、ソラの声が心の奥まで貫いた。

　もやがかかっていた意識が、覚醒する。

「ソラ!!」

　自分のくぐもった声が、耳に痛い。

「サレン!!」

　ソラの声が聞こえる。

　勇者と、グルーエルと、私と、そして〈魔力核〉。

　私はこの〈魔力核〉に、どれだけ執着してきたことだろう。

　けれども、もう、いらない。

　今さらひとりで力を抱いたところで、なんになるというのだろう。

　ソラは誰よりも甘い。

　甘くてとろけてしまいそうで。

　そのくせ、あんなに強い目をして。

　もう、いらない。

　私には――私にはソラがいる。

「待て……なにをする気だ！」

　グルーエルの声が響く。

「私は……ソラとの約束を果たすだけ……」

　私だって、約束したのだ。

　必ず、ソラを守る。

　ソラより大切なものなんて、もうなにもない。

「馬鹿が！　やめろ！　我々は世界最強の存在になったのだぞ！　その力を……！」

　グルーエルの軽薄な言葉は、もう私には届かない。
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　サレンの声が聞こえた。

　たしかに聞こえた。

　見ると、キメラが動きを止めている。

　その中央が蠕ぜん動どうすると、そこに現れたのは――。

「〈魔力核〉！」

　間違いない、サレンがやったのだ。

　あれほど求めていた〈魔力核〉を、俺たちを利用してまで求めていたあの力を――。

『壊して……』

　サレンの声が、頭の中に響いた。

『もう、いらない……壊して……』

　グググ――と赤い魔力核がキメラの肉体からせり出してくる。

　赤い輝きが、醜悪な皮膚を押しのける。

　これが、サレンの決意だ。

　再び、声が響く。

『ソラがいれば、それでいい……』

　そのささやきは、ひときわ深く、俺の胸に染み込んできた。

　もはや、ためらいはない。

　サレンは、魔王としての執着から自分を解き放った。

　ならば俺は――彼女の決断を全力で受け止める。

「これで……終わりだ！」

　俺はミスリルの剣を振りかぶり、砕けた床を蹴って跳躍した。

　この瞬間、すべての音と風景は、ノイズと化した。

　やるべきことは、ひとつ。

　狙いは、ただ、ひとつ。

「やめろおおおおおおおおおおおお!!」

　グルーエルの声が、空気を震わす。

　俺はその声ごと、〈魔力核〉を渾こん身しんの力で叩き割った。




　――バキィイイイイイインッ




　赤い結晶が、粉々に砕け散る。

「馬鹿なッ！　馬鹿なッ！　馬鹿なァァアアアアア!!」

　目の前が、真っ白な光に包まれた。

　俺は思わず、腕で目を覆う。

「………………」

　光が収まり、俺はゆっくりと目を開いた。

　あの巨大なキメラは、完全に消滅していた。

　もはや壁も崩れ落ち、荒れ果てた謁見の間。

　そこにはキメラとなっていた勇者たち――そしてグルーエルとサレンが倒れ伏している。

　戦いが――終わった。

「く、く、くそぉっ!!」

　立ち上がったグルーエルが、手のひらから火球を繰り出す。

　俺はそれをミスリルの剣で弾いた。

「よくもサレンを、こんな目に遭わせてくれたな」

「これならどうだ！」

　この魔法は知っている。《サンダー》だ。

　しかしエルダーリッチの教えてくれたものとは、まるで比べものにならない。

　ミスリルの剣を床に突き立てると《サンダー》のエネルギーは、散り散りになった。

「貧相な魔術だ」

　ため息をついたのは、エルダーリッチだった。

「勇者召還だの、追放だの。邪法ばかりに手を染めて……これが王宮魔術師か。あきれるほかないな」

　グルーエルは歯噛みして言った。

「貴様……誰だか知らんが……古代より伝わる〈紫の書〉を中心に研究を重ねた、魔術大系を馬鹿にすることなど誰にも……」

「ああ、なるほど。あれがもとになっているわけか」

　エルダーリッチは、あっさりと言った。

「〈紫の書〉なんておおげさなタイトルをつけたんだが、あれは私の落書きみたいなものだ。それを〝大系〟などと……哀れだな」

「なんだと……貴様、何者だ!?」

　その言葉に、エルダーリッチは笑みを浮かべた。

「ヴァージニア・エル＝ポワレ、と言えば通じるかな。今はエルダーリッチと名乗っているがね」

　それを聞いたグルーエルの顔から、血の気が引いた。

「馬鹿な！　大魔術師エル＝ポワレが……あの古代の伝説が……生きているはずが……」

「今目の前にある、あるがままを受け入れることが、魔術の基本だ」

「ぬうう……！」

　グルーエルは、急いで玉座へと上った。

「国王陛下、もはや城を捨てて脱出するほかはありません！」

「し、しかし城を捨てるということは国を捨てるという……」

「なにより大事なのは命でしょう！」

「く……くそ、如月空！」

　国王がわめいた。

「わしが国のためにと思って尽くしたことを、全部めちゃくちゃにしおって！　すべては……すべては国のために……わしは……！」

「それをアキラたちやサレンにも言えるのか」

「はっ！」

　国王はあざ笑った。

「勇者も魔王も道具にすぎん！　如月空、貴様なぞ道具以下だったのだ！　それが……えらく力をつけたものだな……」

　そう言って、今度は下卑た表情を浮かべた。

「その力を、国のために使う気はないか……？　女も財宝も、貴様の思うままだぞ……」

「王が王に仕えるとはおかしな話だな」

　フェリスが言った。

「そうよ、ソラは私たちの王なんだから！」

　リュカが続く。

「この……魔物どもめ……！」

「もはやここまでです、国王陛下！」

　グルーエルは大慌てで、懐から転移水晶を取り出す。

「………………！」

　ここで逃がすわけにはいかない。俺は床を蹴って玉座へと走った。グルーエルは俺を睨みつける。

「覚えておれ！　錬金術師！」

「くそっ……！」

　グルーエルと国王は、光に包まれて姿を消した。

「追わなければいけませんわ！　連中に再起の機会を与えては、またお兄様に害を……！」

　フウカが俺の袖を掴む。

「エルダーリッチ、奴らを追跡できるか？」

「造作もないことだ。あんな稚ち拙せつな魔法で逃げきれるなどと……愚かとしか言いようがないな」

　エルダーリッチは、国王たちが消えた場所の床に手を触れた。

「ソラ、君はミュウと【不断の契り】を結んでいたな」

「みゅ！」

　俺の代わりに、ミュウが返事をする。エルダーリッチが続けた。

「ここの床に触れてみたまえ。こんなときだが、ちょっとした授業だ」

　俺はエルダーリッチの言葉に従って、床に手を触れた。ほんのわずかに、温かい。

「《門》を使うときのイメージで、ここからつながる場所を想起するんだ。それに、ミュウと共有している《遠隔透視魔法》を〝絡ませる〟」

「それってかなり高度なんじゃ……」

　俺がそう言うと、エルダーリッチは俺の背中を軽く叩いた。

「材料さえ揃えば、なんでもできるのが錬金術師だろう？　大丈夫、君は筋がいい」

「わかった……やってみる」

　俺は床に手を触れたまま、魔力の行く先を追った。忘れたなにかを思い出すような感覚だ。

　そして、ミュウの〝眼〟をイメージする。

「そうだ、その調子だ」

　しばらく念じると――なにかがつながった感覚が脳裏を走った。

　その瞬間、床の上に映像が映し出された。
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「ここはどこだ!?　グルーエル！」

　国王は半狂乱だった。

　それもそのはず。〈転移水晶〉によって、本来なら辺境の別荘にいるはずだった。しかし今、目の前に広がっているのは――。

「ここは……その、つまり……」

　白く濁った水晶を手にしたグルーエルは、狼ろう狽ばいしながら言った。

「申し訳ございません、咄嗟のことで〈転移水晶〉を取り違えたようでございます」

「だからここはどこなのだ!?　こんな森、見たこともないぞ！　まさか……貴様……」

「その……まさかです……」

　声を震わせて、グルーエルは答える。

「ここは……〈悪魔の森〉に違いございません……」

　グルーエルは、あろうことか自分たちを〝追放〟してしまったのだ。

　国王の顔が、蒼白になる。

「なんということだ！　このままでは魔物どものエサではないか！　一刻も早く別の〈転移水晶〉を使うのだ！　行き先はどこでもいい！」

　――ビュウウウウウウウ……

　不気味に響くのは、風の唸りだろうか。グルーエルは懐を探りながら、

「承知しま……」

　――バグゥ！

「ぎひぃあああああぁぁぁぁぁ……！」

　上空から襲いかかったワイバーンに咥えられ、グルーエルは空へと消えていった。

「グ……グルーエルゥウウウ!!」

　ワイバーンは一瞬にして、青空の小さな点になった。雛たちのエサを、くちばしに引っかけて。

「夢だ……これは悪い夢だ……」

　国王の顔に、引きつった笑みが浮かぶ。

「エサ……イル……」

　低い声と共にオークが二匹、木陰から現れた。

「メズラシイ……エサ……」

「エ、エエエエサだとッ!?　わしは王だぞッ!!」

「オウサマ……？」

「カタチ……チガウ……ニセモノ……」

　オークはうなずき合いながら言った。

「ニセモノ……オウサマ……タベテイイ……」

　ずしん、ずしん、とオークが近づいてくる。

「あは、ひゃ、あひ……」

　国王は失禁して笑い始めた。

「わしは王だ……だからこんな目に遭うはずがない……あってはならない……だから全部夢なのだ……フハハハハハ!!」

　そんな言葉を気にもかけず、オークたちは話し合っている。

「オレモ……タベル……」

「ナカヨク……ハンブンニ……ワケル……」

　オークたちは仲よさそうに、互いの棍こん棒ぼうを軽く叩いた。

「ソレガ……ヘイワ……」

「ハンブンニ……ワケル……ヘイワ……」

　オークは、狂ったように笑う王の肩を掴む。

　ソラの敷いた法に従って、国王は平和に〝分割〟された。

「オオキイホウ……ヤル……」

「オマエ……シンセツ……」
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　そこで、スクリーンが消えた。

　映す対象がいなくなったからだ。

「………………」

　ひどい目に遭わされたとはいえ、国王とグルーエルがあそこまで悲惨な最期を遂げると、さすがに気分がいいものではない。

　俺が魔法で気絶させるなりすれば、あの不幸は防げたのではないか――そんなことを考えていると、エルダーリッチが言った。

「甘い君のことだから念のため言っておく。責任を感じる必要はないぞ」

　そう言って、俺の目を見た。

「国王も王宮魔術師も、滅ぶべくして滅んだ。君がどれだけ大きな力を手にしても、救える者は限られている。それを忘れてはいけないよ」

「……わかった。ありがとう」

　俺は立ち上がると、倒れているサレンを抱え上げた。そう、救える者は限られている。だからこそ俺は――。

「……ソラ」

「よかった、目を覚ましてくれたな」

　周囲には、砕け散った〈魔力核〉の破片が散らばっている。崩壊した壁から、夕日が差し込む。それを反射して、赤い破片が輝いていた。

「すまない。〈魔力核〉を壊してしまって」

　俺がそう言うと、サレンはゆっくりと首を振った。

「大事なものだったんだろう」

「うん」

　サレンは、笑みを浮かべる。

「大事なものだよ」

　恥ずかしげに、言った。

「これがあったから、ソラと出会えた。だから大事なもの。でも、もういらないの……」

　俺の肩に、角の生えた頭を預ける。

「王はソラだけでいいって、わかったから。私はもう魔王じゃなくていいの。魔物たちを力で従わせることも、人間と敵対することも、もう必要ない……ソラがいれば、魔王はいらないって、はっきりわかった。だから自由になれたんだ。私にその自由をくれたのは、ソラだよ」

　散らばった〈魔力核〉の破片がまぶしい。

　腕の中にいるサレンが、温かかった。

「リュカたちから聞いたの。みんなはソラに〈誓約の首輪〉をもらったって。それがソラとひとつになるってことだって」

　うるんだ目で、サレンは俺を見た。

「私、ソラとひとつになりたい」

　宝石のような目には、透きとおるほど強い決意が見えた。

「【不断の契り】を交わせば、もう君は魔王には戻れない。本当にいいんだな」

　サレンは腕の中で、黙ってうなずいた。

　俺はサレンを抱いたまま〈誓約の首輪〉を生成する。サレンが目をつぶると、首輪は吸い込まれるように、細い首にはまった。

「これで……私は、ソラのものだよ」

「君がそう言うなら、サレン。俺も君のものだ」

　サレンは、細い腕を俺の首に回した。

　首筋が、温かいもので濡れた。

「ずっと、ひとりで頑張ってたんだもんな」

　力の源を失って、けれども魔物を統率する責任をずっと感じていて――きっと苦しかったことだろう。

　俺はサレンを、そっと床に立たせた。

「これから、よろしくな」

「こちらこそ、王様」

「その呼び方はよしてくれ」

　照れくさくて、俺はうしろ頭をかいた。

「……さて、後始末をしないとだ」

　俺は散らばった〈魔力核〉の破片を《鑑定》して《構築》しようとした。これがサレンの力の源なら、もとに戻した方がいい。俺が念じると、赤いステータス画面が現れた。

『対象が無効です』

「どういうことだ……？」

「なるほど、〈魔力核〉に錬金術は無効というわけか」

　エルダーリッチが言った。

「〈魔力核〉は魔素の効率的な操作を所持者に与える、いわば〝表象する概念〟だ。だから見えるし、触れるし、破壊できる。でも正確には物体ではない。だから錬金術による干渉を受けつけない……ということらしいね」

　なんというか――えらく難しい話を始めた。

　赤い破片のひとつを拾って、続ける。

「これは魔素によって、物体のように振る舞っているだけなんだ。だから物理的に破壊することはできても、錬金術で操作することはできない」

「物理的に破壊できる……なるほど」

　それだけは、どうにか理解できるというところだ。

　まだまだエルダーリッチに教わることは、山ほどありそうだ。

　俺は一番大きな破片をひとつ拾って、ポケットに入れた。

「なにか思いついたらしいね」

　そう言ったエルダーリッチに、俺は笑みを返した。

「それはそうと、あいつらがそろそろ目を覚ましたみたいだ」

「おい……もう終わったと思うなよ……」

　カンジが、ゆらりと立ち上がった。

「これからが四回戦だぜ！」

　そう言ってメイスを拾い上げ、床に叩きつける。

　――すると、メイスがぱきんと折れた。

「へ……は……？」

　カンジは、もしやという様子で、ステータスを開く。

「……ない……ない……ユニークスキルがない……ッ!!」

「そんな馬鹿なこと……」

　次に立ち上がったアキラも、ステータスを開く。そして、たちまち真っ青になって膝から崩れ落ちた。

「ウソだ！　僕の【勇者】がない！　ウソだ！　ウソだぁああああああああ!!」

　床を転がりながら、アキラは泣き叫ぶ。

　見ればナナも、ステータスを見て震えていた。

「【魔女】が……私の【魔女】が……」

「どういうことだ？」

　俺もステータスを開いてみる――すると。

「あれ、スキルが増えてる」

【勇者】：対象に勝利する――負けを認めるまで、パーティーメンバーは何度でも復活する。

【破壊神】：防御力を無視して、対象を破壊する。

【魔女】：対象を傀儡化し、使役する。

【聖女】：対象を守護し、スキルを無効化する。

「みんな勇者パーティーのスキルだ。どういうことだ？」

「なるほど、おもしろい現象だ」

　エルダーリッチが、口もとに指をあてた。

「おそらく〈魔力核〉を《鑑定》しようとしたときに、ユニークスキルの移譲が行われたのだよ。キメラに取り込まれた〈魔力核〉の中で、スキルが魔法と等しく〝概念〟として循環した結果だ。〝概念〟を、鑑み、定める……《鑑定》することで、主体であるソラがユニークスキルを所有したわけだ。実に興味深い」

　――魔法は、本当に難しい。

「興味深い？　興味深いィイイイイ!?」

　悲鳴を上げるように、アキラは叫んだ。

「なあ！　おいなあ！　如月空！　返せよ！　僕のユニークスキル返せよォォォオオオオ!!」

「ちょっと待って、やってみるから！」

　しかしステータスを開いて、どこをどういじっても〝ユニークスキルの移譲〟は見あたらない。

「悪いけど、ちょっと無理みたいだ」

「ングウォオオオオオオオオオン!!」

　アキラはその場でひっくり返って、じたばたと暴れる。俺はもとの世界のデパートで、おもちゃを買ってほしいと駄々をこねる子供を思い出した。

「あれがなきゃ僕じゃない！　僕じゃないんだァァァァァアアアア!!」

　アキラはイケメンの部類に入る顔立ちなのだが、今は見る影もない。涙と鼻水でぐしょぐしょになってわめき散らしていた。

「ないわ……いや、ないわ……」

「ない、ないないない、マジ無理……」

　それと比べてカンジとナナは、現実を見失って呆然としている様子だった。こっちの方が、まだマシに見える。

　で、マイはというと。

「私は、お礼を言わないとですね」

　悲しげに、こちらを見た。

「あんな怪物になった私たちを救ってくださって、ありがとうございました」

　そう言って、深々と頭を下げる。ほかの三人とまったく違った態度に、俺は驚いた。

「……君はなんというか、冷静だね」

「あまり、力に執着がないのかもしれません。それがいいことか悪いことかはわかりませんが」

　そう言って、少しだけ笑みを浮かべた。

「今までだって、王様の道具にすぎませんでしたから。魔王討伐も、その誘拐も……思えば、最初から王様の言うことを真に受けず、広い世界に出ていくべきでした」

「すまない。ユニークスキルを返せればいいんだけど」

　マイの背後では、ナナとカンジに両肩を支えられたアキラが、ふらふらと外へと向かう。

「私たちは、思い上がってたんです。力を与えられて、特別な存在になった気がして……滑こっ稽けいでした」

　もう一度、深く頭を下げた。

「これから私たちは、勇者パーティーとは名乗らないつもりです。いち冒険者として、地道にやっていきます」

「そうか……」

　俺は勇者パーティーがどんな道程を歩んできたのかは知らない。でもきっと、その間マイはいろんなことを考えてきたのだろう。

「もしなにか困ったことがあったら……アキラたちは嫌がるかもしれないけど、いつでも声をかけてくれ」

　ただ、笑顔だけが返ってきた。

「失礼します」

　そうしてマイは、アキラたちの後を追った。

「ソラ！　城中を回ってきたわよ！」

　現われたのはリュカだった。

「あちこち壊れてるから怪我した人間がいるかと思って、フェリスたちと探したの。けれども、誰もいなかったわ」

「ほかにも魔術師がいたのかもしれないな」

　エルダーリッチが言った。

「王族は〈転移水晶〉でいっせいに避難したのだろう。行き先を追うかね？」

　俺は首を振った。

「いいよ。彼らは彼らで生活していくだろう」

　そう答えると、フェリスがフンと鼻を鳴らした。

「相変わらず甘いな、ソラは」

「そこがいいところなんじゃない」

　リュカが割って入り、それにフェリスが言い返す。

「なにも悪いとは言っていない。そう聞こえたのか？」

「まあまあまあ……」

「あら～、なんかお城がボロボロになってるね～」

　ホエルがふらっと謁見の間に現われた。城を覆う巨大な影は、いつの間にか夜空へと変わっていた。崩れ落ちた壁の向こうでは、星が瞬いている。

「建て直さないとだね～」

　次に来たのはフウカだ。

「お兄様！　拘束した兵は庭に集めておきましたわ！　お兄様のお言葉を待っていましてよ！」

「わかった、行くよ」

　階段は崩壊しているので、ホエルの【天衣無縫】を借りて、壊れた壁から夜の中庭にふわりと降り立った。

　兵士たちがざわめく。

「グルーエル様は……」

「国王陛下は……いったいどこに……」

　俺は、彼らの前に立った。

「まずは落ち着いて聞いてください」

　しん……と夜の中庭が静まりかえる。

「国王とグルーエルは、二度と帰ってきません」

　俺が殺したようなものなのだ。ここは正直に、言うべきことを言おう。

「いなくなった国王のために、仇かたきを討ちたいと思われる方もいらっしゃるかもしれません」

　俺は兵士のひとりひとりを見渡した。

「でも俺は、皆さんに新しい生活を営んでもらいたい。勝手に聞こえるかもしれませんが、これ以上の争いは、お互いになんの益もありません」

　俺がフウカに合図すると、庭中にピキッと電流が走った。兵士たちを縛る縄を、一瞬で焼ききったのだ。

「戦いは、ここまでにしましょう」

「みゅ！」

　ミュウが飛び跳ねると、ビクッと体を震わせる者たちがいた。きっと俺がサレンを助けているときに、手痛い一撃を食らった人たちだろう。

「………………」

　髭を生やした男が、ひとり立ち上がった。

「私は、彼らを率いる連隊長です。将軍は魔術師と共に〈転移水晶〉をお使いになったので、私が軍の代表としてお答えしましょう……」

　威厳ある声で、連隊長は言った。

「我々に、国王の仇を討つ気は毛頭ございません。王の悪政に不満を抱いていたのは、民衆だけではありません。常備軍たる我々も、忸じく怩じたる思いがあったのです」

　連隊長は、鋭い目で俺を見た。

「錬金王、あなたは国の解放者だ」

　壊れた城を見上げて、連隊長は言った。

「もちろん怯えて逃げ出した兵士は山ほどいる。この庭にいる兵も、あなたに恐怖を抱いている。大変申し上げづらいのですが、私もあなたが怖い」

「そう、見えますかね……」

「しかし、あなたが東の村を大きな町へと成長させたことは聞き及んでおります。あなたの治世によって、我々の恐怖はいずれ薄れゆくことでしょう」

　期待されている、ということらしい。

　ならば、俺はそれに応えなければ。

「城を壊してしまって、すみませんでした。今から錬金術で、修復します。これが治世の、第一歩です」

　そうして俺は、崩れかけた城に向けて両手を広げた。
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「こうなっちゃうん……だよなあ……」

「素晴らしいセンスですわ！　お兄様！」

「うーん……」

　同じ材料を使い回したはずなんだけれど。

　城は黒く禍まが々まがしい、悪魔の森の城と似たようなデザインになってしまった。

「これが……錬金王の力……！」

　冷や汗を流している連隊長に挨拶して、俺たちはそそくさと王城を後にした。

「かえって怖がらせちゃったみたいだな……」

「力をもって治めるということは、きっとそういうことよ。時には怖いところも見せなくちゃ」

　リュカが慰めるように言った。

「そういうものかなあ……」

　これ以上威嚇する必要はないので、ホエルでの移動はやめにした。帰路は《門》でもよかったのだけれど、サレンが空を飛びたがった。

「みんなホエルに乗ってきたんでしょ？　私も、空を飛んで帰りたいな」

「仕方ないわね」

　リュカは獄炎竜リンドヴルムに姿を変えた。

　兵士たちが再びどよめく。

「それでは皆さん、よければ町に遊びに来てくださいね」

　そう言って、俺たちはリュカの背に乗った。大きく翼を羽ばたかせて、リュカは夜空へと飛び立った。

「すごーい！」

　サレンは、目をきらめかせた。

　星々の中を、リュカは飛ぶ。

「いい夜風だね～」

　ホエルは手て櫛ぐしで髪を梳きながら、気持ちよさそうに言った。

「ソラは～なにか心配事があるの～？」

「まあ、ないわけじゃないよ」

　言葉にする気はないけれど、心配なのは、サレンが町で受け入れられるかどうかだ。

　かつて、魔王と呼ばれた存在。

　魔物を率いて、人間と敵対していた夜の王。

　町の人々は、それを許容するだろうか。

　もし、それが駄目だったら――。

　俺はサレンを見た。

　麦わら帽子を小脇に抱えて、夜風に髪をなびかせている。

「どうしたの、ソラ？」

　そう言ってサレンは、俺にくっついてきた。

　彼女が受け入れられなかったとしたら――そんな場所にとどまる必要はないだろう。サレンはもう俺たちの仲間なんだから。

「そうだな、どうにかなる」

「ねえ、なんの話？」

　サレンが小首を傾げる。

「なんでもないさ」

「もうっ」

　サレンはこてんと、角の生えた頭を肩に寄せた。

「ちょっと！　人の背中でイチャつかないでよ！」

　リュカの声が、夜空を震わせる。

　やがて夜が明けてきて、遠くに小さく町が見えてきた。

「よし、気合入れていくか！」

　リュカが町の近くに着地すると、俺たちはその背から飛び降りた。リュカは人間態へと姿を変える。

「みんな、サレンのこと、受け入れてくれるといいわね」

　リュカも、俺と同じことを考えていたらしい。

「きっと、大丈夫さ」

　確信なんてないけれど、どう転んでも俺たちは大丈夫だ。あの悪魔の森で生き抜いた俺たちは、どこでだって生きていける。外の世界を見て、それがよくわかった。

　夜明けの道を、俺たちは歩いた。

　そして町の門をくぐると――。

「錬金王様がご帰還なされたーっ！」

「魔王様も一緒だーっ！」

　町の鐘が鳴り響き、朝早くから仕事に就いていた人々が、どっと押し寄せてきた。

「王様、お帰りなさいませ！」

「魔王様もご無事で！」

　サレンを怖れる者は、誰ひとりとしていなかった。

「みんな、私が怖くないの……？」

　麦わら帽子をぎゅっとかぶったサレンが尋ねると、町長が答えた。

「錬金王に、魔物のご一行が育てた町じゃ。その中に魔王がいたところで、おかしなことなぞありゃせん」

「だ、そうだ」

　俺は、サレンの麦わら帽子をそっと持ち上げた。

　角があらわになっても、誰ひとり怯えるものはいない。

「あらためて、魔王サレンどの。町を代表して、心から歓迎しますじゃ！」

　町長の声と共に、集まってきた町の人々が、次々と声を上げた。

「錬金王万歳！　魔王万歳！」

　みんなにもみくちゃにされながら、俺は石工を探した。

「王様！　ようこそ帰っていらっしゃいました！」

「ありがとうございます。ちょっと工房を借りていいですか？」

　人混みから抜け出して、俺は石工の工房へと向かった。

「錬金術があれば、ウチの工房なんて使う必要ございますかね？」

「ちょっと例外がありましてね」

　それからひと晩、俺は工房にこもった。
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　部屋が、ノックされた。

「入って、いいか？」

　ソラの声だ。私は鏡を見て、ぱぱっと髪型を整える。

「どうぞ！」

　入ってくるなりソラは、

「実は、渡したいものがあってさ」

　おずおずとポケットに手を入れた。

「これ……なんだけど」

　ソラの手のひらにのっていたのは、透明な赤い指輪だった。

「それって……」

「ああ。〈魔力核〉の欠片を加工したんだ」

「〈魔力核〉に錬金術は使えないんじゃなかったの？」

「うん、だから石工さんの工房で、手作業で加工した。いろいろ教えてもらいながらね」

　そういえば、ソラは食事の時間になっても食堂に顔を出さなかったし、おやすみを言った覚えもない。

　よく見れば目も赤いし、くまができている。

　ソラはあれから、ずっと工房にこもっていたのだ。

　差し出された指輪を見て、私は――。

「どうして、指のサイズがわかったの？」

　そんな、馬鹿な質問しか出てこない。

「俺は錬金術で仲間たちの服を作ったりしてるんだけど、その、なんだ。見ればいろんなサイズがわかるんだ。《鑑定》の応用みたいな感じだよ」

　照れくさそうに、ソラは言った。

「〈魔力核〉はいらないって君は言ったけれど、これは今まで君が頑張ってきた証だと思うんだ。だから、持っていてほしいと思って……」

　そう言って、私の手首をそっと握った。

「受け取って……くれるかな？」

　胸がきゅうっと熱くなって、その熱いものがのどを詰まらせて、目頭まで上ってくる。鼻が、ツンとする。

　私は涙を流さないように、ぐっとこらえた。

「うれしい……本当に、それしか言えない」

　結婚って、こんな感じなのか。

　実感が湧かないようでいて、それでも胸の奥は温かくて。

　これからは夫婦で一緒に、人間と魔物を治めていくのだ。

　それが私たちの、幸せな結婚生活。

　甘い人との、甘い誓いだ。

　私が薬指を立てると、ソラはそっと赤い指輪を通した。

　すると――。

「ソラ……」

　指が熱い。焼けるように熱い。

「どうした!?」

　その熱が、全身を巡る。体の芯から力が湧いてくる。かつて〈魔力核〉を操っていたときのような――いや、それを超えた力が私の中で漲みなぎっている。

「大丈夫か!?」

「一緒に外に出て」

　この力を試したい。

　私はソラの腕を引いて、屋敷を出た。

　そして広場に出る――外は曇り空。

　私は全身を巡る魔力を、両手に集中させた。

「なにをする気だ、サレン」

「見てて」

　両手の間に赤い魔力の塊が発生する。

　今まで感じたことのない、すさまじい力だ。

　私は両手を上に向けて、それを雲へと解き放った。

　赤い光は流れ星のように尾を引きながら昇っていき、そして――。

　――ドォオオオオオオオオオン！

　巨大な爆発は雲を吹き飛ばして、町中を照らした。

「すごい力が湧いてくるよ、ソラ……どうなってるのかな？」

「……おもしろいものを見せてくれたじゃないか」

　振り向くと、エルダーリッチがいた。

「ソラ、君は〈魔力核〉が〝概念〟であるという事実を理解したらしいな。つまり……」

　明るい光を見上げながら、続ける。

「そもそも〈魔力核〉に確たる全体などないのだ。〈魔力核〉がどんな形であれ、それを所持していると確信した者ひとりが、その力を行使できる。おまけに〈魔力核〉は〈誓約の首輪〉とシナジーがあるらしい。サレン」

　エルダーリッチは、私を見て微笑んだ。

「今の君は、リュカたちにも負けないだけの力を身につけている」

　私はそれを聞いて、思わずソラを見た。

　ソラはただ、魔力の赤い光を見つめている。

「うわ……懐かしいな……」

　ソラは言った。

「花火だ……」

　家々から、町の人々が飛び出してきた。

　町長が慌てた様子でソラに声をかける。

「これは何事じゃ！　夜空が光っておる！」

「花火ですよ」

　ソラは私を見て、笑った。

「夜を彩る、火の花です。きれいですね」

「たしかに……これは見応えがあるのう……」

　私は夜空に見惚れるソラを見て、うれしくなった。

「ハナビっていうのね……これなら、何発だって撃てるよ」

　私はそれから、何度も何度も夜空に魔力を撃ち出した。

　真昼のようなハナビが、私たちを照らした。

「やはり魔王と呼ばれるだけあって、すさまじい力じゃな、サレンどの」

「この指輪のおかげ……」

　町長は、私の指に目を留めた。

「なるほど、錬金王と魔王との婚姻というわけじゃな！　皆の者！　祝いの準備をするのじゃ！」

　それからは、飲めや歌えの大騒ぎになった。

　もちろんリュカたちも、何事かと屋敷から出てくる。

「なにがあったの？　夜空が爆発してるわ！」

「私のハナビよ……ソラが指輪をくれたから」

　そう言うと、リュカはキッとソラを睨んだ。

「ミュウにも指輪をあげたし、サレンにも指輪を渡すのね！　なんで私にはなにもないの！」

「ソラ、王としての責任を果たせ」

「わたくしもなにか欲しいですわ！　お兄様！」

「私は～なにがいいかな～」

　――みんなは、指輪もらってないんだ。

　これは、私だけ。

　私だけの、指輪。

　うれしくなって、私はまた魔力の塊を打ち上げた。

　次第に爆発の色もコントロールできるようになってくる。
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　赤、青、緑、紫、そんなハナビに照らされて。

　ソラは心の底から、満足げに見えた。

「ありがとう、サレン」

　上を見上げたまま、ソラは言った。

「これからも、よろしくな」

「うん」

　私は思わず、ソラの腕に抱きついた。







＊　　＊　　＊







　今日はみんなで、町役場の会議室に集まっている。

　商人たちの書類に必要だということで、町の名前を決めることになった。ファンタジーに出てきそうな、なにかカッコイイのを考えたかったのだけれど。

「ここは錬金魔王様が治める〝錬金魔王自治領アルケミック・ドミニオン〟じゃ！」

　という感じで、町長がノリで決めてしまった。

　なんというか――すごく怪しげだ。

「私はソラが王様なら、それでいいわ」

　サレンはうれしそうに言った。

　エルダーリッチは、サレンがリュカたちと同等の力を手に入れたと言っていた。念のため《鑑定》してみる。




名前：サレン

年齢：１２歳

性別：女

称号：夜を抱く者

レベル：１０００

【ＨＰ】３００００

【ＭＰ】７７０００

【攻撃力】１２０００

【防御力】１６０００

【持久力】１１０００

【精神力】３４０００

【素早さ】２１０００

【器用さ】１５０００

【運】２１０００

スキル：【百ひゃっ鬼き夜や行こう】




　たしかに、リュカたちに勝るとも劣らないステータスだ。特にＭＰがズバ抜けているのは〈魔力核〉の指輪によるものだろう。

　そういや、俺も勇者のキメラを倒したことで、ステータスが変化しているかもしれない。念のためチェックしてみる。




名前：如月　空

年齢：２０

性別：男

称号：人魔を統べる王

レベル：３０００

【ＨＰ】２０００００

【ＭＰ】２２００００

【攻撃力】１１００００

【防御力】８００００

【持久力】８８０００

【精神力】１２５０００

【素早さ】８６０００

【器用さ】１２５０００

【運】１１８０００

スキル：【錬金術】【豪力】【阿修羅】【暴風】【共鳴】【獄炎焦熱】【絶対零度】【疾風迅雷】【天衣無縫】【気候操作】【食いしんぼう】【毒耐性】【完全擬態】【永久機関】【破壊光線】【勇者】【破壊神】【魔女】【聖女】【百鬼夜行】

ユニーク合成スキル：【界面爆轟】【天動瞬雷】




　ちょっと、とんでもないことになっている。

　我ながら若干引くレベルだけれど、力はあって困るものじゃない。

　これからは、ほかの国々とも渡り合っていかなくてはならないのだ。きっと――きっと、どこまでも続くこの広い世界の中で、俺たちは生きていく。

　もちろん、俺ひとりの力によってではない。

　心強い仲間が、しっかりサポートしてくれるはずだ。

「ちょっと聞いてよソラ！　サレンが指輪のことめちゃくちゃ自慢してくる！　悔しい！」

「ここは上下関係をはっきりさせた方がいいんじゃないのか、ソラ」

　リュカとフェリスが、じっと俺を睨んでいる。

「お兄様、わたくしも、今度こそ指輪が欲しいですわ！」

「みゅ！」

「ミュウはもう持ってるんだよね～」

　その中心で、サレンはニコニコと笑っていた。

「ありがとう、ソラ」

　サレンは、相変わらず麦わら帽子をかぶっている。俺がちょっと手を加えて、角が飛び出すデザインにした。

「指輪も帽子も、大切にするね」

　そう、サレンはもうなにも隠す必要はないのだ。

「君と仲間になれて、本当によかったよ」

「仲間？」

　サレンは小首をかしげた。

「夫婦じゃないの？」

　――場が凍りついた。

「………………」

　これから俺は領主として、争いを諫いさめる力を身につければならないのだろう。

　でも今回は、ちょっと難しいかもしれない。

「ソラ！」

　リュカが柳眉を逆立て、

「ソラ」

　フェリスは静かに俺を見つめ、

「お兄様！」

　フウカ、ぷんすか俺を見上げ、

「あらあら～」

　ホエルは微笑みながら両手を広げる。

「………………」

　俺はみんなにもみくちゃにされながら、王としての自覚を新たにする――のは、とりあえずこの場を治めてからだ。

　みんなから手足を引っぱられ、体を押しつけられ、押し倒されて、のしかかられて――。

「やれやれ、領主というやつは大変だな。まあ、うまくやる術を身につけることだ」

　エルダーリッチは、椅子に座って楽しげに俺たちを眺めている。

　うまくやる術、見つかるんだろうか。

　そこにまた、どやどやと人がやって来る。

「王様、らめぇんの新しい具を開発したぜ！」

「商店が百貨店に入りきりません！　二号棟を造りましょう！」

「軍からの使いが来て、傘下に入りたいと！」

　ありがたいことに、やるべきことはいくらでもあるらしい。

「はい、おしまい！　町の人が来てるから！」

　みんなの体を押しのけて、俺は立ち上がった。

「さて！　順番に、お話を聞きましょう」

　俺がそう言うと、俺をめちゃくちゃにしていたみんなも、さっと自分の持ち場に戻る。

「ソラ」

　振り向く前に、サレンは俺の肩にツンとキスをした。首筋に、麦わら帽子のつばがあたった。

「じゃあ、後でね」

　会議室を出ていくサレンは、陳情に来た人々の波に隠れてしまう。

「………………」

　なるほど、領主ってのは大変だ。







＊　　＊　　＊







　町役場の外に出ると、自分の顔がひどく熱くなっていることに気がついた。

　最初は、なんて馬鹿な奴だろうと思っていた。

　人間の少女に似た姿をしているとはいえ、頭には角が生えているのだ。

　それをソラは――。

「………………」

　必要なのは甘い思いをすること。

　そのために他者を利用する。

　すべての生き物が、そうしているように。

　でも、ソラはそうじゃない。

　私はソラがくれた麦わら帽子をかぶり直した。

　そうして、薬指の赤い指輪を見つめる。

　日を浴びて、輝いている。

　これは、予想もしなかった結末だ。

　私が求めていたよりも、ずっと、ずっと――ソラという男は甘かった。

「サレンお姉ちゃん！　ボール取って！」

　ソラの教えた遊びが、子供たちに広がっている。私はその丸いおもちゃを、子供たちに投げ返した。

「………………」

　甘い計算違いだ。

　それが今、とてもうれしい。




つづく
















キャラクターデザイン・設定
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あとがき




　わたくしことマライヤ・ムーと、今井三太郎、蒼乃白兎からなる、正統派アイドルグループ『ＭＩＡ』ですが（みんないつもライブ来てくれてありがとう！）、みなさんもご存じの通り、小説の執筆も嗜んでおります。小説の執筆は過酷なものです。いつも〆切と戦っています。

編集Ｉ様「今度の〆切……わかっとるんやろうのう？」

マライヤ「はい、それはまったく、理解している次第で……」

編集Ｉ様「それならええわい（葉巻プハー）破ったら……どないなるんやろうなあ」

今井「いえ、その、詳しくは……」

編集Ｉ様「おったんじゃ。〆切ちゅうもんが、どういうモンかわかっとらへんやつが（灰皿に葉巻トントン）」

蒼乃「それで……その方は……」

編集Ｉ様「今頃、東京の海は涼しいじゃろうのう……（ニヤァ）」

マライヤ「そ、そそそそうですね……」

編集Ｉ様「まあ、おまはんらは可愛い顔しとるからのう、そこまでのことにはならんわい。ただ、コレくらいのことは覚悟せんとあかんでぇ（手首を掴んで、小指をトントンしながら）」

一同「ヘアッハ、ヘハイ！」

編集Ｉ様「んがはははは！　ちゅうことでせいぜい気張りや！　（葉巻ジュッ）」

マライヤ「ンアヅゥッ!!」

　〆切を破った人間を、わたくしは見たことがありません。それはたぶん、そういった方々は、別の世界へとご招待されているからかもしれません。わたくしは希望の船には乗りたくありませんし、地下でシェルターを掘りたくもないです。仲間を頼りましょう。

マライヤ「次のライブ、絶対成功させようね！　あと二巻のあとがきなんだけど！　ふたりが書いたらね、みんな喜ぶんじゃないかな！　みんなきっと読みたがるとおも」

今井「書いて」

蒼乃「書いて」

マライヤ「はい」

　というわけで、今回は嘘しか書けませんでした。小説家は虚構を旅する船なのです。

　編集Ｉ様はたいへん丁寧に対応してくださる方で、今井君も蒼乃君も、小説を作る素敵なパートナーです。一巻に負けず劣らず、今回も素晴らしいイラストを手がけてくださった福きつね先生は、さすがにネタにはできませんでした。やっぱり嘘はいけないですよね。

　というわけでみんな、次のＭＩＡのライブ必ず来てね！　最高のステージにするぴょん☆

マライヤ・ムー、今いま井い三さん太た郎ろう、蒼あお乃の白はく兎と
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外れスキルでＳＳＳランク魔境を生き抜いたら、世界最強の錬金術師になっていた２


～快適拠点をつくって仲間と楽しい異世界ライフ～
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